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変更 対象箇所

次の EMI/EMC 要件を更新し ま し た。

 CE マーク  EMC 指令準拠

 EN55022 を EN55032 に置き換え。

 VCCI

 AS/NZS

 ICES13438:2006 ク ラス A を追加。

xvi ページの 「EMI および EMC 要件」

VCCI 通告を追加し ま し た。 xviii ページの 「VCCI ： ク ラス A」

製品安全規格準拠を更新し ま し た。

 2014 年度 UL および UL CSA 準拠を更新。

 2006/95/EC 低電圧指令を削除。

 TUV EN60950-1 および TUV IEC 60950-1 を更

新。

xviii ページの 「製品安全規格準拠」

表 3-5 を更新し ま し た。

 ESXi ド ラ イババージ ョ ンを示す列を追加し ま し た。

 NIC および RoCE ド ラ イバが ESXi 6.5 用に一緒に

パッ ケージ されている こ と を説明する脚注を追加し
ま し た。

28 ページの 「VMware ド ラ イバおよび ド ラ イバパッ

ケージ」

最高速度が 1G のポー ト で NPAR を利用できないこ と

を示す メ モを手順 4 に追加し ま し た。

42 ページの 「はじめに」

LLDP パケ ッ ト で使用される ソース MAC ア ド レス と、

工場で割り当てられたアダプ ターイーサネ ッ ト  MAC 
ア ド レス との違いを説明し た メ モを追加し ま し た。

50 ページの 「データ セン ターブ リ ッ ジングの設定」

OFED 4.8-1 GA の列を追加し て表 6-1 を更新し ま し

た。 RHEL 7.2、 SLES 11 SP4、 および SLES 12 
SP2 を削除し ま し た。 RHEL 7.4、 SLES 12 SP3、

CentOS 7.3、 および CentOS 7.4 を追加し ま し た。

57 ページの 「サポー ト されているオペレーテ ィ ングシ

ステムと  OFED」

手順 2 を更新し て、 Dynamic （動的） オプシ ョ ンを追

加し ま し た。

59 ページの 「アダプ ターの準備」
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RoCE アプ リ ケーシ ョ ン と使用法の小項目を削除し、

76 ページの 「準仮想化 RDMA デバイス （PVRDMA）

の設定」 を昇格させま し た。

73 ページの 「ESX 用のアダプ ター上での RoCE の設

定」

お使いの OS に応じ た最新のアダプ ター ド ラ イバを取

得し、 イ ンボ ッ クス ド ラ イバを使用し ないよ う に、 手
順 13 を更新し ま し た。

87 ページの 「Windows での SR-IOV の設定」

お使いの OS に応じ た最新のアダプ タ ド ラ イバを取得

し、 イ ンボ ッ クス ド ラ イバを使用せず、 ホス ト および 
VM で ド ラ イババージ ョ ンを一致させるよ う に、 手

順 16 を更新し ま し た。

94 ページの 「Linux での SR-IOV の設定」

お使いの OS に応じ た最新のアダプ タ ド ラ イバを取得

し、 イ ンボ ッ クス ド ラ イバを使用せず、 ホス ト および 
VM で ド ラ イババージ ョ ンを一致させるよ う に、 手

順 17 を更新し ま し た。

100 ページの 「VMware での SR-IOV の設定」

Link Layer Discovery Protocol （LLDP） を用語集に

追加し ま し た。

160 ページの 「用語集」
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はじめに

本項は、 サポー ト される製品、 対象と なる読者を特定し、 本ガイ ド で使用される表記、
法的通知について説明し ます。 

サポートされる製品
このユーザーズガイ ド は、 QL45212 25Gb イ ンテ リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ター

の取り付け、 設定、 および管理を説明する ものです。

対象となる読者
本ガイ ド は、 Windows®、 Linux®、 または VMware® 環境の Dell® PowerEdge® サー

バーに取り付けられたアダプ ターの設定と管理を担当するシステム管理者やその他の技
術ス タ ッ フ メ ンバーを対象と し ています。

本ガイドの内容
本項に続 く 本ガイ ドの残りの部分は、 以下の章と付録で編成されています。

 第 1 章 製品概要 には、 製品機能の説明、 機能のリ ス ト 、 およびアダプ ターの仕様

が提供されています。

 第 2 章 ハー ド ウ ェ アの取り付け では、 システム要件のリ ス ト と取り付け前の

チ ェ ッ ク リ ス ト を含む、 アダプ ターの取り付け方法を説明し ます。

 第 3 章 ド ラ イバのイ ンス ト ール では、 Windows、 Linux、 および Vmware での

アダプ ター ド ラ イバのイ ンス ト ールについて説明し ます。

 第 4 章 フ ァームウ ェ アのア ッ プグレー ド  ではアダプ ターのフ ァームウ ェ アをア ッ

プグレー ド するための Dell Update Package （DUP） の使用方法を説明し ます。

 第 5 章 アダプ ターブー ト 前設定 では、 ヒ ューマン イ ン フ ラス ト ラ クチャ イ ン タ

フ ェ ース （HII） アプ リ ケーシ ョ ンを使用し たブー ト 前アダプ ター設定タ スクにつ

いて説明し ます。

 第 6 章 RoCE 設定 では、 RDMA over Converged Ethernet （RoCE） を使用す

るアダプ ター、 イーサネ ッ ト スイ ッ チ、 およびホス ト の設定方法について説明し
ます。

 第 7 章 iSER の設定では、 Linux RHEL および SLES 向けの iSCSI Extensions 
for RDMA （iSER） の設定方法について説明し ます。
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 第 8 章 SR-IOV 設定 では、 Windows、 Linux、 および Vmware システムでのシ

ングルルー ト 入力 / 出力仮想化 （SR-IOV） 設定の手順を説明し ます。

 第 9 章 Windows Server 2016 では、 Windows Server 2016 の機能について説

明し ます。

 第 10 章 ト ラ ブルシューテ ィ ング では、 さ まざまな ト ラ ブルシューテ ィ ング方法

と リ ソースが説明されています。

 付録 A アダプ ター LED では、 アダプ ターの LED と それらの意味について説明し

ます。

 付録 B ケーブルおよびオプテ ィ カルモジュール では、 QL45212 Adapters がサ

ポー ト するケーブルおよびオプテ ィ カルモジュールについて説明し ます。

 付録 C Dell Z9100 スイ ッ チ設定 では、 Dell Z9100 スイ ッ チポー ト を 25Gbps 
向けに設定する方法について説明し ています。

本ガイ ド の最後は用語集になっています。

 表記上の規則
本ガイ ド では次の表記上の規則を使用し ます。

  追加情報を提供し ます。

  警告記号が付いていない場合、 装置への損傷、 またはデータの

喪失の原因と なる可能性がある危険の存在を示し ます。

  警告記号が付いている場合、 軽度または中度の怪我の原因と な

る可能性がある危険の存在を示し ます。

  深刻な怪我、 または死亡の原因と なる可能性がある危険の存在

を示し ます。

 青色フ ォ ン ト のテキス ト は、 本ガイ ド内の図、 表、 または項へのハイパーリ ン ク

（ジャ ンプ） を示し、 ウ ェ ブサイ ト へのリ ン クは下線付きの青色で表示されていま
す。 例 ：

 表 9-2 には、 ユーザーイ ン タ フ ェース と リ モー ト エージ ェ ン ト に関する問題

がリ ス ト されています。

 6 ページの 「取り付けチ ェ ッ ク リ ス ト 」 を参照し て く だ さい。

 詳細については、 www.cavium.com にアクセス し て く だ さい。

 太字 フ ォ ン ト のテキス ト は、 メ ニューアイテム、 ボタ ン、 チ ェ ッ クボ ッ クス、 ま

たは列の見出し などのイ ン タ フ ェース要素を示し ます。 例 ：

 スタート ボタ ンを ク リ ッ ク し、 プログラム、アクセサリ と進んで コマンド

プロンプト ク リ ッ ク し ます。 

メモ

注意

注意!

! 警告
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 通知オプション で 警告アラーム チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。

 Courier フ ォ ン ト のテキス ト は、 フ ァ イル名、 デ ィ レ ク ト リパス、 またはコ マン

ド ラ イ ンテキス ト を示し ます。 例 ：

 フ ァ イル構造の任意の場所から  root デ ィ レ ク ト リ に戻るには、

cd /root と入力し て ENTER を押し ます。 

 次のコ マン ド を発行し ます ： sh ./install.bin 
 キー名とキース ト ロークは大文字で表記されます。

 CTRL+P を押し ます。

 上矢印 キーを押し ます。

 斜体のテキス ト は、 用語、 強調、 変数、 または文書のタ イ ト ルを示し ます。 例 ：

 使用許諾契約書の完全な リ ス ト については、 ソ フ ト ウ ェ アエン ド ユーザー使

用許諾契約書を参照し て く だ さい。

 シ ョ ー ト カ ッ ト キーとは ?

 日付を入力するには、 mm/dd/yyyy を入力し ます （こ こ で、 mm は月、 dd 
は日、 yyyy は年です）。

 引用符で囲まれた ト ピ ッ ク タ イ ト ルは、 本マニュアルまたはオン ラ イ ンヘルプ

（本書では ヘルプシステム と も呼ばれています） のいずれかにある関連 ト ピ ッ ク

を指し ています。

 コ マン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェース （CLI） コマン ド構文の規則には次のものがあ り ま

す。

 プレーンテキス ト は、 次にあるよ う に入力が必要なアイテムを示し ます。

例 ： 

 qaucli -pr nic -ei
 < > （山括弧） は、 値を指定する こ とが必要な変数を示し ます。 例 ： 

 <serial_number>

 [ ] （角括弧） は、 オプシ ョ ンパラ メ ータ を示し ます。 例 ：

 [<file_name>] は、 フ ァ イル名を指定するか、 削除し てデフ ォル ト

のフ ァ イル名を選択する こ と を意味し ます。

 | （垂直バー） は、 相互排他的な選択肢を意味し ます。 1 つのオプシ ョ ンの

みを選択し ます。 例 ：

メモ

CLI コ マン ド に限り、 変数名は常にイ タ リ ッ ク体ではな く 山括弧付き

で表示されます。
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 on|off
 1|2|3|4

 ... （省略記号） は、 先行のアイテムを繰り返せる こ と を示し ます。 例 ：

 x... は、 x のひとつ、 または複数のイ ンス タ ンスを意味し ます。

 [x...] は、 x のゼロ、 またはそれを超える イ ンス タ ンスを意味し ま

す。

 コ マン ド 例出力内の縦長の楕円は、 繰り返し出力データの一部が意図的に省

略された場所を示し ます。

 ( ) （丸括弧） および { } （波括弧） は、 論理的あいまいさ回避のために

使われます。 例 ：

 a|b c  は、 あいまいです。

{(a|b) c}  は、 a または b のあとに c が続 く こ と を意味し ます。

{a|(b c)}  は、 a または b c のどち らかを意味し ます。 

使用許諾契約書
本製品を対象と し た使用許諾契約書の完全な リ ス ト については、 ソ フ ト ウ ェ アエン ド
ユーザー使用許諾契約書を参照し て く だ さい。

法的通知
本項に記載されている法的通知には、 保証、 レーザーの安全管理 （FDA 通知）、 認証機

関による認可、 製品安全規格の準拠が含まれます。

保証
保証の詳細については、 次の QLogic ウ ェ ブサイ ト を確認し て く だ さい。

www.qlogic.com/Support/Pages/Warranty.aspx

http: //www.qlogic.com/Support/Pages/Warranty.aspx
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レーザーの安全管理 —FDA 通知
本製品は、 DHHS Rules 21CFR Chapter I、 Subchapter J に準拠し ています。 本製品

は、 レーザー製品の安全ラベルに記載されている IEC60825-1 に従っ て設計および製造

されています。

認証機関による認可
以下の項では、 放射妨害波、 放射免疫、 および製品安全の各基準に準拠するために 
QL45212 Adapters に対し て実施された、 EMC および EMI テス ト 仕様を要約し てい

ます。

EMI および EMC 要件

FCC 第 15 部準拠：クラス A
FCC 準拠情報ステートメント ： 本デバイスは、 FCC 規則第 15 部に準拠し ています。

操作は、 次の 2 点、 (1) このデバイスが有害な障害を引き起こ し てはなら ない、 (2) この

デバイスが、 望ま し く ない動作を引き起こす障害も含め、 受信するすべての障害を受け
付けなければならない、 とい う  こ と を条件と し ています。

ICES-003 準拠：クラス A
当ク ラス A デジ タル機器は Canadian ICES-003 に準拠し ています。 Cet appareil 
numériqué de la classe A est conformé à la norme NMB-003 du Canada.

CE マーク 2014/30/EU、2014/35/EU EMC 指令準拠：

EN55032:2012/ CISPR 32:2015 ク ラス A 

EN55024:2010
EN61000-3-2： 高調波電流

EN61000-3-3： 電圧フ リ ッ カ

ク ラス 1 
レーザー製品

警告 - 開放時にク ラス 1 レーザー光線

光学機器で直視し ないで く だ さい

Appareil laser 
de classe 1

Attention—Radiation laser de classe 1
Ne pas regarder directement avec des instruments optiques

Produkt der 
Laser Klasse 1

Vorsicht—Laserstrahlung der Klasse 1 bei geöffneter Abdeckung 
Direktes Ansehen mit optischen Instrumenten vermeiden

Luokan 1 Laserlaite Varoitus—Luokan 1 lasersäteilyä, kun laite on auki
Älä katso suoraan laitteeseen käyttämällä optisia instrumenttej

ク ラス 1 
レーザー製品
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イ ミ ュニテ ィ 規格
EN61000-4-2 ： ESD
EN61000-4-3 ： 放射無線周波電磁界

EN61000-4-4 ： 電気的フ ァース ト ト ラ ンジ ェ ン ト  / バース ト

EN61000-4-5 ： 雷サージの電力線 ・ 信号線および通信線への進入

EN61000-4-6 ： 無線周波電磁界によ っ て誘導される伝導性妨害

EN61000-4-8 ： 電力周波数磁場

EN61000-4-11： 電圧低下、 一時的遮断および電圧変動

VCCI ： 2015-04 ； ク ラス A 

AS/NZS ； CISPR 32 ： 2015 ク ラス A

CNS 13438 ： 2006 ク ラス A

KCC クラス A
韓国 RRA ク ラス A 認証

韓国語フ ォーマ ッ ト  - ク ラス A

製品名 / モデル ： 統合ネ ッ ト ワークアダプ ターおよびイ ンテ リ

ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ター
登録証所有者 ： QLogic Corporation
製造日 ： 製品上に記載されている日付コー ド を参照
メ ーカー / 生産国 ： QLogic Corporation/ ア メ リ カ合衆国

A ク ラス装置

（業務用情報 / 通信装置）

この装置は業務用と し て EMC 登録を受けているため、 販売者も

し く は購入者、 またはその両者は、 この点に注意する必要があ り
ます。 不正な販売または購入が行われた場合は、 この装置を家庭
用に変更する必要があ り ます。
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VCCI：クラス A
この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づ く ク ラス 
A 情報技術装置です。 この装置を家庭環境で使用する と、 無線電波妨害を引き起こすこ

とがあ り ます。 この場合には使用者が対応策を講ずるよ う要求される こ とがあ り ます。

製品安全規格準拠
UL、cUL 製品安全規格：

UL 60950-1 （第 2 版） A1 + A2 2014-10-14
CSA C22.2 No.60950-1-07 （第 2 版） A1 +A2 2014-10

リ ス ト された ITE または同等の ITE のみと使用し て く だ さい。

21 CFR 1040.10 および 1040.11、 2014/30/EU、 2014/35/EU に準拠し ています。

2006/95/EC 低電圧指令：

TUV EN60950-1:2006+A11+A1+A12+A2 2nd Edition
TUV IEC 60950-1: 2005 2nd Edition Am1: 2009 + Am2: 2013 CB

IEC 60950-1 2nd Edition に対し て CB 認証済み
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1 製品概要

本章では QL45212 Adapters の次の情報を提供し ます。

 機能の説明

 機能

 アダプ ター仕様

機能の説明
QLogic QL45212 アダプ ターは、 Dell PowerEdge システム向けに高速なデータ ネ ッ

ト ワーキングを提供する こ と を目的と し た 25Gb イ ンテ リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ

ターです。 QL45212 アダプ ターには、 全二重機能を備えた 25Gb イーサネ ッ ト  MAC 
が含まれます。

機能
QL45212 アダプ ターは次の機能を提供し ます。 

 NIC パーテ ィ シ ョ ン化 （NPAR）

 シングルチ ッ プ ソ リ ューシ ョ ン ： 

 25Gb MAC

 ダイ レ ク ト ア タ ッ チ銅線 （DAC） ト ラ ンシーバ接続用 SerDes イ ン タ

フ ェ ース

 PCIe® 3.0 x8

 ゼロ コ ピー対応ハー ド ウ ェ ア 

 パフ ォーマンス機能 ： 

 TCP、 IP、 UDP チ ェ ッ クサムオフ ロー ド

 TCP セグ メ ンテーシ ョ ンオフ ロー ド （TSO）

 Large segment offload （LSO）

 Generic Segment Offload （GSO）

 Large Receive Offload （LRO）
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 Receive Segment Coalescing （RSC）

 Microsoft® 動的仮想マシンキュー （VMQ）、 仮想マシンマルチキュー

（VMMQ）、 Linux マルチキュー

 適応割込み ：

 送信 / 受信サイ ド スケー リ ング （TSS/RSS）

 Generic Routing Encapsulation （NVGRE） および仮想 LAN （VXLAN）

L2/L3 GRE ト ンネル ト ラ フ ィ ッ ク を使用し たネ ッ ト ワーク仮想化のステー

ト レスオフ ロー ド 1 

 管理機能 ：

 システム管理バス （SMB） コ ン ト ローラ  

 Advanced Configuration and Power Interface （ACPI） 1.1a 準拠 （複数

の電源モー ド）

 ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラサイ ドバン ド イ ン タ フ ェ ース （NC-SI） 対応

 高度なネ ッ ト ワーク機能 ：

 ジ ャ ンボフ レーム （最大 9,600 バイ ト ）。 OS および リ ン クパー ト ナーが

ジ ャ ンボフ レームをサポー ト し ている必要があ り ます。 

 仮想 LAN （VLAN）

 フ ロー制御 （IEEE 規格 802.3x） 

 論理リ ン ク制御 （IEEE 規格 802.2） 

 高速なオンチ ッ プの縮小命令セ ッ ト コ ンピ ュータ （RISC） プロセ ッサ 

 内蔵 96KB フ レームバッ フ ァ メ モ リ （すべてのモデルに当てはまるわけではあ り

ません）

 1,024 の分類フ ィ ルタ （すべてのモデルに当てはまるわけではあ り ません）

 128 ビ ッ ト ハッ シングハー ド ウ ェ ア機能によるマルチキャス ト ア ド レスのサポー ト  

 シ リ アルフ ラ ッ シュ NVRAM メ モ リ

 PCI 電源管理イ ン タ フ ェース （v1.1） 

 64 ビ ッ ト のベースア ド レスレジス タ （BAR） 対応

 EM64T プロセ ッサ対応 

 iSCSI および FCoE ブー ト のサポー ト 2

1 この機能にはオフ ロー ド を使用するために OS またはハイパーバイザーのサポー ト が必要です。
2 SR-IOV VF のハー ド ウ ェ アサポー ト 制限は異な り ます。制限は一部の OS 環境では低い場合があり ます。

お使いの OS の該当箇所を参照し て く ださい。
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Dell QL45212 固有の機能
Dell QL45212 イ ンテ リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ターに固有の機能には、 適応割込

み頻度および内蔵 RISC プロセ ッサ搭載 ASIC があ り ます。

適応割込み頻度

アダプ ター ド ラ イバは、 全体的なアプ リ ケーシ ョ ンスループ ッ ト を向上させるため、 ト
ラ フ ィ ッ クの状態に基づいてホス ト 割込み頻度を イ ンテ リ ジ ェ ン ト に調整し ます。 ト ラ
フ ィ ッ クが少ないと きは、 アダプ ター ド ラ イバが受信し たパケ ッ ト ご とにホス ト に割り
込み、 遅延を最短化し ます。 ト ラ フ ィ ッ クが多いと きは、 複数の連続的な受信パケ ッ ト
に対し てひとつの割込みを発行し、 ホス ト  CPU サイ クルを維持し ます。 

内蔵 RISC プロセッサ搭載 ASIC
QL45212 Adapter のコ ア制御は、 密接に統合された高機能 ASIC に存在し ています。

ASIC には RISC プロセ ッサが搭載されてお り、 カー ド に新しい機能を追加する柔軟性

を提供する と共に、 ソ フ ト ウ ェ アダウンロー ド を通じ て将来のネ ッ ト ワーク要件に適応
させます。 オペレーテ ィ ングシステムがアダプ ターのビル ト イ ンホス ト オフ ロー ド機能
を活用するよ う に強化される と、 RISC プロセ ッサはアダプ ター ド ラ イバがこれらの機

能を役立てる こ と も可能にし ます。 

アダプター仕様
QL45212 Adapter 仕様には、 アダプ ターの物理的特長と標準準拠のリ フ ァ レスが含ま

れます。

物理的特長
QL45212 Adapters は標準 PCIe カー ド で、 標準 PCIe スロ ッ ト での使用のために、 フ

ルハイ ト またはロープロ フ ァ イルブ ラケ ッ ト のいずれかと共に出荷されます。

標準仕様
サポー ト される標準仕様には次のものがあ り ます。

 PCI Express 基本仕様、 rev. 3.1

 PCI Express カー ド電気機械仕様、 rev. 3.0

 PCI バス電源管理イ ン タ フ ェ ース仕様、 rev. 1.2

 IIEEE 仕様 ：

 イーサネ ッ ト の 802.3-2015 IEEE 標準 （フ ロー制御） 

 802.1q （VLAN）

 802.1AX （リ ン ク集約）

 802.1ad （QinQ）

 802.1p （優先エン コーデ ィ ング）
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 1588-2002 PTPv1 （Precision Time Protocol）

 1588-2008 PTPv2

 IEEE 802.3az Energy Efficient Ethernet （EEE）

 IPv4 （RFQ 791）

 IPv6 （RFC 2460）
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2 ハードウェアの取り付け

本章は、 次のハー ド ウ ェ アの取り付けに関する情報を提供し ます。

 システム要件

 安全上の注意

 取り付け前のチ ェ ッ ク リ ス ト

 アダプ ターの取り付け

システム要件
QLogic QL45212 Adapter の取り付けを開始する前に、 システムが表 2-1 および

表 2-2 に示されるハー ド ウ ェ アおよびオペレーテ ィ ングシステムの要件を満た し ている

こ と を確認し て く だ さい。 サポー ト されるオペレーテ ィ ングシステムの完全な リ ス ト に
ついては、 Downloads and Documentation （ダウンロー ド およびマニュアル） の以下

のページにアクセス し て く だ さい。

driverdownloads.qlogic.com

表 2-1. ホストハードウェア要件

ハードウェア 要件

アーキテ クチャ オペレーテ ィ ングシステム要件を満たす IA-32 または EMT64 

メ モ リ 8GB RAM （最小） 

ダイ レ ク ト ア タ ッ チ
ケーブル （DAC）

Amphenol® NDDCCGF-0001
Amphenol NDAQGF-0003
Amphenol NDCCGF-0005
Leoni® ParaLink® LA0SF064-SD-R

http: //driverdownloads.qlogic.com
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安全上の注意

取り付け前のチェックリスト
アダプ ターを取り付ける前に、 次の作業を行います。

1. お使いのシステムが 5 ページの 「システム要件」 に記載されているハー ド ウ ェ ア

およびソ フ ト ウ ェ ア要件を満たすこ と を確認し て く だ さい。

2. お使いのシステムが最新の BIOS を使用し ている こ と を確認し て く だ さい。 

表 2-2. ホストオペレーティングシステム最小要件

オペレーティングシ
ステム 要件

Windows Server 2012、 2012 R2、 2016 （Nano を含む）

Linux RHEL® 6.8、 6.9、 7.2、 7.3、 7.4

SLES® 11 SP4、 SLES 12 SP2、 SLES 12 SP3

VMware 25G アダプ ターでは ESXi 6.0 u3 以降

メモ

表 2-2 はホス ト  OS 最小要件を示し ています。 サポー ト されるオペレーテ ィ ング

システムの完全な リ ス ト については、 Downloads and Documentation （ダウン

ロー ド およびマニュアル） の以下のページにアクセス し て く だ さい。

driverdownloads.qlogic.com

! 警告

このアダプ ターは、 死亡事故につながる恐れのある電圧で動作するシステム内に
取り付けられています。 ご自身の安全を守り、 システムコ ンポーネン ト への損傷
を防ぐため、 システムのケースを開ける前に次の注意事項に従っ て く だ さい。

 手や手首に着けている金属製品または装飾品等をすべて外し て下さい。

 絶縁されている、 または非導電性の工具のみを使用し て下さい。 
 内部コ ンポーネン ト に触れる前に、 システムの電源が切れてお り、 プ ラグが抜

かれている こ と を確認し て く だ さい。

 アダプ ターの取り付けまたは取り外しは、 静電気が発生し ない環境で行って下

さい。 適切にアース された リ ス ト ス ト ラ ッ プまたは他の個人用静電防止機器、
および静電マ ッ ト のご使用を強 く お勧めし ます。 

http: //driverdownloads.qlogic.com
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3. システムが動作し ている場合はシャ ッ ト ダウン し て く だ さい。

4. システムのシャ ッ ト ダウンが終了し たら、 電源を切って電源コー ド を抜きます。 

5. アダプ ターを出荷用パッ ケージから取り出し、 静電気防止措置が施された面に置
きます。 

6. 目に見える損傷がないかアダプ ターをチ ェ ッ ク し ます。 特にエ ッ ジ コネク タ を確
認し て く だ さい。 損傷し たアダプ ターは取り付けないで く だ さい。

アダプターの取り付け
次の手順は、 ほとんどのシステムにおける QLogic QL45212 Adapters の取り付けに適

用される ものです。 これらのタ スクの実行方法の詳細については、 お使いのシステムに
付属し ているマニュアルを参照し て く だ さい。

アダプターを取り付けるには次の手順を行います。

1. 6 ページの 「安全上の注意」 および 6 ページの 「取り付け前のチ ェ ッ ク リ ス ト 」

を見直し ます。 アダプ ターを取り付ける前に、 システムの電源が切れている こ と、
電源コー ドがコ ンセン ト から抜かれている こ と、 および適切な電気接地手順に
従っている こ と を確認し ます。 

2. システムケースを開き、 アダプ ターのサイズ （PCIe Gen 2 x8 または PCIe 
Gen 3 x8） に一致するスロ ッ ト を選択し ます。 幅の狭いアダプ ターをそれよ り広

いスロ ッ ト に装着する こ とはできますが （ ｘ 16 に ｘ 8 を装着）、 幅の広いアダプ

ターをそれよ り狭いスロ ッ ト に装着する こ とはできません （x4 に x8 を装着）。

PCIe スロ ッ ト の識別方法が分から ない場合は、 お使いのシステムのマニュアルを

参照し て く だ さい。 

3. 選択し たスロ ッ ト からダ ミ ーカバープレー ト を取り外し ます。 

4. アダプ ターコネク タの端をシステム内の PCIe コネク タ スロ ッ ト に合わせます。

5. カー ドの両隅に均等な力を加え、 アダプ ターカー ドがスロ ッ ト にし っかり と装着
されるまで押し下げます。 アダプ ターが正し く 装着される と、 アダプ ターポー ト
コネク タがスロ ッ ト の開口部に揃い、 アダプ ターフ ェースプレー ト がシステム
シ ャーシ と平ら な状態にな り ます。 

メモ

アダプ ターソ フ ト ウ ェ アを Downloads and Documentation （ダウンロー

ド およびマニュアル） ページ （ driverdownloads.qlogic.com） から取得し

た場合は、 アダプ ター ド ラ イバフ ァ イルへのパスを確認し て く だ さい。

注意

カー ド装着時は力を加えすぎないよ う に し て く だ さい。 システムまたはアダ
プ ターを損傷する恐れがあ り ます。 アダプ ターを装着できない場合は、 アダ
プ ターを取り外し、 位置を揃えなおし てから再度装着し て く だ さい。

http: //driverdownloads.qlogic.com
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6. アダプ ターをアダプ ターク リ ッ プまたはねじ で固定し ます。 

7. システムケースを閉じ、 個人用静電気防止機器を取り外し ます。



9 BC0154503-04  E

3 ドライバのインストール

本章は、 ド ラ イバのイ ンス ト ールに関する次の情報を提供し ます。

 Linux ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

 17 ページの 「Windows ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール」

 27 ページの 「VMware ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール」

Linux ドライバソフトウェアのインストール
本項では、 リ モー ト ダイ レ ク ト メ モ リ アクセス （RDMA） あ り またはな しの場合の 
Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール方法について説明し ます。 また、 Linux ド ラ イバのオプ

シ ョ ンパラ メ ータ、 デフ ォル ト 値、 メ ッ セージ、 および統計についても説明し ます。 

 RDMA な しの Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール

 RDMA あ りの Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール

 Linux ド ラ イバのオプシ ョ ンパラ メ ータ

 Linux ド ラ イバ操作のデフ ォル ト

 Linux ド ラ イバメ ッ セージ

 統計
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QL45212 Adapter の Linux ド ラ イバと マニュアルは以下のデルサポー ト ページで入手

可能です。

dell.support.com

表 3-1 は、 QL45212 Adapter の Linux ド ラ イバについて説明し ています。

Linux の ド ラ イバは、 ソース Red Hat® パケ ッ ト マネージャ （RPM） パッ ケージまたは 
kmod RPM パッ ケージを使用し てイ ンス ト ールする こ とができます。 RHEL RPM パッ

ケージは次のとお り です。

 qlgc-fastlinq-<version>.<OS>.src.rpm
 qlgc-fastlinq-kmp-default-<version>.<arch>.rpm

SLES ソースおよび kmp RPM パッ ケージは次のとお り です。

 qlgc-fastlinq-<version>.<OS>.src.rpm
 qlgc-fastlinq-kmp-default-<version>.<OS>.<arch>.rpm

表 3-1. QLogic QL45212 Adapters Linux ドライバ

Linux
ドライバ 説明

qed qed core ド ラ イバモジュールは、 フ ァームウェ アを直接制御し、 割込みを処理し、 プロ ト コル固

有のド ラ イバセ ッ ト に低レベル API を提供し ます。 qede、 qedr、 qedi、 および qedf ド ラ イバ

のある qed イ ン タ フ ェース。 Linux の core モジュールは、 すべての PCI デバイス リ ソース （レ

ジス タ、 ホス ト イ ン タ フ ェースキューなど） を管理し ます。 qed core モジュールには Linux 
カーネルバージ ョ ン 2.6.32 以降が必要です。 テス ト は x86_64 アーキテ クチャに特化し て実施

されま し た。

qede QL45212 Adapter 用の Linux イーサネ ッ ト ド ラ イバ。 このド ラ イバはハー ド ウ ェ アを直接制御

し、 Linux ホス ト ネ ッ ト ワーキングス タ ッ クに代わってイーサネ ッ ト パケ ッ ト の送受信を担いま

す。 また、 それ自体のためにデバイス割込みを受け取り、 処理し ます （L2 ネ ッ ト ワーキングの場

合）。 qede ド ラ イバには Linux カーネルバージ ョ ン 2.6.32 以降が必要です。 テス ト は x86_64 
アーキテ クチャに特化し て実施されま し た。

qedr Linux RDMA over Converged Ethernet （RoCE） ド ラ イバ。 このド ラ イバは qed コ アモ

ジュールおよび qede イーサネ ッ ト ド ラ イバと連動し て OpenFabrics Enterprise Distribution 
（OFED™) 環境で機能し ます。 RDMA ユーザースペースアプ リ ケーシ ョ ン もサーバーにイ ンス

ト ールされた libqedr ユーザーラ イブ ラ リ を必要と し ます。

qedi 45xxx アダプ ター用の Linux iSCSI-Offload ド ラ イバです。 このド ラ イバは Open iSCSI ラ イブ

ラ リ で機能し ます。

qedf 45xxx アダプ ター用の Linux FCoE-Offload ド ラ イバです。 このド ラ イバは Open FCoE ラ イブ

ラ リ で機能し ます。

http: //dell.support.com
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次のカーネルモジュール （kmod） RPM は、 Xen Hypervisor を実行する SLES ホス ト

に Linux のド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

 qlgc-fastlinq-kmp-xen-<version>.<OS>.<arch>.rpm

次のソース RPM は、 RHEL および SLES ホス ト に RDMA ラ イブ ラ リ コー ド を イ ンス

ト ールし ます。

 qlgc-libqedr-<version>.<OS>.<arch>.src.rpm

次のソースコー ド  TAR BZip2 （BZ2） 圧縮フ ァ イルは、 RHEL および SLES ホス ト に 
Linux の ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

 fastlinq-<version>.tar.bz2

RDMA なしの Linux ドライバのインストール

RDMA なしの Linux ドライバをインストールするには、次の手順を実行します。

1. デルの以下のア ド レスから  QL45212 Adapter の Linux ド ラ イバをダウンロー ド

し ます。

dell.support.com

2. 既存の Linux ド ラ イバを削除し ます （11 ページの 「Linux ド ラ イバの削除」 を参

照）。

3. 次のいずれかの方法で新しい Linux ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

 src RPM パッ ケージを使用し た Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール

 kmp/kmod RPM パッ ケージを使用し た Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール

 TAR フ ァ イルを使用し た Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール

Linux ドライバの削除

Linux ド ラ イバを削除する手順は 2 つあ り ます。 1 つは非 RDMA 環境用で、 も う  1 つ
は RDMA 環境用です。 お使いの環境に対応し た手順を選択し て く だ さい。

メモ

NFS、 FTP、 または HTTP を経由し たネ ッ ト ワーク イ ンス ト ール （ネ ッ ト ワーク

起動デ ィ スク を使用） には、 qede ド ラ イバを含む ド ラ イバデ ィ スクが必要と なる

場合があ り ます。 Linux 起動ド ラ イバは、 makefile および make 環境を変更する

こ とによ って コ ンパイルする こ とができます。

http: //dell.support.com
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非 RDMA 環境で Linux ドライバを削除するには、ドライバをアンロードして削除しま

す。

元のイ ンス ト ール方法および OS に関連する手順に従います。

 RPM パッ ケージを使用し てイ ンス ト ールされた Linux ド ラ イバの場合は、 次のコ

マン ド を発行し ます。

rmmod qede
rmmod qed
depmod -a
rpm -e qlgc-fastlinq-kmp-default-<version>.<arch> 

 TAR フ ァ イルを使用し てイ ンス ト ールされた Linux ド ラ イバの場合は、 次のコ マ

ン ド を発行し ます。

rmmod qede
rmmod qed
depmod -a
 RHEL の場合 ：

cd /lib/modules/<version>/extra/qlgc-fastlinq
rm -rf qed.ko qede.ko qedr.ko

 SLES の場合 ：

cd /lib/modules/<version>/updates/qlgc-fastlinq
rm -rf qed.ko qede.ko qedr.ko

非 RDMA 環境で Linux ドライバを削除するには、次の手順を実行します。

1. 現在イ ンス ト ールされている ド ラ イバへのパスを取得するには、 次のコ マン ド を
発行し ます。

modinfo <driver name>
2. Linux ド ラ イバをアンロー ド し、 削除し ます。 

 RPM パッ ケージを使用し てイ ンス ト ールされた Linux ド ラ イバの場合は、

次のコ マン ド を発行し ます。

modprobe -r qede 
depmod -a 
rpm -e qlgc-fastlinq-kmp-default-<version>.<arch>

 TAR フ ァ イルを使用し てイ ンス ト ールされた Linux ド ラ イバの場合は、 次

のコマン ド を発行し ます。

modprobe -r qede
depmod -a
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3. qed.ko、 qede.ko、 および qedr.ko フ ァ イルをそれらが存在するデ ィ レ ク ト リ

から削除し ます。 例えば、 SLES の場合、 次のコ マン ド を発行し ます。

cd /lib/modules/<version>/updates/qlgc-fastlinq
rm -rf qed.ko
rm -rf qede.ko
rm -rf qedr.ko
depmod -a

RDMA 環境で Linux ドライバを削除するには、次の手順を実行します。

1. イ ンス ト ールされている ド ラ イバへのパスを取得するには、 次のコ マン ド を発行
し ます。

modinfo <driver name>
2. Linux ド ラ イバをアンロー ド し、 削除し ます。

modprobe -r qedr
modprobe -r qede
modprobe -r qed
depmod -a

3. ド ラ イバモジュールフ ァ イルを削除するには次の手順を行います。

 RPM パッ ケージを使用し てイ ンス ト ールされた ド ラ イバの場合は、 次のコ

マン ド を発行し ます。

rpm -e qlgc-fastlinq-kmp-default-<version>.<arch>
 TAR フ ァ イルを使用し てイ ンス ト ールされた ド ラ イバの場合は、 お使いの

システムに応じ て次のコ マン ド を発行し ます。

RHEL の場合 ：

cd /lib/modules/<version>/extra/qlgc-fastlinq
rm -rf qed.ko qede.ko qedr.ko
SLES の場合 ：

cd /lib/modules/<version>/updates/qlgc-fastlinq
rm -rf qed.ko qede.ko qedr.ko

メモ

qedr がある場合は、 代わり に modprobe -r qedr コ マン ド を発行

し ます。
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src RPM パッケージを使用した Linux ドライバのインストール

src RPM パッケージを使用して Linux ドライバをインストールするには、次の手順を

実行します。

1. コ マン ド プロンプ ト で次を発行し ます。

rpm -ivh RPMS/<arch>/qlgc-fastlinq-<version>.src.rpm

2. デ ィ レ ク ト リ を RPM パスに変更し、 カーネル用のバイナ リ  RPM を構築し ます。

RHEL の場合 ：

cd /root/rpmbuild
rpmbuild -bb SPECS/fastlinq-<version>.spec
SLES の場合 ：

cd /usr/src/packages
rpmbuild -bb SPECS/fastlinq-<version>.spec

3. 新たにコ ンパイルし た RPM を イ ンス ト ールし ます。

rpm -ivh RPMS/<arch>/qlgc-fastlinq-<version>.<arch>.rpm

ド ラ イバは次のパスにイ ンス ト ールされます。

SLES の場合 ：

/lib/modules/<version>/updates/qlgc-fastlinq
RHEL の場合 ：

/lib/modules/<version>/extra/qlgc-fastlinq
4. 次の手順に従っ て、 すべての ethX イ ン タ フ ェ ースをオンにし ます。

ifconfig <ethX> up 
5. SLES の場合は YaST を使用し て、 静的 IP ア ド レスを設定する、 またはイ ン タ

フ ェ ースで DHCP を有効化する こ とによ って、 起動時に自動的に開始するよ う

イーサネ ッ ト イ ン タ フ ェ ースを設定し ます。

kmp/kmod RPM パッケージを使用した Linux ドライバのインストール

kmod RPM パッケージをインストールするには、次の手順を実行します。

1. コ マン ド プロンプ ト で次のコ マン ド を発行し ます。

rpm -ivh qlgc-fastlinq-<version>.<arch>.rpm 

メモ

拮抗が報告される と きは、 一部の Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに 
--force オプシ ョ ンが必要な場合があ り ます。
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2. ド ラ イバを再ロー ド し ます。

modprobe -r qede 
modprobe qede 

TAR ファイルを使用した Linux ドライバのインストール

TAR ファイルを使用して Linux ドライバをインストールするには、次の手順を実行し

ます。

1. デ ィ レ ク ト リ を作成し、 そのデ ィ レ ク ト リ に TAR フ ァ イルを抽出し ます。

tar xjvf fastlinq-<version>.tar.bz2
2. 先ほど作成し たデ ィ レ ク ト リ に変更し、 ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

cd fastlinq-<version> 
make clean; make install
qed および qede ド ラ イバは次のパスにイ ンス ト ールされます。 

SLES の場合 ：

/lib/modules/<version>/updates/qlgc-fastlinq
RHEL の場合 ：

/lib/modules/<version>/extra/qlgc-fastlinq
3. ド ラ イバをロー ド する こ と で ド ラ イバをテス ト し ます （必要ならば、 先に既存の

ド ラ イバをアンロー ド し ます）。

rmmod qede 
rmmod qed 
modprobe qed 
modprobe qede 

RDMA ありの Linux ドライバのインストール

インボックス OFED 環境で Linux ドライバをインストールするには、次の手順を実行

します。

1. デルの以下のア ド レスから  QL45212 Adapter の Linux ド ラ イバをダウンロー ド

し ます。

dell.support.com

2. アダプ ター上で RoCE を設定し ます （63 ページの 「Linux 用のアダプ ター上での 
RoCE の設定」 を参照）。

3. 既存の Linux ド ラ イバを削除し ます （11 ページの 「Linux ド ラ イバの削除」 を参

照）。

http: //dell.support.com
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4. 次のいずれかの方法で新しい Linux ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

 kmp/kmod RPM パッ ケージを使用し た Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール

 TAR フ ァ イルを使用し た Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール

5. RDMA ユーザースペースアプ リ ケーシ ョ ン と動作するよ う に libqedr ラ イブ ラ リ

を イ ンス ト ールし ます。 libqedr RPM は、 イ ンボ ッ ク ス OFED の場合にのみ使用

可能です。 次のコマン ド を発行し ます。

rpm –ivh qlgc-libqedr-<version>.<arch>.rpm
6. libqedr ユーザースペースラ イブ ラ リ を構築およびイ ンス ト ールするには、 次のコ

マン ド を発行し ます。

‘make libqedr_install'
7. ド ラ イバを次のよ う にロー ド し てテス ト し ます。

modprobe qedr
make install_libeqdr

Linux ドライバのオプションパラメータ
表 3-2 は、 qede ド ラ イバ向けのオプシ ョ ンのパラ メ ータ を説明し ます。

表 3-2. qede ドライバのオプションパラメータ

パラメータ 説明

debug ethtool -s <dev> msglvl と同様に ド ラ イバの詳細レベルを制御し ます。

int_mode MSI-X 以外の中断モー ド を制御し ます。

gro_enable ハー ド ウ ェ アの GRO （Generic Receive Offload ： ジ ェ ネ リ ッ ク受信オフ ロー

ド） 機能を有効または無効にし ます。 この機能はカーネルのソ フ ト ウ ェ ア GRO 
に似ていますが、 デバイスのハー ド ウェ アによ ってのみ実行されます。

err_flags_override ハー ド ウ ェ アエラーが発生し た場合に無効化、 または強制実行する処置のビ ッ ト
マ ッ プ ：

 ビ ッ ト  #31 - このビ ッ ト マスク を有効化するためのビ ッ ト です。

 ビ ッ ト  #0  - ハー ド ウ ェ アのアテンシ ョ ンが再度主張されるのを防ぎます。

 ビ ッ ト  #1  - デバッ グデータ を収集し ます。

 ビ ッ ト  #2  - リ カバリ プロセスを ト リ ガし ます。

 ビ ッ ト  #3  - WARN を呼び出し て、 エラーへとつながったフ ローの経過を取

得し ます。
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Linux ドライバ操作のデフォルト
表 3-3 に、 qed および qede Linux ド ラ イバ操作のデフ ォル ト を示し ます。

Linux ドライバメッセージ
Linux ド ラ イバメ ッ セージの詳細レベルを設定するには、 次のコ マン ドのいずれかを発

行し ます。

 ethtool -s <interface> msglvl <value> 

 modprobe qede debug=<value> 

こ こ で、 <value> はビ ッ ト  0 ～ 15 を表し ます。 これらは標準の Linux ネ ッ ト

ワーキング値であ り、 ビ ッ ト  16 以上は ド ラ イバ固有です。

統計
詳細な統計と設定情報を表示するには、 ethtool ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。 詳細につ

いては ethtool man ページを参照し て く だ さい。

Windows ドライバソフトウェアのインストール
 Windows ド ラ イバのイ ンス ト ール

 Windows ド ラ イバの削除

表 3-3. Linux ドライバ操作のデフォルト

操作 qed ドライバのデフォルト qede ドライバのデフォルト

Speed ア ドバタ イズされた速度で自動ネ
ゴシエーシ ョ ン

ア ドバタ イズされた速度で自動ネ
ゴシエーシ ョ ン

MSI/MSI-X 有効 有効

Flow Control — RX と  TX をア ドバタ イズし た自

動ネゴシエーシ ョ ン

MTU — 1500 （範囲は 46 ～ 9600）

Rx Ring Size — 1000

Tx Ring Size — 4078 （範囲は 128 ～ 8191）

Coalesce Rx Microseconds — 24 （範囲は 0 ～ 255）

Coalesce Tx Microseconds — 48

TSO — 有効



3– ド ラ イバのイ ンス ト ール

Windows ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

18 BC0154503-04  E

 アダプ タープロパテ ィ の管理

 電源の管理オプシ ョ ンの設定

Windows ドライバのインストール
Dell Update Package （DUP） を使用し て Windows ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アを イ ンス

ト ールし ます。

 DUP を GUI で実行する

 DUP イ ンス ト ールのオプシ ョ ン

 DUP イ ンス ト ールの例

DUP を GUI で実行する

DUP を GUI で実行するには、次の手順を行います。

1. Dell Update Package フ ァ イルのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

2. Dell Update Package ウ ィ ン ド ウ （図 3-1） で、 Install （イ ンス ト ール） を ク

リ ッ ク し ます。

図 3-1. Dell Update Package ウィンドウ

メモ

Dell Update Package の実際のフ ァ イル名は様々です。
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3. QLogic Super Installer—InstallShield® ウ ィ ザー ドの Welcome （よ う こそ）

（図 3-2） ウ ィ ン ド ウで、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。

図 3-2. QLogic InstallShield ウィザード： ようこそウィンドウ

4. 次の作業をウ ィ ザー ド のラ イセンス契約ウ ィ ン ド ウで行います。 （図 3-3）

a. QLogic End User Software License Agreement （QLogic ソ フ ト ウ ェ ア

エン ド ユーザー使用許諾契約書） を読みます。

b. 続行するには、 I accept the terms in the license agreement （使用許

諾契約に同意し ます） を選択し ます。
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c. Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。

図 3-3. QLogic InstallShield ウィザード： 使用許諾契約書ウィンドウ

5. ウ ィ ザー ドの Setup Type （セ ッ ト ア ッ プ タ イプ） ウ ィ ン ド ウ （図 3-4） を次のよ

う に完了し ます。

a. 次のセ ッ ト ア ッ プ タ イプのいずれか 1 つを選択し て く だ さい。

 Complete （完全） を ク リ ッ ク し て、 すべてのプログラム機能を イ ン

ス ト ールし ます。

 Custom （カス タム） を ク リ ッ ク し て、 イ ンス ト ールする機能を手動

で選択し ます。

b. Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行し ます。
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Complete （完全） を ク リ ッ ク し た場合は、 直接手順 6b に進みます。

図 3-4. InstallShield ウィザード： セットアップタイプウィンドウ

6. 手順 5 で Custom （カス タム） を選択し た場合は、 Custom Setup （カス タム

セ ッ ト ア ッ プ） ウ ィ ン ド ウ （図 3-5） を次のよ う に完了し ます。

a. イ ンス ト ールする機能を選択し ます。 すべての機能がデフ ォル ト で選択され
ています。 機能のイ ンス ト ール設定を変更するには、 その横にあるアイ コ ン
を ク リ ッ ク し てから次のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ます。

 This feature will be installed on the local hard drive （この機能

がローカルハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ールされます） — 機能のどのサ

ブ機能にも影響する こ と な く 、 機能を イ ンス ト ール用にマーク付けし
ます。

 This feature, and all subfeatures, will be installed on the 
local hard drive （この機能とすべてのサブ機能がローカルハー ド ド

ラ イブにイ ンス ト ールされます） — 機能と そのサブ機能すべてを イ ン

ス ト ール用にマーク付けし ます。

 This feature will not be available （この機能は使用不可にな り ま

す） — 機能がイ ンス ト ールされるのを防ぎます。
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b. Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行し ます。

図 3-5. InstallShield ウィザード： カスタムセットアップウィンドウ

7. InstallShield ウ ィ ザー ドの Ready To Install （イ ンス ト ールの準備ができま し た）

ウ ィ ン ド ウ （図 3-6） で、 Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield ウ ィ ザー ドが QLogic Adapter ド ラ イバと  Management Software 
Installer を イ ンス ト ールし ます。

図 3-6. InstallShield ウィザード： プログラムのインストールの準備ができましたウィンドウ
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8. イ ンス ト ールが完了する と、 InstallShield Wizard Completed （InstallShield 
ウ ィ ザー ド完了） ウ ィ ン ド ウ （図 3-7） が表示されます。 Finish （終了） を ク

リ ッ ク し てイ ンス ト ーラ を終了し ます。

図 3-7. InstallShield ウィザード： 完了ウィンドウ

9. Dell Update Package ウ ィ ン ド ウ （図 3-8） の 「Update installer operation 
was successful」 （イ ンス ト ーラの更新操作は成功し ま し た） は動作が完了し たこ

と を示し ます。

 （オプシ ョ ン） ログフ ァ イルを開 く には、 View Installation Log （イ ンス

ト ールログの表示） を ク リ ッ ク し ます。 ログフ ァ イルに、 DUP のイ ンス

ト ールの進行状況、 以前にイ ンス ト ール済みのバージ ョ ン、 エ ラー メ ッ セー
ジ、 およびイ ンス ト ールに関するその他の情報が表示されます。

 ア ッ プデー ト パッ ケージのウ ィ ン ド ウを閉じ るには、 CLOSE （閉じ る） を

ク リ ッ ク し ます。
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図 3-8. Dell Update Package ウィンドウ

DUP インストールのオプション

DUP イ ンス ト ールの動作を カス タ マイズするには、 以下のコ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを

使用し ます。

 ド ラ イバコ ンポーネン ト のみをデ ィ レ ク ト リ に展開する ：

/drivers=<path>

 ド ラ イバコ ンポーネン ト のみを イ ンス ト ールまたはア ッ プデー ト する ：

/driveronly

 （詳細設定） / /passthrough オプシ ョ ンを使用し て、 /passthrough  に続 く

すべてのテキス ト を DUP の QLogic イ ンス ト ールソ フ ト ウ ェ アに直接送信し ま

す。 このモー ド では提供される GUI が表示されな く な り ますが、 QLogic ソ フ ト

ウ ェ アの GUI は必ずし も非表示にはな り ません。

/passthrough
 （詳細設定） この DUP でサポー ト される機能のコー ド 付き説明を戻す ：

/capabilities

メモ

このコ マン ド には /s オプシ ョ ンが必要です。

メモ

このコ マン ド には /s オプシ ョ ンが必要です。



3– ド ラ イバのイ ンス ト ール

Windows ド ラ イバソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

25 BC0154503-04  E

DUP インストールの例

次の例はイ ンス ト ールオプシ ョ ンの使用法を示し ます。

システムをサイレントにアップデートする：

<DUP_file_name>.exe /s
アップデートの内容を  C:\mydir\ ディレクトリに抽出する：

<DUP_file_name>.exe /s /e=C:\mydir
ドライバコンポーネントを C:\mydir\ ディレクトリに抽出する：

<DUP_file_name>.exe /s /drivers=C:\mydir
ドライバコンポーネントのみをインストールする：

<DUP_file_name>.exe /s /driveronly
デフォルトのログの場所を C:\my path with spaces\log.txt に変更する：

<DUP_file_name>.exe /l="C:\my path with spaces\log.txt"

Windows ドライバの削除

Windows ドライバを削除するには、次の手順を行います。

1. Control Panel （コ ン ト ロールパネル） で、 Programs （プログラム）、

Programs and Features （プログラムと機能） の順にク リ ッ ク し ます。

2. プログラムのリ ス ト 内で QLogic FastLinQ Driver Installer （QLogic 
FastLinQ ド ラ イバイ ンス ト ーラ） を選択し、 Uninstall （アン イ ンス ト ール） を

ク リ ッ ク し ます。 

3. 指示に従って ド ラ イバを削除し ます。

アダプタープロパティの管理

QL45212 Adapter のプロパティを表示または変更するには、次の手順を実行します。

1. コ ン ト ロールパネルで デバイスマネージャ を ク リ ッ ク し ます。 

2. 選択し たアダプ ターのプロパテ ィ で Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク し ま

す。

3. Advanced （詳細設定） ページ （図 3-9） で、 Property （プロパテ ィ ） の下にあ

るアイテムを選択し、 必要に応じ てそのアイテムの Value （値） を変更し ます。

メモ

このコ マン ド には /s オプシ ョ ンが必要です。
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図 3-9. アダプタープロパティの詳細設定
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電源の管理オプションの設定
電力節約のためのオペレーテ ィ ングシステムによる コ ン ト ローラの電源オフ、 またはコ
ン ト ローラによる コ ンピ ュータのウ ェ イ ク ア ッ プを可能にするために、 電源の管理オプ
シ ョ ンを設定する こ とができます。 デバイスがビジー状態になっ ている場合 （例えば
コールの処理中など）、 オペレーテ ィ ングシステムはデバイスをシャ ッ ト ダウン し ませ
ん。 オペレーテ ィ ングシステムが可能なデバイスすべてのシャ ッ ト ダウンを試行するの
は、 コ ンピ ュータが休止状態への移行を試みる時のみです。 コ ン ト ローラ を常にオン状
態に し てお く には、 Allow the computer to turn off the device to save power
（電力の節約のために、 コ ンピ ュータ で このデバイスの電源をオフにできるよ う にする）
チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ないで く だ さい （図 3-10）。

図 3-10. 電力管理オプション

VMware ドライバソフトウェアのインストール
本項では、 QL45212 Adapters 用の qedentv VMware ESXi ド ラ イバについて説明し

ます。

 VMware ド ラ イバおよび ド ラ イバパッ ケージ

 VMware ド ラ イバのイ ンス ト ール

メモ

 Power Management （電力管理） ページは、 電力管理をサポー ト するサー

バーのみで使用できます。

 チームのメ ンバーになっているアダプ ターには、 いずれも  Allow the 
computer to turn off the device to save power （電力の節約のために、

コ ンピ ュータ で このデバイスの電源をオフにできるよ う にする） を選択し ない
で く だ さい。
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 VMware ド ラ イバのオプシ ョ ンパラ メ ータ

 VMware ド ラ イバパラ メ ータのデフ ォル ト

 VMware ド ラ イバの削除

VMware ドライバおよびドライバパッケージ
表 3-4 はプロ ト コルの VMware ESXi ド ラ イバを示し ます。

ESXi ド ラ イバは、 特に記載のない限り、 個別のド ラ イバパッ ケージ と し て含まれてお

り、 バン ドル化されていません。 表 3-5 は ESXi のバージ ョ ン と該当する ド ラ イババー

ジ ョ ンを示し ています。

表 3-4. VMware ドライバ

VMware ドライバ 説明

qedentv ネイテ ィ ブネ ッ ト ワーキング ド ラ イバ

qedrntv ネイテ ィ ブ RDMA-Offload （RoCE と  RoCEv2） ド ラ イ

バ a

a 認証済みの RoCE ド ラ イバは本リ リースには含まれていません。 早めのプレビ ューと し てまだ認

証されていない ド ラ イバは利用可能な場合があ り ます。 

qedf ネイテ ィ ブ FCoE-Offload ド ラ イバ

qedil レガシー iSCSI-Offload ド ラ イバ

表 3-5. リリースごとの ESXi ドライバパッケージ

ESXi リリース プロトコル ドライバ名 ドライバ
バージョン

ESXi 6.5 a

a ESXi 6.5 の場合、 NIC ド ラ イバと  RoCE ド ラ イバが一緒にパッ ケージ されており、 標準の 
ESXi イ ンス ト ールコマン ド を使用し て単一のオフ ラ イ ンバン ドルと し てイ ンス ト ールできま

す。 パッ ケージ名は qedentv_3.0.7.5_qedrntv_3.0.7.5.1_signed_drivers.zip です。 NIC お
よび RoCE ド ラ イバを イ ンス ト ールし た後に、 FCoE および iSCSI ド ラ イバを イ ンス ト ール

する こ と をお勧めし ます。

NIC qedentv 3.0.7.5

FCoE qedf 1.2.24.0

iSCSI qedil 1.0.19.0

RoCE qedrntv 3.0.7.5.1

ESXi 6.0u3 NIC qedentv 2.0.7.5

FCoE qedf 1.2.24.0

iSCSI qedil 1.0.19.0
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次のいずれかを使用し て個々のド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

 標準 ESXi パッ ケージイ ンス ト ールコ マン ド （VMware ド ラ イバのイ ンス ト ール

参照）

 個々のド ラ イバの Read Me フ ァ イルにある手順

 次の VMware KB 記事内にある手順

https: //kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&
cmd=displayKC&externalId=2137853

まず最初に NIC ド ラ イバを イ ンス ト ールし、 その後にス ト レージ ド ラ イバを イ ンス ト ー

ルする必要があ り ます。 

VMware ドライバのインストール
ド ラ イバ zip フ ァ イルを使用し て、 新しい ド ラ イバのイ ンス ト ールまたは既存のド ラ イ

バのア ッ プデー ト を行う こ とができます。 ド ラ イバセ ッ ト 全体を必ず同じ ド ラ イバ zip 
フ ァ イルから イ ンス ト ールし て く だ さい。 異なる zip フ ァ イルからのド ラ イバが混在し

ている と、 問題が発生し ます。

VMware ドライバをインストールするには、次の手順を実行します。

1. 以下の VMware サポー ト ページから  QL45212 Adapter 用の VMware ド ラ イバ

をダウンロー ド し ます。

www.vmware.com/support.html

2. ESX ホス ト の電源を入れ、 管理者権限のあるアカウン ト でログイ ン し ます。

3. ド ラ イバ zip フ ァ イルを解凍し、 .vib  フ ァ イルを展開し ます。 

4. Linux scp ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 .vib フ ァ イルをローカルシステムから  
IP ア ド レス 10.10.10.10 の ESX サーバー上の /tmp デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ま

す。 た と えば、 次のコ マン ド を発行し ます。

#scp qedentv-1.0.3.11-1OEM.550.0.0.1331820.x86_64.vib root@10.10.10.10: /tmp
このフ ァ イルは、 ESX コ ン ソールシ ェルから アクセス可能な場所であればど こに

でも配置する こ とができます。

5. 次のコ マン ド を発行し て、 ホス ト を メ ンテナンスモー ド にし ます。

#esxcli --maintenance-mode

メモ

Linux マシンがない場合は、 vSphere データ ス ト ア フ ァ イルブ ラウザを使

用し てフ ァ イルをサーバーにア ッ プロー ド できます。

https: //kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2137853
www.vmware.com/support.html
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6. 次のイ ンス ト ールオプシ ョ ンのいずれか 1 つを選択し て く だ さい。

 オプシ ョ ン 1 ： CLI または VMware Update Manager （VUM） を使用し て 
ESX サーバーに直接 .vib を イ ンス ト ールし ます。

 CLI を使用し て .vib フ ァ イルを イ ンス ト ールするには、 次のコ マン

ド を発行し ます。 完全な .vib  フ ァ イルパスを必ず指定し て く だ さ

い。

# esxcli software vib install -v 
/tmp/qedentv-1.0.3.11-1OEM.550.0.0.1331820.x86_64.vib

 VUM を使用し て .vib フ ァ イルを イ ンス ト ールするには、 次のナ

レ ッ ジベースの記事を参照し て く だ さい。

VMware vCenter ア ッ プデー ト マネージャ  4.x および 5.x 
（1019545） を使用し た ESXi/ESX ホス ト のア ッ プデー ト

 オプシ ョ ン 2 ： 次のコ マン ド を発行し て個別の VIB をすべて一度にイ ンス

ト ールし ます。

# esxcli software vib install –d 
/tmp/qedentv-bundle-2.0.3.zip

既存のドライバをアップグレードするには次の手順を行います。

新規イ ンス ト ールの手順に従います （上記オプシ ョ ン 1 のコ マン ドは次のコ マン ド に置

き換えて く だ さい）。

#esxcli software vib update -v 
/tmp/qedentv-1.0.3.11-1OEM.550.0.0.1331820.x86_64.vib

VMware ドライバのオプションパラメータ
表 3-6 では、 esxcfg-module コ マン ドのコ マン ド ラ イ ン引数と し て指定でき るオプ

シ ョ ンパラ メ ータが説明されています。

表 3-6. VMware ドライバのオプションパラメータ

パラメータ 説明

hw_vlan ハー ド ウ ェ ア VLAN 挿入および削除をグローバルに有効 （1） または無効 （0） に

し ます。 上位レ イヤで完全な形式のパケ ッ ト を送信または受信する必要がある場合
は、 このパラ メ ータ を無効にし ます。 デフ ォル ト は hw_vlan=1 です。

http: //kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=1019545
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num_queues TX/RX キューペアの数を指定し ます。 num_queues は、 1–11  または次のいず

れかにする こ とができます。

 –1 はド ラ イバがキューペアの最適な数を決定し ます （デフ ォル ト ）。

 0 はデフ ォル ト のキューを使用し ます。

マルチポー ト またはマルチ機能設定用に複数の値を カ ンマで区切って指定できま
す。

multi_rx_filters RX キューご との RX フ ィ ルタの数を指定し ます （デフ ォル ト キューを除 く ）。 
multi_rx_filters は、 1–4 または次のいずれかの値にする こ とができま

す。

 –1 は、 キューあた りの RX フ ィ ルタのデフ ォル ト 数を使用し ます。

 0 は RX フ ィ ルタ を無効にし ます。

disable_tpa TPA （LRO） 機能を有効 （0） または無効 （1） にし ます。 デフ ォル ト は 
disable_tpa=0 です。

max_vfs 物理機能 （PF） ご との仮想機能 （VF） の数を指定し ます。 max_vfs は、 0 
（無効） または単一のポー ト で 64 VF （有効） にする こ とができます。 ESXi の 
64 VF 最大サポー ト は、 OS リ ソース割り当ての制約と な り ます。

RSS PF 用にホス ト または仮想拡張 LAN （VXLAN） ト ンネル ト ラ フ ィ ッ クによ って使

用される受信側スケーリ ングキューの数を指定し ます。 RSS には、 2、 3、 4、 ま

たは次のいずれかの値を指定できます。

 –1 デフ ォル ト のキュー数を使用し ます。

 0 または 1 は RSS キューを無効にし ます。

マルチポー ト またはマルチ機能設定用に複数の値を カ ンマで区切って指定できま
す。

debug ド ラ イバが vmkernel ログフ ァ イルに記録するデータのレベルを指定し ます。

debug には、 データ量の小さい順に示されている次の値を指定できます。

 0x80000000 は通知レベルを示し ます。

 0x40000000 は情報レベル （通知レベルを含む） を示し ます。

 0x3FFFFFFF はすべてのド ラ イバサブモジュールの詳細レベル （情報レベル

と通知レベルを含む） を示し ます。

auto_fw_reset ド ラ イバ自動フ ァームウ ェ ア リ カバリ機能を有効 （1） または無効 （0） にし ます。

このパラ メ ータが有効になっている場合、 ド ラ イバは、 送信タ イムアウ ト 、 フ ァー
ムウ ェ アアサー ト 、 アダプ ターパリ テ ィ エラーなどのイベン ト から回復し よ う と し
ます。 デフ ォル ト は  auto_fw_reset=1 です。

表 3-6. VMware ドライバのオプションパラメータ（続き）

パラメータ 説明
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VMware ドライバパラメータのデフォルト
表 3-7 に、 VMware ド ラ イバのパラ メ ータのデフ ォル ト 値を示し ます。

vxlan_filter_en 外側の MAC、 内側の MAC、 および VXLAN ネ ッ ト ワーク （VNI） に基づいた 
VXLAN フ ィ ルタ リ ング （ ト ラ フ ィ ッ ク を特定のキューに直接対応付ける） を有効

（1） または無効 （0） にし ます。 デフ ォル ト は  vxlan_filter_en=1 です。

マルチポー ト またはマルチ機能設定用に複数の値を カ ンマで区切って指定できま
す。

enable_vxlan_offld VXLAN ト ンネル ト ラ フ ィ ッ クチ ェ ッ クサムオフ ロー ド および TCP セグ メ ンテー

シ ョ ンオフ ロー ド （TSO） 機能を有効 （1） または無効 （0） にし ます。 デフ ォル

ト は  enable_vxlan_offld=1 です。 マルチポー ト またはマルチ機能設定用

に複数の値を カ ンマで区切って指定できます。

表 3-7. VMware ドライバパラメータのデフォルト

パラメータ デフォルト

Speed 通知されているすべての速度で自動ネゴシエーシ ョ ン。 速
度のパラ メ ータはすべてのポー ト で同じにする必要があり
ます。 デバイス上で自動ネゴシエーシ ョ ンが有効になって
いる場合は、 全てのデバイスポー ト が自動ネゴシエーシ ョ
ンを使用するよ う にな り ます。

Flow Control 通知されている RX と  TX で自動ネゴシエーシ ョ ン。

MTU 1,500 （範囲は 46 ～ 9,600）

Rx Ring Size 8,192 （範囲は 128 ～ 8,192）

Tx Ring Size 8,192 （範囲は 128 ～ 8,192）

MSI-X Enabled
Transmit Send Offload 
(TSO)

Enabled

Large Receive Offload 
(LRO)

Enabled

RSS Enabled （4 個の RX キュー）

HW VLAN Enabled
Number of Queues Enabled （8 個の RX/TX キューペア）

Wake on LAN (WoL) Disabled

表 3-6. VMware ドライバのオプションパラメータ（続き）

パラメータ 説明
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VMware ドライバの削除

.vib ファイル（qedentv）を削除するには、次のコマンドを発行します。

# esxcli software vib remove --vibname qedentv

ドライバを削除するには、次のコマンドを発行します。

# vmkload_mod -u qedentv
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4 ファームウェアのアップ
グレード

本章は、 Dell Update Package （DUP） を使用し たフ ァームウ ェ アのア ッ プグレー ド に

ついての情報を提供し ます。

フ ァームウ ェ アの DUP はフ ラ ッ シュア ッ プデー ト ユーテ ィ リ テ ィ 限定です。 アダプ

ター設定に使用される ものではあ り ません。 実行可能フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し て、
フ ァームウ ェ ア DUP を実行する こ とができます。 または、 い く つかのサポー ト される

コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを使用し て、 コ マン ド ラ イ ンから フ ァームウ ェ ア DUP を実

行する こ と もできます。

 ダブルク リ ッ クによる DUP の実行

 コ マン ド ラ イ ンからの DUP の実行

 .bin フ ァ イルを使用し た DUP の実行 （Linux のみ）

ダブルクリックによる DUP の実行

実行可能ファイルをダブルクリックして、ファームウェア DUP を実行するには次の手

順を行います。

1. フ ァームウ ェ ア Dell Update Package フ ァ イルのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ま

す。
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図 4-1 のよ う なフ ァームウ ェ ア Dell Update Package のスプ ラ ッ シュスク リー

ンが表示されます。 Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し て続行し ます。

図 4-1. Dell Update Package：スプラッシュスクリーン
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2. 画面に表示される手順に従います。 図 4-2 に示すよ う に、 警告ダイアログボ ッ ク

ス内で Yes （はい） を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを続行し ます。

図 4-2. Dell Update Package：アップデート続行
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図 4-3 のよ う に、 イ ンス ト ーラが新しいフ ァームウ ェ アをロー ド中である こ と を

示し ます。

図 4-3. Dell Update Package：新しいファームウェアのロード

完了する と、 図 4-4 のよ う にイ ンス ト ーラがイ ンス ト ールの結果を表示し ます。 

図 4-4. Dell Update Package：インストール結果
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3. Yes （はい） を ク リ ッ ク し てシステムを再起動し ます。

4. 図 4-5 に示すよ う に Finish （終了） を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを完了し ます。

図 4-5. Dell Update Package：インストール終了

コマンドラインからの DUP の実行
コ マン ド ラ イ ンからのフ ァームウ ェ ア DUP の実行は、 オプシ ョ ンが指定されていない

状態では DUP アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し た場合と同様に動作し ます。 実際の DUP 
のフ ァ イル名は異なる場合があるので注意し て く だ さい。

コマンドラインからファームウェア DUP を実行するには次の手順を行います。

 次のコ マン ド を発行し ます。

C:\> Network_Firmware_2T12N_WN32_<version>_X16.EXE
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図 4-6 は、 Dell Update Package のイ ンス ト ールを カス タ マイズするために使用でき

るオプシ ョ ンを示し ています。

図 4-6. DUP コマンドラインオプション

.bin ファイルを使用した DUP の実行
次の手順は Linux OS でのみサポー ト されます。

.bin ファイルを使用して DUP をアップデートするには次の手順を行います。

1. Network_Firmware_NJCX1_LN_X.Y.Z.BIN フ ァ イルを System Under Test
（SUT） にコ ピーし ます。

2. フ ァ イルのタ イプを次のよ う に実行可能フ ァ イルに変更し ます。

chmod 777 Network_Firmware_NJCX1_LN_X.Y.Z.BIN
3. ア ッ プデー ト プロセスを開始するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

./Network_Firmware_NJCX1_LN_X.Y.Z.BIN
4. フ ァームウ ェ アがア ッ プデー ト されたら システムを再起動し ます。
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DUP アップデート間の SUT からの出力の一例：

./Network_Firmware_NJCX1_LN_08.07.26.BIN
Collecting inventory...
Running validation...
BCM57810 10 Gigabit Ethernet rev 10 (p2p1)
The version of this Update Package is the same as the currently installed 
version.
Software application name: BCM57810 10 Gigabit Ethernet rev 10 (p2p1)
Package version: 08.07.26
Installed version: 08.07.26
BCM57810 10 Gigabit Ethernet rev 10 (p2p2)
The version of this Update Package is the same as the currently installed 
version.
Software application name: BCM57810 10 Gigabit Ethernet rev 10 (p2p2)
Package version: 08.07.26
Installed version: 08.07.26
Continue? Y/N:Y
Y entered; update was forced by user
Executing update...
WARNING: DO NOT STOP THIS PROCESS OR INSTALL OTHER DELL PRODUCTS WHILE UPDATE 
IS IN PROGRESS.
THESE ACTIONS MAY CAUSE YOUR SYSTEM TO BECOME UNSTABLE!
...........................................................................
Device: BCM57810 10 Gigabit Ethernet rev 10 (p2p1)
  Application: BCM57810 10 Gigabit Ethernet rev 10 (p2p1)
  Update success.
Device: BCM57810 10 Gigabit Ethernet rev 10 (p2p2)
  Application: BCM57810 10 Gigabit Ethernet rev 10 (p2p2)
  Update success.
Would you like to reboot your system now?
Continue? Y/N:Y
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5 アダプターブート前設定

ホス ト 起動プロセス中、 プロセスを一時停止し、 ヒ ューマン イ ン フ ラス ト ラ クチャ イ ン
タ フ ェース （HII） アプ リ ケーシ ョ ンを使用し てアダプ ター管理タ スク を実行する こ とが

できます。 これらのタ スクには、 次のものが含まれます。

 フ ァームウ ェ アイ メ ージのプロパテ ィ の表示

 デバイスレベルパラ メ ータの設定

 NIC パラ メ ータの設定

 データ セン ターブ リ ッ ジングの設定

 パーテ ィ シ ョ ンの設定

メモ

本章に含まれる HII のスク リーンシ ョ ッ ト は、 説明用に示された一例であ り、 お

使いのシステムで実際に表示される画面とは一致し ないこ とがあ り ます。
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はじめに
HII アプリケーションを起動するには、次の手順を実行します。

1. お使いのプ ラ ッ ト フ ォームの System Setup （セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ ）

ウ ィ ン ド ウを開きます。 セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の起動方法については、 お
使いのシステムのユーザーガイ ド を参照し て く だ さい。

2. System Setup （セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ ） ウ ィ ン ド ウ （図 5-1） で、

Device Settings （デバイスの設定） を選択し、 ENTER を押し ます。

図 5-1. セットアップユーティリティ

3. Device Settings （デバイスの設定） ウ ィ ン ド ウ （図 5-2） で、 設定する 
QL45212 Adapter のポー ト を選択し、 ENTER を押し ます。

図 5-2. セットアップユーティリティ：デバイス設定
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4. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） には、 パーテ ィ シ ョ ンモー ド を

設定できるアダプ ター管理オプシ ョ ンがあ り ます。 

図 5-3. メイン設定ページ

 Device Level Configuration （デバイスレベルの設定） の下で、

Partitioning Mode （パーテ ィ シ ョ ンモー ド ） を NPAR に設定し て、 NIC 
Partitioning Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ ン設定） オプシ ョ ンを 
Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） に追加し ます （図 5-4 参照）。

図 5-4. Main Configuration Page（メイン設定ページ）、NPAR へのパーティションモード
の設定

メモ

NPAR は、 最高速度が 1G のポー ト では利用できません。



5– アダプ ターブー ト 前設定

はじめに

44 BC0154503-04  E

図 5-5. Main Configuration Page（メイン設定ページ）、NPAR パーティションモードの設定

図 5-3 と図 5-4 では、 Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） に以下の項目が

表示されています。

 Firmware Image Properties （フ ァームウ ェ アイ メ ージのプロパテ ィ ） （45 ペー

ジの 「フ ァームウ ェ アイ メ ージのプロパテ ィ の表示」 参照）

 Device Level Configuration （デバイスレベルの設定） （46 ページの 「デバイス

レベルパラ メ ータの設定」 参照）

 NIC Configuration （NIC 設定） （47 ページの 「NIC パラ メ ータの設定」 参照）

 Data Center Bridging (DCB) Settings （データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB) 設

定） （50 ページの 「データ セン ターブ リ ッ ジングの設定」 参照）

 NIC Partitioning Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ ン設定） （Device Level 
Configuration （デバイスレベルの設定） ページで NPAR が選択されている場合）

（52 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンの設定」 参照）

さ らに、 Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） には、 表 5-1 に示すアダプ

タープロパテ ィ も表示されます。

表 5-1. アダプタープロパティ

アダプタープロパティ 説明

Device Name （デバイス名） 工場で割り当てられたデバイス名

Chip Type （チ ッ プ タ イプ） ASIC バージ ョ ン

PCI デバイス ID 一意のベンダー固有 PCI デバイス ID
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ファームウェアイメージのプロパティの表示
フ ァームウ ェ アイ メ ージのプロパテ ィ を表示するには、 Main Configuration Page （メ

イ ン設定ページ） で Firmware Image Properties （フ ァームウ ェ アイ メ ージのプロパ

テ ィ ） を選択し て、 ENTER を押し ます。 Firmware Image Properties （フ ァームウ ェ

アイ メ ージのプロパテ ィ ） ページ （図 5-6） では、 以下の閲覧のみ可能のデータ を表示

し ます。

 Family Firmware Version （シ リーズフ ァームウ ェ アバージ ョ ン） は、 マルチ

ブー ト イ メ ージバージ ョ ンで複数のフ ァームウ ェ ア コ ンポーネン ト イ メ ージで構
成されます。

 MBI Version （MBI バージ ョ ン） は、 デバイスでア ク テ ィ ブになっ ている 
Cavium QLogic バン ドルイ メ ージのバージ ョ ンです。

 Controller BIOS Version （コ ン ト ローラ  BIOS バージ ョ ン） は管理フ ァーム

ウ ェ アのバージ ョ ンです。

 EFI Driver Version （EFI ド ラ イババージ ョ ン） は、 拡張フ ァームウ ェ アイ ン タ

フ ェ ース （EFI） ド ラ イバのバージ ョ ンです。

PCI Address
（PCI ア ド レス）

バスデバイス機能形式の PCI デバイスア ド レス

Blink LEDs （LED の点滅） ポー ト  LED のユーザー定義の点滅回数

Link Status
（リ ン クステータ ス）

外部リ ン クのステータ ス

MAC Address
（MAC ア ド レス）

メ ーカーによ って割り当てられた恒久的なデバイス MAC ア ド

レス

Virtual MAC Address
（仮想 MAC ア ド レス）

ユーザー定義のデバイス MAC ア ド レス

表 5-1. アダプタープロパティ（続き）

アダプタープロパティ 説明
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 L2B Firmware Version （L2B フ ァームウ ェ アバージ ョ ン） は、 ブー ト 用の NIC 
オフ ロー ド フ ァームウ ェ アのバージ ョ ンです。

図 5-6. ファームウェアイメージのプロパティ

デバイスレベルパラメータの設定
デバイスレベルの設定は、 シングルルー ト  I/O 仮想化 （SR-IOV） と  NIC パーテ ィ シ ョ

ン化の有効化、 および NPAReP の有効化または無効化から な り ます。 デバイスレベル

の設定を実行するには、 Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で Device 
Level Configuration （デバイスレベルの設定） を選択し、 Finish （終了） を ク リ ッ ク

し ます。 図 5-7 には、 Device Level Configuration （デバイスレベルの設定） ページが

示されています。

図 5-7. System Setup（セットアップユーティリティ）：Device Level Configuration
（デバイスレベルの設定）ページ
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NIC パーティション化（NPAR）とシングルルート入力 / 出力仮想化（SR-IOV）の一

方または両方を有効にするには、次の手順を実行します。

1. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） （43 ページの図 5-3） で、

Device Level Configuration （デバイスレベルの設定） を選択し て、 Finish
（終了） を ク リ ッ ク し ます。

2. Device Level Configuration （デバイスレベルの設定） ページ （図 5-7） で、

Virtualization Mode （仮想化モー ド） を ク リ ッ ク し、 次のいずれかのオプシ ョ

ンを選択し ます。

 NPAR は NPAR を有効にし ます。

 SRIOV は SR-IOV を有効にし ます （パーテ ィ シ ョ ン化な しの仮想化）。

 NPAR+SRIOV は NPAR と  SR-IOV を有効にし ます。

 None （な し） は、 すべての仮想化を無効に し ます。

3. NPAR を有効にし （SR-IOV の有無は関係あ り ません）、 なおかつシステムが 
Alternate Routing ID Interpretation （ARI） に対応し ている場合は、 NPAReP 
mode （NPAReP モー ド） を有効にするか、 無効にするかを選択し ます。

 Disabled （無効） を ク リ ッ ク し て、 ポー ト ご と に 4 つのパーテ ィ シ ョ ン

（つま り アダプ ターあた り合計 8 つの PF） を指定し ます。 それぞれの PF 
は PF あた り  16 の SR-IOV VF をサポー ト し ます。

 Enabled （有効） を ク リ ッ ク し て、 ポー ト あた り  8 つのパーテ ィ シ ョ ンを

指定し ます （つま り アダプ ターあた り合計 16 の PF）。 

 16 の SR-IOV VF は最初の 8 つの PF 上にあ り ます （PF 0 ～ 7。 こ

れらは各ポー ト の最初の 4 つの PF です）。

 8 つの SR-IOV VF は 2 番目の 8 つの PF 上にあ り ます（PF 8 ～ 15。

これらは各ポー ト の最後の 4 つの PF です）。 

 SR-IOV VF は現在、 それぞれの PF にハー ド的に割り当てられてい

ます。

4. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

5. プロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

変更内容は、 システムのリ セ ッ ト 後に有効にな り ます。

NIC パラメータの設定
NIC 設定には、 次のパラ メ ータの設定が含まれます。

 リンク速度 
 NIC + RDMA モード 
 ブートモード 
 FEC モード 
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 PXE 仮想 LAN モード 
 仮想 LAN ID 

NIC パラメータを設定するには、次の手順を実行します。

1. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 NIC Configuration （NIC 
設定） （43 ページの図 5-3） を選択し て、 Finish （終了） を ク リ ッ ク し ます。

図 5-8 には、 NIC Configuration （NIC 設定） ページが示されています。

図 5-8. NIC 設定

2. 次の Link Speed （リ ン ク速度） オプシ ョ ンのいずれか 1 つを選択し て く だ さい。

選択し た リ ン ク速度オプシ ョ ンは、 両方のアダプ ターポー ト に適用されます。 リ
ン ク速度および前方誤り訂正 （FEC） は、 接続されたスイ ッ チまたはデバイス

ポー ト のものと一致する必要があ り ます。

 Auto Negotiated （自動ネゴシエーシ ョ ン） は、 接続されたスイ ッ チまた

はデバイス と自動的に リ ン クパラ メ ータ をネゴシエー ト し ます （デフ ォル
ト ）。 FEC は自動的に有効にな り ます。 両端で自動ネゴシエーシ ョ ンモー ド

になっている必要があ り ます。

 10 Gbps は、 10 Gbps の固定ポー ト リ ン ク速度を指定し ます。 FEC はサ

ポー ト されません。

 25 Gbps は、 25 Gbps の固定ポー ト リ ン ク速度を指定し ます。 

3. NIC + RDMA Mode （NIC + RDMA モー ド） の場合、 ポー ト の RDMA に対し て 
Enabled （有効） または Disabled （無効） のどち らかを選択し ます。 この設定

は、 NPAR モー ドの場合、 ポー ト のすべてのパーテ ィ シ ョ ンに適用されます。

4. FEC Mode （FEC モー ド） は、 手順 2 で 25 Gbps の固定速度モー ドが Link 
Speed （リ ン ク速度） と し て選択されている と きに表示されます。 FEC Mode
（FEC モー ド） の場合、 次のオプシ ョ ンのいずれかを選択し ます。 すべてのアダ

プ ターですべての FEC モー ドが利用できるわけではあ り ません。

 Disabled （無効） は、 FEC が有効になっ ていないこ と を示し ます。

 Fire Code （消防規則） は、 消防規則 FEC を使用するよ う に リ ン クが設定

されている こ と を示し ます。 FEC 下位レ イヤは、 条項 74 FEC と同様の効

力があ り ます。
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5. Boot Mode （ブー ト モー ド ） の場合、 次のオプシ ョ ンのいずれかを選択し ます。

 PXE は PXE ブー ト を有効にし ます。

 Disabled （無効） は、 リ モー ト ブー ト ソース と し て このポー ト を使用でき

な く し ます。

6. Virtual LAN Mode （仮想 LAN モー ド ） パラ メ ータは、 PXE リ モー ト イ ンス

ト ールモー ド にある と きに、 ポー ト 全体に適用されます。 PXE リ モー ト イ ンス

ト ールが完了し た後は永続的ではあ り ません。 次の VLAN オプシ ョ ンから選択し

ます。

 Enabled （有効） は、 PXE リ モー ト イ ンス ト ールモー ド に対し、 このポー

ト 上で VLAN モー ド を有効にし ます。

 Disabled （無効） は、 このポー ト 上で VLAN モー ド を無効にし ます。

7. Virtual LAN ID （仮想 LAN Id） パラ メ ータは、 このポー ト で PXE リ モー ト イ ン

ス ト ールモー ド に使用される VLAN タグ ID を指定し ます。以前の手順で Virtual 
LAN Mode （仮想 LAN モー ド） が有効になっている と きにのみ、 この設定が適

用されます。

8. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

9. プロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

変更内容は、 システムのリ セ ッ ト 後に有効にな り ます。

RDMA を使用するようにポートを設定するには、次の手順を実行します。

1. NIC + RDMA Mode （NIC + RDMA モー ド） を Enabled （有効） に設定し ま

す。

2. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

3. プロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

変更内容は、 システムのリ セ ッ ト 後に有効にな り ます。

ポートのブートモードを設定するには、次の手順を実行します。

1. UEFI PXE リ モー ト イ ンス ト ールの場合、 Boot Mode （ブー ト モー ド） と し て 
PXE を選択し ます。

2. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

3. プロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

変更内容は、 システムのリ セ ッ ト 後に有効にな り ます。

メモ

以下の手順に従って、 NPAR モー ド ポー ト のすべてのパーテ ィ シ ョ ン上で RDMA 
を有効にし ます。
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VLAN を使用するようにポートの PXE リモートインストールを設定するには、次の手

順を実行します。

1. Virtual LAN Mode （仮想 LAN モー ド ） を Enabled （有効） に設定し ます。

2. Virtual LAN ID （仮想 LAN ID） ボ ッ ク スに、 使用する数値を入力し ます。

3. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

4. プロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

変更内容は、 システムのリ セ ッ ト 後に有効にな り ます。

データセンターブリッジングの設定
データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB） 設定は、 DCBX プロ ト コルと  RoCE 優先度から

構成されます。

DCB 設定を構成するには、次の手順を実行します。

1. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） （43 ページの図 5-3） で、 Data 
Center Bridging (DCB) Settings （データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB） 設

定） を選択し、 Finish （終了） を ク リ ッ ク し ます。

2. Data Center Bridging (DCB) Settings （データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB）

設定） ページ （図 5-9） で、 適切な DCBX Protocol （DCBX プロ ト コル） オプ

シ ョ ンを選択し ます。

 Disabled （無効） は、 このポー ト 上で DCBX を無効に し ます。

 CEE は、 このポー ト 上でレガシーコ ンバージ ド エンハンス ド イーサネ ッ ト

（CEE） プロ ト コル DCBX モー ド を有効にし ます。

 IEEE は、 このポー ト 上で IEEE DCBX プロ ト コルを有効にし ます。

 Dynamic （動的） は、 CEE または IEEE のどち らかのプロ ト コルの動的適

用を有効にし て、 接続し た リ ン クパー ト ナーを一致させます。

3. Data Center Bridging (DCB) Settings （データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB）

設定） ページで、 RoCEv1 Priority （RoCEv1 優先度） フ ィ ールド に 0 ～ 7 の
値を入力し ます。 この設定は、 RoCE ト ラ フ ィ ッ クに使用される DCB ト ラ

フ ィ ッ ク ク ラス優先度の数値を示し、 DCB 対応のスイ ッ チングネ ッ ト ワーク で 
RoCE ト ラ フ ィ ッ クに使用される数値に一致する必要があ り ます。

 0 は、 不可逆デフ ォル ト または一般的な ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスで使用される通

常の優先度数値を指定し ます。

メモ

この VLAN は、 PXE リ モー ト イ ンス ト ールが完了し た後は永続的ではあ り ませ

ん。
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 3 は、 可逆 FCoE ト ラ フ ィ ッ クで使用される優先度数値を指定し ます。

 4 は、 可逆 iSCSI-TLV over DCB ト ラ フ ィ ッ クで使用される優先度数値を

指定し ます。

 1、 2、 5、 6 および 7 は、 RoCE の使用に利用できる DCB ト ラ フ ィ ッ ク ク

ラス優先度数値を指定し ます。 この RoCE コ ン ト ロールの使用については、

それぞれの OS RoCE セ ッ ト ア ッ プ手順に従います。 

図 5-9. セットアップユーティリティ：データセンターブリッジング（DCB）設定

4. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

5. プロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

変更内容は、 システムのリ セ ッ ト 後に有効にな り ます。

メモ

DCBX が有効な場合、 アダプ ターは、 ソース MAC ア ド レス と し て機能する専用

のユニキャス ト ア ド レスで、 LLDP （Link Layer Discovery Protocol） パケ ッ ト

を定期的に送信し ます。 この LLDP MAC ア ド レスは、 工場で割り当てられたア

ダプ ターイーサネ ッ ト  MAC ア ド レス とは異な り ます。 アダプ ターに接続された

スイ ッ チポー ト を MAC ア ド レステーブルで調べる と、 2 つの MAC ア ド レスが見

つかり ます。 LLDP パケ ッ ト のものと アダプ ターイーサネ ッ ト イ ン タ フ ェースの

ものです。
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パーティションの設定
アダプ ター上の各パーテ ィ シ ョ ンで帯域幅の範囲を設定する こ とができます。

最大および最小帯域幅割り当てを設定するには、次の手順を実行します。

1. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 NIC Partitioning 
Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ ン設定） を選択し て、 ENTER を押し ます。

2. Partitions Configuration （パーテ ィ シ ョ ン設定） ページ （図 5-10） で、 Global 
Bandwidth Allocation （グローバル帯域幅割り当て） を選択し ます。

図 5-10. NIC Partitioning Configuration（NIC パーティション設定）、Global 
Bandwidth Allocation（グローバル帯域幅割り当て）
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図 5-11. Global Bandwidth Allocation（グローバル帯域幅割り当て）、Partition 1 
Configuration（パーティション 1 の設定）
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3. Global Bandwidth Allocation （グローバル帯域幅割り当て） ページ （図 5-12）

で、 帯域幅を割り当てる各パーテ ィ シ ョ ンの最小および最大 TX 帯域幅フ ィ ール

ド を ク リ ッ ク し ます。 NPAReP モー ド が無効になっ ている場合は、 ポー ト あた り  
4 つのパーテ ィ シ ョ ンがあ り、 NPAReP モー ドが有効になっ ている場合は、 ポー

ト あた り  8 つのパーテ ィ シ ョ ンがあ り ます。 NPAReP モー ド を使用するには、 そ

のアダプ ターの PCI スロ ッ ト に対し て ARI が BIOS で有効化されている必要が

あ り ます。

図 5-12. Global Bandwidth Allocation Page（グローバル帯域幅割り当てページ）：
NPAReP モードが有効の場合

 Partition n Minimum TX Bandwidth （パーテ ィ シ ョ ン n 最小 TX 帯域

幅） は、 選択されたパーテ ィ シ ョ ンの最小送信帯域幅を表し、 最大物理ポー
ト リ ン ク速度に対する割合で指定し ます。 値には 0 ～ 100 を使用できま

す。 DCBX ETS モー ドが有効になっている場合、 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスご と

の DCBX ETS 最小帯域幅値が、 パーテ ィ シ ョ ンご との最小 TX 帯域幅値と

同時に使用されます。 1 つのポー ト 上にあるすべてのパーテ ィ シ ョ ンの各最

小 TX 帯域幅値は、 それらの合計が 100 になるか、 各値がすべて 0 になる

必要があ り ます。
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TX 帯域幅をすべて 0 に設定し た場合は、 アク テ ィ ブなすべてのパーテ ィ

シ ョ ンにわたっ て利用可能な帯域幅を均等に分割する場合に似ています。 た
だ し、 帯域幅は、 アク テ ィ ブに送信し ているパーテ ィ シ ョ ンすべてに対し て
動的に割り当てられます。 0 の値は （1 つまたは複数の他の値が 0 以外の値

に設定されている場合）、 （すべてのパーテ ィ シ ョ ンからの） 輻輳が TX 帯域

幅を制限し ている と きに、 最低 1 パーセン ト をそのパーテ ィ シ ョ ンに割り当

てます。

 Partition n Maximum TX Bandwidth （パーテ ィ シ ョ ン n 最大 TX 帯域

幅） は、 選択されたパーテ ィ シ ョ ンの最大転送帯域幅を表し、 最大物理ポー
ト リ ン ク速度に対する割合で指定し ます。 値には 1 ～ 100 を使用できま

す。 DCBX ETS モー ドの設定に関係な く 、 パーテ ィ シ ョ ンご との最大 TX 
帯域幅値が適用されます。 

選択し た各フ ィ ールド に値を入力し、 Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

4. プロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

変更内容は、 システムのリ セ ッ ト 後に有効にな り ます。

パーティションを設定するには、次の手順を実行します。

1. ある特定のパーテ ィ シ ョ ン設定を調べるには、 NIC Partitions Configuration
（NIC パーテ ィ シ ョ ン設定） ページ （52 ページの図 5-10） で、 Partition n 
Configuration （パーテ ィ シ ョ ン n 設定） を選択し ます。 NParEP が有効でない

場合、 ポー ト あた り  4 つのパーテ ィ シ ョ ンだけが存在し ます。

2. 最初のパーテ ィ シ ョ ンを設定するには、 Partition 1 Configuration （パーテ ィ

シ ョ ン 1 の設定） を選択し て、 Partition 1 Configuration （パーテ ィ シ ョ ン 1 の
設定） ページを開きます （図 5-13）。 このページには次のパラ メ ータが表示され

ます。

 NIC Mode （NIC モー ド） （常に有効） 

 PCI Device ID （PCI デバイス ID） 

 PCI （バス） Address （PCI （バス） ア ド レス） 

 MAC Address （MAC ア ド レス） 

 Virtual MAC Address （仮想 MAC ア ド レス） 

図 5-13. パーティション 1 設定
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3. 2 番目のパーテ ィ シ ョ ンを設定するには、 Partition 2 Configuration （パーテ ィ

シ ョ ン 2 の設定） を選択し て、 Partition 2 Configuration （パーテ ィ シ ョ ン 2 の
設定） ページを開きます。 FCoE Offload が存在し ている場合、 Partition 2 
Configuration （パーテ ィ シ ョ ン 2 の設定） （図 5-14） には次のパラ メ ータが表示

されます。

 NIC Mode （NIC モー ド） は、 パーテ ィ シ ョ ン 2 以上で L2 イーサネ ッ ト  
NIC パーソナ リ テ ィ を有効または無効にし ます。 残りのすべてのパーテ ィ

シ ョ ンを無効にするには、 NIC Mode （NIC モー ド） を Disabled （無効）

に設定し ます。 オフ ロー ド対応のパーテ ィ シ ョ ンを無効にするには、 NIC 
Mode （NIC モー ド） と それぞれのオフ ロー ド モー ドの両方を無効にし ま

す。

 PCI Device ID （PCI デバイス ID） 

 PCI （バス） Address （PCI （バス） ア ド レス） 

 MAC Address （MAC ア ド レス） 

 Virtual MAC Address （仮想 MAC ア ド レス） 

図 5-14. Partition 2 Configuration（パーティション 2 の設定）：FCoE Offload
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6 RoCE 設定

本章では、 以下を含む QL45212 Adapter、 イーサネ ッ ト スイ ッ チ、 および Windows 
または Linux ホス ト 上での RDMA over Converged Ethernet （RoCE v1 および v2）

の設定について説明し ます。 

 サポー ト されているオペレーテ ィ ングシステムと  OFED

 RoCE のプ ラ ンニング

 アダプ ターの準備

 イーサネ ッ ト スイ ッ チの準備

 Windows Server 用のアダプ ター上での RoCE の設定

 Linux 用のアダプ ター上での RoCE の設定

 ESX 用のアダプ ター上での RoCE の設定

サポートされているオペレーティングシステムと OFED

表 6-1 は、 RoCE v1、 RoCE v2、 および OFED に対するオペレーテ ィ ングシステムの

サポー ト を示し ています。

メモ

現在のリ リースでは、 一部の RoCE 機能が完全に有効化されていない可能性があ

り ます。 

表 6-1. RoCE v1、RoCE v2、iWARP および OFED に対する OS のサポート

オペレーティングシステム インボックス OFED 3.18-3 GA OFED -4.8-1 GA

Windows Server 2012 R2 RoCE v1、 RoCE v2 いいえ いいえ

Windows Server 2016 RoCE v1、 RoCE v2 いいえ いいえ

RHEL 6.8 RoCE v1、 iWARP RoCE v1、 iWARP いいえ

RHEL 6.9 RoCE v1、 iWARP いいえ いいえ
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RoCE のプランニング
RoCE の実装準備を行う 際は、 次の制限事項を考慮し て く だ さい。

 イ ンボ ッ クス OFED を使用する場合は、 サーバーシステムと ク ラ イアン ト システ

ムでオペレーテ ィ ングシステムが同じ である必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン
によ っては異なるオペレーテ ィ ングシステム間で動作する こ と もあ り ますが、 保
証はあ り ません。 これは、 OFED の制限事項です。

 OFED アプ リ ケーシ ョ ン （通常は perftest アプ リ ケーシ ョ ン） では、 サーバーと

ク ラ イアン ト のアプ リ ケーシ ョ ンで同じ オプシ ョ ン と値を使用する必要があ り ま
す。 オペレーテ ィ ングシステムと  perftest アプ リ ケーシ ョ ンで異なるバージ ョ ン

が使用される と、 問題が発生する可能性があ り ます。 perftest のバージ ョ ンを確

認するには、 次のコ マン ド を発行し て く だ さい。

# ib_send_bw --version
 イ ンボ ッ クス OFED で libqedr を構築するには、 libibverbs-devel のイ ンス ト ー

ルが必要です。

 イ ンボ ッ クス OFED でユーザースペースアプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、

libibcm、 libibverbs などを含む yum groupinstall の 「InfiniBand Support」 によ

る InfiniBand® サポー ト グループのイ ンス ト ールが必要です。

RHEL 7.3 RoCE v1、 RoCE v2、

iWARP、 iSER
いいえ RoCE v1、 RoCE 

v2、 iWARP

RHEL 7.4 RoCE v1、 RoCE v2、

iWARP、 iSER
いいえ いいえ

SLES 12 SP3 RoCE v1、 RoCE v2、

iWARP、 iSER
いいえ いいえ

CentOS 7.3 RoCE v1、 RoCE v2、

iWARP、 iSER
いいえ RoCE v1、 RoCE 

v2、 iWARP

CentOS 7.4 RoCE v1、 RoCE v2、

iWARP、 iSER
いいえ いいえ

VMware ESXi 6.0 u3 いいえ 該当な し

VMware ESXi 6.5、 6.5U1 a RoCE v1、 RoCE v2 該当な し

a 認証済みの RoCE ド ラ イバは本リ リースには含まれていません。 早めのプレビ ューと し てまだ認証されていない ド ラ イバは利用

可能です。

表 6-1. RoCE v1、RoCE v2、iWARP および OFED に対する OS のサポート（続き）

オペレーティングシステム インボックス OFED 3.18-3 GA OFED -4.8-1 GA
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 libibverbs に依存する OFED および RDMA アプ リ ケーシ ョ ンにも、 QLogic 
RDMA ユーザースペースラ イブ ラ リ、 libqedr が必要です。 libqedr RPM または

ソースパッ ケージを使用し て libqedr を イ ンス ト ールし ます。

 RoCE は、 リ ト ルエンデ ィ アンのみをサポー ト し ます。

 RoCE は、 SR-IOV 環境内の VF 上では動作し ません。

アダプターの準備
次の手順に従い HII 管理アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、 DCBX を有効にし、 RoCE 優先

度を指定し ます。 HII アプ リ ケーシ ョ ンの詳細については、 第 5 章 アダプ ターブー ト 前

設定を参照し て く だ さい。

アダプターを準備するには、次の手順を実行します。

1. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 Data Center Bridging 
(DCB) Settings （データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB） 設定） を選択し、

Finish （終了） を ク リ ッ ク し ます。

2. Data Center Bridging (DCB) Settings （データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB）

設定） ウ ィ ン ド ウで、 DCBX Protocol （DCBX プロ ト コル） オプシ ョ ンを ク

リ ッ ク し ます。 QL45212 Adapter は、 CEE と  IEEE の両方のプロ ト コルをサ

ポー ト し ています。 この値は、 DCB スイ ッ チ上の対応する値に合わせる必要があ

り ます。 この例では、 CEE または Dynamic （動的） を選択し ます。

3. RoCE Priority （RoCE 優先度） ボ ッ クスに優先度の値を入力し ます。 この値は、

DCB スイ ッ チ上の対応する値に合わせる必要があ り ます。 この例では、 5 を入力

し ます。 デフ ォル ト の不可逆の ト ラ フ ィ ッ クには通常 0 が使用され、 FCoE ト ラ

フ ィ ッ ク ク ラスには 3 が使用されます。DCB ト ラ フ ィ ッ ク ク ラス上ではロスレス 
iSCSI-TLV に 4 が使用されます。

4. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

5. プロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

変更内容は、 システムがリ セ ッ ト されなければ有効にな り ません。

Windows については、 HII または QoS メ ソ ッ ド を使用し て DCBX を設定できま

す。 本項に示される設定は HII によ っ て行われています。 QoS については、

114 ページの 「RoCE 向けの QoS の設定」 を参照し て く だ さい。

イーサネットスイッチの準備
本項では、 Cisco® Nexus® 6000 イーサネ ッ ト スイ ッ チ と  Dell® Z9100 イーサネ ッ ト

スイ ッ チを RoCE 用に設定する方法について説明し ます。

 Cisco Nexus 6000 イーサネ ッ ト スイ ッ チの設定

 Dell Z9100 イーサネ ッ ト スイ ッ チの設定
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Cisco Nexus 6000 イーサネットスイッチの設定
Cisco Nexus 6000 イーサネ ッ ト スイ ッ チを RoCE 用に設定する手順には、 ク ラス

マ ッ プの設定、 ポリ シーマ ッ プの設定、 ポ リ シーの適用、 およびスイ ッ チポー ト への 
VLAN ID の割り当てが含まれます。

Cisco スイッチを設定するには次の手順を行います。

1. 次のよ う に config terminal セ ッ シ ョ ンを開始し ます。

Switch# config terminal
switch(config)#

2. 次のよ う に、 サービス品質 （QoS） ク ラスマ ッ プを設定し て、 RoCE 優先度をア

ダプ ター （5） と一致するよ う に設定し ます。

switch(config)# class-map type qos class-roce
switch(config)# match cos 5

3. 次のよ う にキューイ ングク ラスマ ッ プを設定し ます。

switch(config)# class-map type queuing class-roce
switch(config)# match qos-group 3

4. 次のよ う にネ ッ ト ワーク  QoS ク ラスマ ッ プを設定し ます。

switch(config)# class-map type network-qos class-roce
switch(config)# match qos-group 3

5. 次のよ う に QoS ポ リ シーマ ッ プを設定し ます。

switch(config)# policy-map type qos roce
switch(config)# class type qos class-roce
switch(config)# set qos-group 3

6. キューイ ングポ リ シーマ ッ プを設定し て、 ネ ッ ト ワーク帯域幅を割り当てます。
この例では、 50 パーセン ト の値を使用し ます。

switch(config)# policy-map type queuing roce
switch(config)# class type queuing class-roce
switch(config)# bandwidth percent 50

7. 次のよ う に、 ネ ッ ト ワーク  QoS ポ リ シーマ ッ プを設定し て、 ド ロ ッ プな し ト ラ

フ ィ ッ ク ク ラス用の優先度フ ロー制御を設定し ます。

switch(config)# policy-map type network-qos roce
switch(config)# class type network-qos class-roce
switch(config)# pause no-drop

8. 次のよ う に新しいポ リ シーをシステムレベルで適用し ます。

switch(config)# system qos
switch(config)# service-policy type qos input roce
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switch(config)# service-policy type queuing output roce
switch(config)# service-policy type queuing input roce
switch(config)# service-policy type network-qos roce

9. アダプ ターに割り当てられている VLAN ID （5） と一致するよ う に、 VLAN ID を
スイ ッ チポー ト に割り当てます。

switch(config)# interface ethernet x/x
switch(config)# switchport mode trunk
switch(config)# switchport trunk allowed vlan 1,5

Dell Z9100 イーサネットスイッチの設定
RoCE 用 Dell Z9100 イーサネ ッ ト スイ ッ チを設定するには 付録 C Dell Z9100 スイ ッ

チ設定 の手順を参照し て く だ さい。

Windows Server 用のアダプター上での RoCE の設定
Windows Server 用にアダプ ター上で RoCE を設定する手順は、 アダプ ター上での 
RoCE の有効化と ネ ッ ト ワークダイ レ ク ト  MTU サイズの確認から な り ます。

Windows Server ホスト上で RoCE を設定するには、次の手順を実行します。

1. アダプ ター上で RoCE を有効にし ます。

a. Windows デバイスマネージャ を開き、QL45212 Adapters NDIS Miniport 
Properties （QL45212 NDIS ミ ニポー ト プロパテ ィ ） を開きます。

b. QLogic FastLinQ Adapter Properties （QLogic FastLinQ アダプ タープロ

パテ ィ ） で、 Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

c. Advanced （詳細設定） ページで、 Property （プロパテ ィ ） の下の各アイ

テムを選択し、 そのアイテムに適し た Value （値） を選択し て、 表 6-2 に
記載されたプロパテ ィ を設定し ます。 次に OK を ク リ ッ ク し ます。

表 6-2. RoCE の詳細設定プロパティ

プロパティ 値または説明

ネ ッ ト ワークダイ レ ク ト 機能 有効

ネ ッ ト ワークダイ レ ク ト  Mtu サ
イズ

ネ ッ ト ワークダイ レ ク ト  MTU サイズは、 ジャ ンボパケ ッ

ト サイズよ り小さ く する必要があり ます。

RDMA モー ド RoCE v1 または RoCE v2。

VLAN ID 任意の VLAN ID を イ ン タ フ ェースに割り当てます。 値はス

イ ッ チに割り当てたものと同じにする必要があり ます。
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図 6-1 はプロパテ ィ の値の設定例を示し ています。

図 6-1. RoCE プロパティの設定

2. Windows PowerShell を使用し て、 アダプ ター上で RDMA が有効になっている

こ と を確認し ます。 Get-NetAdapterRdma コ マン ド によ り、 RDMA をサポー ト

し ているアダプ ターのリ ス ト が表示されます （両方のポー ト が有効になっていま
す）。

PS C:\Users\Administrator> Get-NetAdapterRdma
Name               InterfaceDescription        Enabled
-----              --------------------        -------
SLOT 4 3 Port 1    QLogic FastLinQ QL45212...  True
SLOT 4 3 Port 2    QLogic FastLinQ QL45212...  True

3. Windows PowerShell を使用し て、 ホス ト オペレーテ ィ ングシステム上で 
NetworkDirect が有効になっている こ と を確認し ます。

Get-NetOffloadGlobalSetting コ マン ド によ り、 NetworkDirect が有効に

なっている こ とが表示されます。

PS C:\Users\Administrators> Get-NetOffloadGlobalSetting

メモ

Hyper-V 上で RoCE を設定するには、 物理イ ン タ フ ェースに VLAN ID を
割り当てないで く だ さい。
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ReceiveSideScaling            : Enabled
ReceiveSegmentCoalescing      : Enabled
Chimney                       : Disabled
TaskOffload                   : Enabled
NetworkDirect                 : Enabled
NetworkDirectAcrossIPSubnets  : Blocked
PacketCoalescingFilter        : Disabled

4. サーバー メ ッ セージブロ ッ ク （SMB） ド ラ イブを接続し、 RoCE ト ラ フ ィ ッ ク を

実行し、 結果を確認し ます。

SMB ド ラ イブを設定し、 ド ラ イブに接続するには、 Microsoft のオン ラ イ ンにあ

る情報を参照し て く だ さい。 

https: //technet.microsoft.com/en-us/library/hh831795(v=ws.11).aspx 

5. デフ ォル ト では、 Microsoft の SMB ダイ レ ク ト は 1 ポー ト あた り  2 つの RDMA 
接続を確立し ます。 これによ り、 よ り大きいブロ ッ クサイズ （例えば 64 KB） で

のラ イ ンレー ト も含め、 良好なパフ ォーマンスが提供されます。 パフ ォーマンス
を最適化するには、 RDMA イ ン タ フ ェ ースあた りの RDMA 接続数を 4 （または

それ以上） に変更する こ とができます。

RDMA 接続数を 4 （またはそれ以上） に増やすには、 Windows PowerShell で
次のコ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Set-ItemProperty -Path 
"HKLM:\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\LanmanWorkstation\
Parameters" ConnectionCountPerRdmaNetworkInterface -Type 
DWORD -Value 4 –Force

Linux 用のアダプター上での RoCE の設定
本項では、 RHEL および SLES 向けの RoCE 設定手順について説明し ます。 また、

RoCE 設定の確認方法について説明し、 VLAN イ ン タ フ ェースでのグループ ID （GID）

の使用に関するガイダンスも提供し ます。

 RHEL 用の RoCE 設定

 SLES 用の RoCE 設定

 Linux 上での RoCE 設定の確認

 VLAN イ ン タ フ ェ ース と  GID イ ンデ ッ クス値

 Linux の RoCE v2 の設定

https: //technet.microsoft.com/en-us/library/hh831795(v=ws.11).aspx
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RHEL 用の RoCE 設定
アダプ ター上で RoCE を設定するには、 Open Fabrics Enterprise Distribution
（OFED） が RHEL ホス ト にイ ンス ト ールされ、 設定されている必要があ り ます。

RHEL のインボックス OFED を準備するには、次の手順を行います。

1. オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド時に、

InfiniBand® と  OFED のサポー ト パッ ケージを選択し ます。

2. RHEL ISO イ メ ージから次の RPM を イ ンス ト ールし ます。

libibverbs-devel-x.x.x.x86_64.rpm 
（libqedr ラ イブ ラ リ用に必要）

perftest-x.x.x.x86_64.rpm
（InfiniBand の帯域幅および遅延アプ リ ケーシ ョ ン用に必要）

または、 Yum を使用し て、 イ ンボ ッ クス OFED を イ ンス ト ールし ます。

yum groupinstall "Infiniband Support"
yum install perftest
yum install tcl tcl-devel tk zlib-devel libibverbs 
libibverbs-devel

3. 新しい Linux ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます （15 ページの 「RDMA あ りの 
Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール」 を参照）。

SLES 用の RoCE 設定
SLES ホス ト 用にアダプ ター上で RoCE を設定するには、 OFED が SLES ホス ト にイ

ンス ト ールされ、 設定されている必要があ り ます。 

SLES Linux 用のインボックス OFED をインストールするには、次の手順を行います。

1. オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド時に、InfiniBand  
サポー ト パッ ケージを選択し ます。

2. 対応する SLES SDK キ ッ ト イ メ ージから次の RPM を イ ンス ト ールし ます。

libibverbs-devel-x.x.x.x86_64.rpm
（libqedr イ ンス ト ール用に必要）

メモ

イ ンス ト ール中、 前述のパッ ケージが選択済みであった場合は、 それら を再
イ ンス ト ールする必要はあ り ません。 イ ンボ ッ ク ス OFED とサポー ト パッ

ケージは、 オペレーテ ィ ングシステムのバージ ョ ンによ っ ては異なる場合が
あ り ます。
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perftest-x.x.x.x86_64.rpm
（帯域幅および遅延アプ リ ケーシ ョ ン用に必要）

3. Linux ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます （15 ページの 「RDMA あ りの Linux ド ラ

イバのイ ンス ト ール」 を参照）。

Linux 上での RoCE 設定の確認
OFED を イ ンス ト ールし、 Linux ド ラ イバを イ ンス ト ールし、 RoCE ド ラ イバをロー ド

し た後、 すべての Linux オペレーテ ィ ングシステム上で RoCE デバイスが検出された

こ と を確認し ます。

Linux 上で RoCE の設定を検証するには次の手順を行います。

1. service/systemctl  コ マン ド を使用し て、 フ ァ イアウォールテーブルを停止

し ます。

2. RHEL の場合のみ ： RDMA サービスがイ ンス ト ールされる場合 （yum install 
rdma）、 RDMA サービスが開始し ている こ と を確認し ます。

RHEL または CentOS の場合 ： service rdma ステータ ス コ マン ド を使用し て

サービスを開始し ます。 

 RDMA が開始し ていない場合は、 次のコ マン ド を発行し ます。

# service rdma start
 RDMA が開始し ない場合は、 次の代替コ マン ドのいずれかを発行し ます。

# /etc/init.d/rdma start
または

# systemctl start rdma.service
3. dmesg ログを調べる こ とによ り、 RoCE デバイスが検出されたこ と を確認し ます。

# dmesg|grep qedr
  [87910.988411] qedr: discovered and registered 2 RoCE funcs

4. すべてのモジュールがロー ド されている こ と を確認し ます。 例 ：

# lsmod|grep qedr
  qedr                   89871  0
  qede                   96670  1 qedr
  qed                    2075255  2 qede,qedr

メモ

RHEL 6.x および SLES 11 SP4 では、 再起動の後に RDMA サービスを開

始する必要があ り ます。 RHEL 7.x および SLES 12 SPX 以降では、

RDMA サービスは再起動後に自動的に始ま り ます。 
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  ib_core                88311  16  qedr, rdma_cm, ib_cm, 
                         ib_sa,iw_cm,xprtrdma,ib_mad,ib_srp,
                         ib_ucm,ib_iser,ib_srpt,ib_umad,
                         ib_uverbs,rdma_ucm,ib_ipoib,ib_isert

5. ifconfig などの設定方法を使用し て、 IP ア ド レスを設定し、 ポー ト を有効に し ます。

# ifconfig ethX 192.168.10.10/24 up
6. ibv_devinfo コ マン ド を発行し ます。 次の例のよ う に、 PCI 機能ご とに別々の 

hca_id が表示されるはずです。

root@captain:~# ibv_devinfo
hca_id: qedr0
        transport:                      InfiniBand (0)
        fw_ver:                         8.3.9.0
        node_guid:                      020e:1eff: fe50: c7c0
        sys_image_guid:                 020e:1eff: fe50: c7c0
        vendor_id:                      0x1077
        vendor_part_id:                 5684
        hw_ver:                         0x0
        phys_port_cnt:                  1
                port:   1
                        state:                  PORT_ACTIVE (1)
                        max_mtu:                4096 (5)
                        active_mtu:             1024 (3)
                        sm_lid:                 0
                        port_lid:               0
                        port_lmc:               0x00
                        link_layer:             Ethernet

7. すべてのサーバー間の L2 および RoCE 接続を確認し ます。 片方のサーバーが

サーバーと し て機能し、 も う 片方のサーバーはク ラ イアン ト と し て機能し ます。

 単純な ping コ マン ド を使用し て L2 接続を確認し ます。

 サーバーまたはク ラ イアン ト 上で RDMA ping を実行する こ と によ り、

RoCE 接続を確認し ます。

サーバー上で、 次のコ マン ド を発行し ます。

ibv_rc_pingpong -d <ib-dev> -g 0
ク ラ イアン ト 上で、 次のコ マン ド を発行し ます。

ibv_rc_pingpong -d <ib-dev> -g 0 <server L2 IP address>
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サーバー上と ク ラ イアン ト 上で ping pong テス ト が成功し た例を以下に示し ます。

サーバー ping：
root@captain:~# ibv_rc_pingpong -d qedr0 -g 0
local address:  LID 0x0000, QPN 0xff0000, PSN 0xb3e07e, GID 
fe80::20e:1eff:fe50:c7c0
remote address: LID 0x0000, QPN 0xff0000, PSN 0x934d28, GID 
fe80::20e:1eff:fe50:c570
8192000 bytes in 0.05 seconds = 1436.97 Mbit/sec
1000 iters in 0.05 seconds = 45.61 usec/iter

クライアント ping：
root@lambodar:~# ibv_rc_pingpong -d qedr0 -g 0 192.168.10.165
local address:  LID 0x0000, QPN 0xff0000, PSN 0x934d28, GID 
fe80::20e:1eff:fe50:c570
remote address: LID 0x0000, QPN 0xff0000, PSN 0xb3e07e, GID 
fe80::20e:1eff:fe50:c7c0
8192000 bytes in 0.02 seconds = 4211.28 Mbit/sec
1000 iters in 0.02 seconds = 15.56 usec/iter

 RoCE 統計を表示するには、 次のコ マン ド を入力し ます。 こ こ で、 X はデバイス

番号です。

> mount -t debugfs nodev /sys/kernel/debug
> cat /sys/kernel/debug/qedr/qedrX/stats

VLAN インタフェースと GID インデックス値
サーバーと ク ラ イアン ト の両方で VLAN イ ン タ フ ェ ースを使用し ている場合は、 スイ ッ

チ上でも同じ  VLAN ID を設定する必要があ り ます。 スイ ッ チ経由で ト ラ フ ィ ッ ク を実

行し ている場合、 InfiniBand アプ リ ケーシ ョ ンは、 正しい GID 値を使用する必要があ

り ます。 この値は、 VLAN ID と  VLAN IP ア ド レスに基づきます。

次の結果に基づいて、 GID 値 （-x 4 / -x 5） が perftest アプ リ ケーシ ョ ンで使用される

必要があ り ます。

# ibv_devinfo -d qedr0 -v|grep GID
     GID[  0]: fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fe50:c5b0
     GID[  1]: 0000:0000:0000:0000:0000:ffff:c0a8:0103
     GID[  2]: 2001:0db1:0000:0000:020e:1eff:fe50:c5b0
     GID[  3]: 2001:0db2:0000:0000:020e:1eff:fe50:c5b0

GID[  4]: 0000:0000:0000:0000:0000:ffff:c0a8:0b03 VLAN イ ン タ フ ェ ース用の 
IP ア ド レス

     GID[  5]: fe80:0000:0000:0000:020e:1e00:0350:c5b0 VLAN ID 3
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Linux の RoCE v2 の設定
RoCE v2 の機能を確認するには、 RoCE v2 がサポー ト される カーネルを使用する必要

があ り ます。 

Linux の RoCE v2 を設定するには、次の手順を実行します。

1. 次のいずれかのサポー ト される カーネルを使用し ている こ と を確認し ます。

 SLES 12 SP2 GA
 RHEL 7.3 GA

2. RoCE v2 を次のよ う に設定し ます。

a. RoCE v2 の GID イ ンデ ッ ク スを見つけます。

b. サーバーおよびク ラ イアン ト のルーテ ィ ングア ド レスを設定し ます。

c. スイ ッ チで L3 ルーテ ィ ングを有効にし ます。

メモ

バッ ク ツーバッ ク または一時停止設定の場合、 デフ ォル ト の GID 値はゼロ （0）

です。 サーバー / スイ ッ チ設定では、 適切な GID 値を識別する必要があ り ます。

スイ ッ チを使用し ている場合は、 適切な設定について、 対応するスイ ッ チ設定マ
ニュアルを参照し て く だ さい。

メモ

RoCE v2 がサポー ト される カーネルを使用し て RoCE v1 および RoCE v2 
を設定する こ とができます。 これらのカーネルによ って、 同じサブネ ッ ト 上
だけでな く  RoCE v2 などの異なるサブネ ッ ト 上や、 あらゆるルータ ブル環

境で RoCE ト ラ フ ィ ッ ク を実行する こ とが可能にな り ます。 RoCE v2 のた

めに必要な設定はわずかで、 他のすべてのスイ ッ チやアダプ ターの設定は 
RoCE v1 および RoCE v2 に共通です。
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RoCE v2 GID インデックスまたはアドレスの確認

RoCE v1 および RoCE v2 固有の GID を見つけるには、 sys または class パラ メ ータ

を使用するか、 QL45212 FastLinQ ソースパッ ケージから  RoCE スク リ プ ト を実行し

ます。 デフ ォル ト の RoCE GID インデックスおよびア ド レスをチ ェ ッ クするには、 
ibv_devinfo コ マン ド を発行し て、 sys または class パラ メ ータ と比較し ます。 例 ：

#ibv_devinfo -d qedr0 -v|grep GID
           GID[  0]:          fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fec4:1b20
           GID[  1]:          fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fec4:1b20
           GID[  2]:          0000:0000:0000:0000:0000:ffff:1e01:010a
           GID[  3]:          0000:0000:0000:0000:0000:ffff:1e01:010a
           GID[  4]:          3ffe:ffff:0000:0f21:0000:0000:0000:0004
           GID[  5]:          3ffe:ffff:0000:0f21:0000:0000:0000:0004
           GID[  6]:          0000:0000:0000:0000:0000:ffff:c0a8:6403
           GID[  7]:          0000:0000:0000:0000:0000:ffff:c0a8:6403

sys および class パラメータからの RoCE v1 または RoCE v2 GID インデックスおよびア
ドレスの検証

次のいずれかのオプシ ョ ンを使用し て、 sys および class パラ メ ータから  RoCE v1 ま
たは RoCE v2 GID イ ンデ ッ ク スおよびア ド レスを検証し ます。

 オプション 1
# cat /sys/class/infiniband/qedr0/ports/1/gid_attrs/types/0
IB/RoCE v1
# cat /sys/class/infiniband/qedr0/ports/1/gid_attrs/types/1
RoCE v2

# cat /sys/class/infiniband/qedr0/ports/1/gids/0
fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fec4:1b20
# cat /sys/class/infiniband/qedr0/ports/1/gids/1
fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fec4:1b20

 オプション 2

FastLinQ ソースパッ ケージから スク リ プ ト を使用し ます。

#/../fastlinq-8.x.x.x/add-ons/roce/show_gids.sh 
DEV   PORT  INDEX  GID                                       IPv4           VER     DEV
---   ----  -----  ---                                       ------------   ---     ---
qedr0  1    0      fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fec4:1b20                  v1      p4p1
qedr0  1    1      fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fec4:1b20                  v2      p4p1
qedr0  1    2      0000:0000:0000:0000:0000:ffff:1e01:010a   30.1.1.10      v1      p4p1
qedr0  1    3      0000:0000:0000:0000:0000:ffff:1e01:010a   30.1.1.10      v2      p4p1
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qedr0  1    4      3ffe:ffff:0000:0f21:0000:0000:0000:0004                  v1      p4p1
qedr0  1    5      3ffe:ffff:0000:0f21:0000:0000:0000:0004                  v2      p4p1
qedr0  1    6      0000:0000:0000:0000:0000:ffff:c0a8:6403   192.168.100.3  v1      p4p1.100
qedr0  1    7      0000:0000:0000:0000:0000:ffff:c0a8:6403   192.168.100.3  v2      p4p1.100
qedr1  1    0      fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fec4:1b21                  v1      p4p2
qedr1  1    1      fe80:0000:0000:0000:020e:1eff:fec4:1b21                  v2      p4p2

perftest アプリケーションを介した RoCE v1 または RoCE v2 機能の検証 
本項では perftest アプ リ ケーシ ョ ンを使用し た RoCE v1 または RoCE v2 機能の検証

方法を説明し ます。 この例では、 次のサーバー IP と ク ラ イアン ト  IP を使用し ます。

 サーバー IP ： 192.168.100.3
 ク ラ イアン ト  IP ： 192.168.100.4

RoCE v1 の検証

同じサブネ ッ ト で実行し、 RoCE v1 GID イ ンデ ッ ク スを使用し ます。

Server# ib_send_bw -d qedr0 -F -x 0
Client# ib_send_bw -d qedr0 -F -x 0  192.168.100.3
RoCE v2 の検証

同じサブネ ッ ト で実行し、 RoCE v2 GID イ ンデ ッ ク スを使用し ます。

Server# ib_send_bw -d qedr0 -F -x 1
Client# ib_send_bw -d qedr0 -F -x 1  192.168.100.3

メモ

サーバーまたはスイ ッ チの設定を基に RoCE v1 または RoCE v2 の GID 
イ ンデ ッ クス値を指定する必要があ り ます （一時停止 /PFC）。 リ ン ク ロー

カル IPv6 ア ド レス、 IPv4 ア ド レス、 または IPv6 ア ド レスの GID イ ン

デ ッ クスを使用し ます。 RoCE ト ラ フ ィ ッ クに VLAN のタグされたフ レー

ムを使用するには、 VLAN IPv4 または IPv6 ア ド レスから得た GID イ ン

デ ッ クス値を指定する必要があ り ます。

メモ

スイ ッ チの PFC 設定を行っ ている場合は、 同じサブネ ッ ト で RoCE v1 または 
v2 に VLAN GID を使用し ます。
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異なるサブネットを介した RoCE v2 の検証

異なるサブネットを介した RoCE v2 を検証するには、次の手順を実行します。

1. DCBX-PFC 設定を使用し てサーバーおよびク ラ イアン ト のルー ト 設定を行います。

 システム設定： 

サーバー VLAN IP ： 192.168.100.3 および ゲートウェイ：192.168.100.1

クライアント VLAN IP ： 192.168.101.3 および ゲートウェイ：

192.168.101.1

 サーバー設定：

#/sbin/ip link add link p4p1 name p4p1.100 type vlan id 100
#ifconfig p4p1.100 192.168.100.3/24 up
#ip route add 192.168.101.0/24 via 192.168.100.1 dev p4p1.100
 クライアント設定： 
#/sbin/ip link add link p4p1 name p4p1.101 type vlan id 101
#ifconfig p4p1.101 192.168.101.3/24 up
#ip route add 192.168.100.0/24 via 192.168.101.1 dev p4p1.101

2. 以下の手順を使用し てスイ ッ チを設定し ます。

 いずれかのフ ロー制御方法 （一時停止、 DCBX-CEE または DCBX-IEEE）

を使用し て、 RoCE v2 の IP ルー ト を有効にし ます。 RoCE v2 の設定につ

いては、 59 ページの 「イーサネ ッ ト スイ ッ チの準備」 を参照するか、 ベン

ダのスイ ッ チのマニュアルを参照し て く だ さい。

 PFC 設定および L3 ルー ト を使用し ている場合は、 異なるサブネ ッ ト を使

用し て VLAN 上で RoCE v2 ト ラ フ ィ ッ ク を実行し、RoCE v2 VLAN GID 
イ ンデ ッ クスを使用し ます。

Server# ib_send_bw -d qedr0 -F -x 5
Client# ib_send_bw -d qedr0 -F -x 5 192.168.100.3

メモ

まず最初にスイ ッ チ とサーバーのルー ト 設定を行う必要があ り ます。 アダプ ター
上で HII または UEFI ユーザーイ ン タ フ ェースを使用し て RoCE の優先度および 
DCBX のモー ド を設定し ます。
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サーバースイッチ設定：

図 6-2. スイッチ設定、サーバー

クライアントスイッチ設定：

図 6-3. スイッチ設定、クライアント
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RDMA_CM アプリケーションの RoCE v1 または RoCE v2 の設定

RoCE を設定するには、FastLinQ ソースパッ ケージから次のスク リ プ ト を使用し ます。 
# ./show_rdma_cm_roce_ver.sh
qedr0 is configured to IB/RoCE v1
qedr1 is configured to IB/RoCE v1
# ./config_rdma_cm_roce_ver.sh v2
configured rdma_cm for qedr0 to RoCE v2
configured rdma_cm for qedr1 to RoCE v2
サーバー設定：

図 6-4. RDMA_CM アプリケーションの設定：サーバー

クライアント設定：

図 6-5. RDMA_CM アプリケーションの設定：クライアント

ESX 用のアダプター上での RoCE の設定
本項では、 RoCE 設定に関する次の手順および情報を示し ます。

 RDMA イ ン タ フ ェ ースの設定

 MTU の設定

 RoCE モー ド と統計

 準仮想化 RDMA デバイス （PVRDMA） の設定
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RDMA インタフェースの設定

RDMA インタフェースを設定するには、次の手順を実行します。

1. QLogic NIC ド ラ イバと  RoCE ド ラ イバの両方を イ ンス ト ールし ます。

2. モジュールパラ メ ータ を使用し て、 次のコ マン ド を発行する こ とによ っ て NIC ド
ラ イバから  RoCE 機能を有効にし ます。

esxcfg-module -s 'enable_roce=1' qedentv
          

変更を適用するには、 NIC ド ラ イバを再ロー ド するか、 システムを再起動し ます。

3. NIC イ ン タ フ ェ ースのリ ス ト を表示するには、 esxcfg-nics -l コ マン ド を発

行し ます。 例 ：

esxcfg-nics -l
Name    PCI          Driver      Link Speed      Duplex MAC Address       MTU    
Description
Vmnic0  0000:01:00.2 qedentv     Up   25000Mbps  Full   a4:5d:36:2b:6c:92 1500   
QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL41xxx 1/10/25 GbE Ethernet Adapter
Vmnic1  0000:01:00.3 qedentv     Up   25000Mbps  Full   a4:5d:36:2b:6c:93 1500   
QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL41xxx 1/10/25 GbE Ethernet Adapter

4. RDMA デバイスのリ ス ト を表示するには、 esxcli rdma device list コ マン

ド を発行し ます。 例 ：

esxcli rdma device list
Name     Driver   State    MTU  Speed    Paired Uplink  Description
-------  -------  ------  ----  -------  -------------  -------------------------------
vmrdma0  qedrntv  Active  1024  25 Gbps  vmnic0     QLogic FastLinQ QL45xxx RDMA Interface
vmrdma1  qedrntv  Active  1024  25 Gbps  vmnic1     QLogic FastLinQ QL45xxx RDMA Interface

5. 新しい仮想スイ ッ チを作成するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

esxcli network vswitch standard add -v <new vswitch name>
例 ：

# esxcli network vswitch standard add -v roce_vs
これは、 roce_vs とい う名前の新しい仮想スイ ッ チを作成し ます。

6. QLogic NIC ポー ト を vSwitch に関連付けるには、 次のコ マン ド を発行し ます。

# esxcli network vswitch standard uplink add -u <uplink 
device> -v <roce vswitch>
例 ：

# esxcli network vswitch standard uplink add -u vmnic0 -v 
roce_vs

7. この vSwitch に新しいポー ト グループを作成するには、 次のコ マン ド を発行し ま

す。
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# esxcli network vswitch standard portgroup add -p roce_pg -v 
roce_vs
例 ：

# esxcli network vswitch standard portgroup add -p roce_pg -v 
roce_vs

8. このポー ト グループに vmknic イ ン タ フ ェ ースを作成し、 IP を設定するには、 次

のコ マン ド を発行し ます。

# esxcfg-vmknic -a -i <IP address> -n <subnet mask> <roce port 
group name>
例 ：

# esxcfg-vmknic -a -i 192.168.10.20 -n 255.255.255.0 roce_pg
9. VLAN ID を設定するには、 以下のコ マン ド を発行し ます。

# esxcfg-vswitch -v <VLAN ID> -p roce_pg
VLAN ID で RoCE ト ラ フ ィ ッ ク を実行するには、 対応する VMkernel ポー ト グ

ループで VLAN ID を設定し ます。

MTU の設定
RoCE イ ン タ フ ェ ース用に MTU を変更するには、 対応する vSwitch の MTU を変更し

ます。 次のコ マン ド を発行し て、 vSwitch の MTU に基づいて RDMA イ ン タ フ ェ ース

の MTU サイズを設定し ます。

# esxcfg-vswitch -m <new MTU> <RoCE vswitch name>
例 ：

# esxcfg-vswitch -m 4000 roce_vs
# esxcli rdma device list
Name     Driver   State    MTU  Speed    Paired Uplink  Description
-------  -------  ------  ----  -------  -------------  -------------------------------
vmrdma0  qedrntv  Active     2048   25 Gbps  vmnic0    QLogic FastLinQ QL45xxx RDMA Interface
vmrdma1  qedrntv  Active     1024   25 Gbps  vmnic1    QLogic FastLinQ QL45xxx RDMA Interface

RoCE モードと統計
RoCE モー ドの場合、 ESXi は、 RoCE v1 と  v2 の両方を同時にサポー ト する必要があ

り ます。 使用する RoCE モー ド に関する決定は、 キューペアの作成中に行われます。

ESXi ド ラ イバは、 登録と初期化中に両方のモー ド を通知し ます。

RoCE の統計を表示するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

# esxcli rdma device stats get -d vmrdma0
Packets received: 0

   Packets sent: 0
   Bytes received: 0
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   Bytes sent: 0
   Error packets received: 0
   Error packets sent: 0
   Error length packets received: 0
   Unicast packets received: 0
   Multicast packets received: 0
   Unicast bytes received: 0
   Multicast bytes received: 0
   Unicast packets sent: 0
   Multicast packets sent: 0
   Unicast bytes sent: 0
   Multicast bytes sent: 0
   Queue pairs allocated: 0
   Queue pairs in RESET state: 0
   Queue pairs in INIT state: 0
   Queue pairs in RTR state: 0
   Queue pairs in RTS state: 0
   Queue pairs in SQD state: 0
   Queue pairs in SQE state: 0
   Queue pairs in ERR state: 0
   Queue pair events: 0
   Completion queues allocated: 1
   Completion queue events: 0
   Shared receive queues allocated: 0
   Shared receive queue events: 0
   Protection domains allocated: 1
   Memory regions allocated: 3
   Address handles allocated: 0
   Memory windows allocated: 0

準仮想化 RDMA デバイス （PVRDMA） の設定

vCenter インタフェースを使用して PVRDMA を設定するには、次の手順を実行します。 

1. 次のよ う にし て、 新しい分散仮想スイ ッ チを作成し設定し ます。

a. VMware vSphere Web ク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンウ ィ ン ド ウの左側ペ

イ ンで、 RoCE ノ ー ド を右ク リ ッ ク し ます。

b. ア ク シ ョ ン メ ニューで、 Distributed Switch （分散スイ ッ チ） をポイ ン ト

し て、 New Distributed Switch （新しい分散スイ ッ チ） を ク リ ッ ク し ま

す。
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c. バージ ョ ン 6.5.0 を選択し ます。

d. New Distributed Switch （新しい分散スイ ッ チ） の下で、 Edit settings
（設定の編集） を ク リ ッ ク し て、 次の項目を設定し ます。

 Number of uplinks （ア ッ プ リ ン ク数）。 適切な値を選択し ます。

 Network I/O Control （ネ ッ ト ワーク  I/O コ ン ト ロール）。 Disabled
（無効） を選択し ます。

 Default port group （デフ ォル ト ポー ト グループ）。 このチ ェ ッ ク

ボ ッ クスにチ ェ ッ クマーク を入れます。
 Port group name （ポー ト グループ名）。 ポー ト グループの名前を入

力し ます。

図 6-6 はその一例です。

図 6-6. 新しい分散スイッチの設定

2. 次のよ う に分散仮想スイ ッ チを設定し ます。

a. VMware vSphere Web ク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンウ ィ ン ド ウの左側ペ

イ ンにある RoCE ノ ー ド を展開し ます。

b. RoCE-VDS を右ク リ ッ ク し て、 Add and Manage Hosts （ホス ト の追加

と管理） を ク リ ッ ク し ます。

c. Add and Manage Hosts （ホス ト の追加と管理） の下で、 次の項目を設定

し ます。

 Assign uplinks （ア ッ プ リ ン クの割り当て）。 利用可能なア ッ プ リ ン

クのリ ス ト から選択し ます。

 Manage VMkernel network adapters （VMkernel ネ ッ ト ワーク

アダプ ターの管理）。 デフ ォル ト をそのまま使用し、 Next （次へ） を

ク リ ッ ク し ます。

 Migrate VM networking （VM ネ ッ ト ワークの移行）。 手順 1 で作

成し たポー ト グループを割り当てます。
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3. ESX ホス ト で使用する PVRDMA 用の vmknic を割り当てます。

a. ホス ト を右ク リ ッ ク し て Settings （設定） を ク リ ッ ク し ます。

b. Settings （設定） ページで、 System （システム） ノ ー ド を展開し、

Advanced System Settings （システム詳細設定） を ク リ ッ ク し ます。

c. Advanced System Settings （システム詳細設定） ページに、 キーペア値と

そのサマ リが表示されます。 Edit （編集） を ク リ ッ ク し ます。

d. Edit Advanced System Settings （システム詳細設定の編集） ページで、

PVRDMA にフ ィ ルタ をかけて、 すべての設定を Net.PVRDMAVmknic だ
けに絞り ます。

e. Net.PVRDMAVmknic 値を vmknic に設定し ます。 た と えば、 vmk1 と
し ます。

図 6-7 はその一例です。

図 6-7. PVRDMA 用の vmknic の割り当て

4. PVRDMA のフ ァ イアウォールルールを設定し ます。

a. ホス ト を右ク リ ッ ク し て Settings （設定） を ク リ ッ ク し ます。

b. Settings （設定） ページで、 System （システム） ノ ー ド を展開し、

Security Profile （セキュ リ テ ィ プロ フ ァ イル） を ク リ ッ ク し ます。

c. Firewall Summary （フ ァ イアウォールサマ リ） ページで、 Edit （編集） を

ク リ ッ ク し ます。

d. Edit Security Profile （セキュ リ テ ィ プロ フ ァ イルの編集） ダイアログボ ッ

ク スの Name （名前） の下で、 下にスク ロールし、 pvrdma チ ェ ッ クボ ッ

ク スにチ ェ ッ ク マーク を付け、 Set Firewall （フ ァ イアウォールの設定）

チ ェ ッ クボ ッ ク スにチ ェ ッ ク マーク を付けます。
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図 6-8 はその一例です。

図 6-8. ファイアウォールルールの設定

5. 次の手順に従っ て PVRDMA 用に VM を設定し ます。

a. 次のサポー ト されるゲス ト  OS のいずれかを イ ンス ト ールし ます。

 RHEL 7.2
 Ubuntu 14.04 （カーネルバージ ョ ン 4.0）

b. OFED-3.18 を イ ンス ト ールし ます。

c. PVRDMA ゲス ト ド ラ イバおよびラ イブ ラ リ を コ ンパイルし イ ンス ト ールし

ます。

d. 次の手順に従っ て、 新しい PVRDMA ネ ッ ト ワーク アダプ ターを VM に追

加し ます。

 VM 設定を編集し ます。

 新しいネ ッ ト ワーク アダプ ターを追加し ます。

 新し く 追加し た DVS ポー ト グループを Network （ネ ッ ト ワーク） と

し て選択し ます。
 アダプ タータ イプ と し て PVRDMA を選択し ます。

e. VM が起動し た後、 PVRDMA ゲス ト ド ラ イバがロー ド されている こ と を確

認し ます。
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7 iSER の設定

本章では、 Linux （RHEL および SLES） を対象と し た iSCSI Extensions for RDMA
（iSER） の以下の設定手順について説明し ます。 

 作業を始める前に

 RHEL 用の iSER の設定

 SLES 12 の iSER の設定

 Linux のパフ ォーマンスの最適化

作業を始める前に
iSER の設定準備を行う際は、 次の点を考慮し て く だ さい。

 次のオペレーテ ィ ングシステムの場合、 iSER はイ ンボ ッ クス OFED でのみサ

ポー ト されます。

 RHEL 7.1 および 7.2
 SLES 12 および 12 SP1
 CentOS 7.2

 非イ ンボ ッ クス OFED では iSER ターゲ ッ ト 設定はサポー ト されず、 最新の非イ

ンボ ッ ク ス OFED バージ ョ ンで ib_isert モジュールは使用できません。

 ターゲ ッ ト へのログイン後、 または I/O ト ラ フ ィ ッ クの実行中、 Linux RoCE 
qedr ド ラ イバをアンロー ド する と、 システムがク ラ ッ シュする可能性があ り ます。

 I/O の実行中、 イ ン タ フ ェースのダウン / ア ッ プテス ト を実施し た り、 ケーブルの

プルテス ト を実施し た りする と、 システムク ラ ッ シュにつながる恐れのある ド ラ
イバまたは iSER モジュールのエ ラーが発生する可能性があ り ます。 この場合は、

システムを再起動し て く だ さい。
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RHEL 用の iSER の設定

RHEL 用に iSER を設定するには、次の手順を実行します。

1. 64 ページの 「RHEL 用の RoCE 設定」 の説明に従って、 イ ンボ ッ クス OFED を
イ ンス ト ールし ます。 非イ ンボ ッ ク スの OFED 3.18-2 GA/3.18-3 GA バージ ョ

ンでは ib_isert モジュールを使用できないため、 非イ ンボ ッ ク ス OFED は iSER 
でサポー ト されません。 イ ンボ ッ ク ス ib_isert モジュールは、 いかなる非イ ン

ボ ッ クス OFED バージ ョ ン と も連動し ません。

2. 11 ページの 「Linux ド ラ イバの削除」 の説明に従って、 既存の FastLinQ ド ラ イ

バをアンロー ド し ます。

3. 15 ページの 「RDMA あ りの Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール」 の説明に従って最

新の FastLinQ ド ラ イバと  libqedr パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。

4. RDMA サービスをロー ド し ます。

systemctl start rdma
modprobe qedr
modprobe ib_iser
modprobe ib_isert

5. lsmod | grep qed および l smod | grep iser コ マン ド を発行し て、 イニ

シエータおよびターゲ ッ ト デバイスにロー ド されたすべての RDMA および iSER 
モジュールを確認し ます。

6. ibv_devinfo コ マン ド を発行し て、 別々の hca_id イ ンス タ ンスがある こ と を

確認し ます （66 ページの 手順 6 を参照）。

7. イニシエータデバイス と ターゲ ッ ト デバイスで RDMA 接続をチ ェ ッ ク し ます。

a. イニシエータデバイスで次のコ マン ド を発行し ます。

rping -s -C 10 -v
b. ターゲ ッ ト デバイスで次のコ マン ド を発行し ます。

rping -c -a 192.168.100.99 -C 10 -v
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図 7-1 は RDMA ping が成功し た例を示し ます。

図 7-1. RDMA 成功した ping
8. iSER をテス ト するために Linux TCM-LIO ターゲ ッ ト を使用できます。 セ ッ ト

ア ッ プは、 対象と なるポータル上で コ マン ド  enable_iser Boolean=true を
発行する こ と以外は、 どの iSCSI ターゲ ッ ト でも同じ です。 ポータルイ ンス タ ン

スは図 7-2 で iser と し て認識されています。

図 7-2. iSER ポータルインスタンス

9. yum install iscsi-initiator-utils コ マン ド を使用し て、 Linux iSCSI 
Initiator Utilities を イ ンス ト ールし ます。

a. iSER ターゲ ッ ト を検出するには、 iscsiadm コ マン ド を発行し ます。 例 ：

iscsiadm -m discovery -t st -p 192.168.100.99:3260
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b. ト ラ ンスポー ト モー ド を iSER に変更するには、 iscsiadm コ マン ド を発

行し ます。 例 ：

iscsiadm -m node -T iqn.2015-06.test.target1 -o update -n 
iface.transport_name -v iser

c. iSER ターゲ ッ ト に接続またはログイ ンするには、 iscsiadm コ マン ド を発

行し ます。 例 ：

iscsiadm -m node -l -p 192.168.100.99:3260 -T 
iqn.2015-06.test.target1

d. ターゲ ッ ト 接続において Iface Transport が iser である こ と を確認

し ます （図 7-3 を参照）。 iscsiadm  コ マン ド を発行し ます。 例 ：

iscsiadm -m session -P2

図 7-3. Iface トランスポート確認
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e. 図 7-4 に示すよ う に新しい iSCSI デバイスがある こ と を確認するには、 
lsscsi コ マン ド を発行し ます。

図 7-4. 新しい iSCSI デバイスの確認

SLES 12 の iSER の設定
targetcli は SLES 12.x でイ ンボ ッ クスではないため、 次の手順を完了する必要があ り

ます。

SLES 12 の iSER の設定：

1. targetcli を イ ンス ト ールするには、 ISO イ メ ージ （x86_64 と  noarch の場所）

から次の RPM を コ ピーし、 イ ンス ト ールし ます。

lio-utils-4.1-14.6.x86_64.rpm
python-configobj-4.7.2-18.10.noarch.rpm
python-PrettyTable-0.7.2-8.5.noarch.rpm
python-configshell-1.5-1.44.noarch.rpm
python-pyparsing-2.0.1-4.10.noarch.rpm
python-netifaces-0.8-6.55.x86_64.rpm 
python-rtslib-2.2-6.6.noarch.rpm
python-urwid-1.1.1-6.144.x86_64.rpm
targetcli-2.1-3.8.x86_64.rpm

2. targetcli を起動する前に、 以下のよ う にすべての RoCE デバイス ド ラ イバと  
iSER モジュールをロー ド し ます。

# modprobe qed
# modprobe qede
# modprobe qedr
# modprobe ib_iser  （イニシエータ）

# modprobe ib_isert （ターゲット）

3. iSER ターゲ ッ ト を設定する前に、 66 ページの手順 7 にあるよ う に、 NIC イ ン タ

フ ェ ースを設定し て、 L2 と  RoCE ト ラ フ ィ ッ ク を実行し ます。

4. targetcli  ユーテ ィ リ テ ィ を起動し、 iSER ターゲ ッ ト システム上で ターゲ ッ ト を

設定し ます。
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Linux のパフォーマンスの最適化
このセク シ ョ ンにある次の Linux のパフ ォーマンス設定エンハンス メ ン ト を考慮し て く

だ さい。

 CPU を最大パフ ォーマンスモー ド に設定

 カーネル sysctl の設定

 IRQ アフ ィ ニテ ィ の設定

 ブロ ッ クデバイスステージングの設定

CPU を最大パフォーマンスモードに設定
次のスク リ プ ト を使用し て CPU scaling governor を performance に設定する こ とに

よ り、 すべての CPU を最大パフ ォーマンスモー ド に設定し ます。

for CPUFREQ in 
/sys/devices/system/cpu/cpu*/cpufreq/scaling_governor; do [ -f 
$CPUFREQ ] || continue; echo -n performance > $CPUFREQ; done
次のコ マン ド を発行する こ と によ り、 すべての CPU コ アが最大パフ ォーマンスモー ド

に設定されたこ と を確認し ます。

cat /sys/devices/system/cpu/cpu*/cpufreq/scaling_governor

メモ

targetcli  のバージ ョ ンは、 RHEL と  SLES では異な り ます。 適切なバッ ク

ス ト アを使用し て ターゲ ッ ト を設定し て く だ さい。

 RHEL は ramdisk を使用し ます。

 SLES は rd_mcp を使用し ます。
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カーネル sysctl の設定
次のよ う にカーネル sysctl 設定を設定し ます。

sysctl -w net.ipv4.tcp_mem="4194304 4194304 4194304"
sysctl -w net.ipv4.tcp_wmem="4096 65536 4194304"
sysctl -w net.ipv4.tcp_rmem="4096 87380 4194304"
sysctl -w net.core.wmem_max=4194304
sysctl -w net.core.rmem_max=4194304
sysctl -w net.core.wmem_default=4194304
sysctl -w net.core.rmem_default=4194304
sysctl -w net.core.netdev_max_backlog=250000
sysctl -w net.ipv4.tcp_timestamps=0
sysctl -w net.ipv4.tcp_sack=1
sysctl -w net.ipv4.tcp_low_latency=1 
sysctl -w net.ipv4.tcp_adv_win_scale=1
echo 0 > /proc/sys/vm/nr_hugepages

IRQ アフィニティの設定
以下の例では、 CPU コ ア 0、 1、 2、 および 3 をそれぞれ IRQ XX、 YY、 ZZ、 および 
XYZ に設定し ます。 ポー ト に割り当てられている IRQ ご とにこれらの手順を行います

（デフ ォル ト はポー ト あた り  8 個のキュー）。

systemctl disable irqbalance
systemctl stop irqbalance
cat /proc/interrupts | grep qedr  各ポー ト キューに割り当てられている IRQ 
を表示

echo 1 > /proc/irq/XX/smp_affinity_list
echo 2 > /proc/irq/YY/smp_affinity_list
echo 4 > /proc/irq/ZZ/smp_affinity_list
echo 8 > /proc/irq/XYZ/smp_affinity_list

ブロックデバイスステージングの設定
各 iSCSI デバイス / ターゲ ッ ト のブロ ッ クデバイスステージングを次のよ う に設定し ます。

echo noop > /sys/block/sdd/queue/scheduler
echo 2 > /sys/block/sdd/queue/nomerges
echo 0 > /sys/block/sdd/queue/add_random
echo 1 > /sys/block/sdd/queue/rq_affinity
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8 SR-IOV 設定

SR-IOV （Single root input/output virtualization ： シングルルー ト 入力 / 出力仮想化）

は、 単一の PCI Express （PCIe） デバイスを複数の個別の物理 PCIe デバイス と し て

表示されるよ う にする PCI SIG による規格です。 SR-IOV は、 パフ ォーマンス、 相互

運用性、 管理容易性のために PCIe リ ソースの孤立化を可能にし ます。 

本章には以下の設定の指示が記載されています。

 Windows での SR-IOV の設定 

 Linux での SR-IOV の設定 

 VMware での SR-IOV の設定 

Windows での SR-IOV の設定

Windows で SR-IOV を設定するには次の手順を行います。

1. サーバー BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ にアクセス し て、 System BIOS 
Settings （システム BIOS 設定） を ク リ ッ ク し ます。

2. System BIOS Settings （システム BIOS 設定） ページで、 Integrated Devices
（統合デバイス） を ク リ ッ ク し ます。

3. Integrated Devices （統合デバイス） ページ （図 8-1） で次の手順を行います。

a. SR-IOV Global Enable （SR-IOV グローバル有効化） オプシ ョ ンを 
Enabled （有効） にし ます。

b. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

メモ

現在のリ リースでは、 一部の SR-IOV 機能が完全に有効化されていない可能性が

あ り ます。 
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図 8-1. SR-IOV のセットアップユーティリティ：統合デバイス

4. 選択し たアダプ ターの Main Configuration Page （メ イ ン設定ページで、 Device 
Level Configuration （デバイスレベルの設定） を ク リ ッ ク し ます。

5. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） の Device Level Configuration
（デバイスレベル設定） （図 8-2） で次の手順を行います。

a. Virtualization Mode （仮想化モー ド） を SR-IOV にセ ッ ト し ます。

b. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

図 8-2. SR-IOV のセットアップユーティリティ：デバイスレベルの設定

6. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 Finish （終了） を ク リ ッ ク

し ます。

7. Warning - Saving Changes （警告 - 変更の保存中） メ ッ セージボ ッ クス内で、

Yes （はい） を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

8. Success - Saving Changes （変更の保存に成功） メ ッ セージボ ッ ク ス内で、 OK 
を ク リ ッ ク し ます。
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9. ミ ニポー ト アダプ ター上で SR-IOV を有効にするには、 次の手順を行います。

a. デバイスマネージ ャにア クセス し ます。

b. ミ ニポー ト アダプ タープロパテ ィ を開いて、 Advanced （詳細設定） タ ブ

を ク リ ッ ク し ます。

c. Advanced （詳細設定） プロパテ ィ のページ （図 8-3） の Property （プロ

パテ ィ ） の下で SR-IOV を選択し てから値を Enabled （有効） にセ ッ ト し

ます。

d. OK を ク リ ッ ク し ます。

図 8-3. アダプタープロパティ、詳細設定：SR-IOV の有効化

10. SR-IOV で Virtual Machine Switch （仮想マシンスイ ッ チ） を作成するには、 次

の手順を実行し ます （90 ページの図 8-4）。

a. Hyper-V Manager を起動し ます。

b. Virtual Switch Manager （仮想スイ ッ チマネージャ） を選択し ます。 

c. Name （名前） のボ ッ クスに仮想スイ ッ チの名前を入力し ます。

d. Connection type （接続タ イプ） の下で External network （外部ネ ッ ト

ワーク） を選択し ます。

e. Enable single-root I/O virtualization (SR-IOV) （シングルルー ト  I/O 仮
想化 （SR-IOV） を有効にする） チ ェ ッ クボ ッ ク スにチ ェ ッ ク マーク を入れ

て、 Apply （適用） を ク リ ッ ク し ます。 
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図 8-4. 仮想スイッチマネージャ：SR-IOV の有効化

f. Apply Networking Changes （ネ ッ ト ワークの変更を適用） メ ッ セージボ ッ

ク スで、 変更の保留はネットワークの接続を中断させることがあるとい う
メ ッ セージが表示されます。 変更内容を保存し て続行するには、 Yes （は

い） を ク リ ッ ク し ます。

メモ

vSwitch を作成する と きには、 必ず SR-IOV を有効に し て く だ さい。

このオプシ ョ ンは、 vSwitch の作成後に使用できな く な り ます。
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11. 仮想マシンのスイ ッ チ能力を取得するには、 次の Windows PowerShell コ マン ド

を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Get-VMSwitch -Name SR-IOV_vSwitch | fl
Get-VMSwitch コ マン ドの出力には、 次の SR-IOV 能力が含まれます。

IovVirtualFunctionCount : 96
IovVirtualFunctionsInUse : 1

12. 仮想マシン （VM） を作成し て、 VM で仮想機能 （VF） をエ ク スポー ト するには

次の手順を実行し ます。

a. 仮想マシンを作成し ます。

b. VMNetworkadapter を仮想マシンに追加し ます。

c. VMNetworkadapter に仮想スイ ッ チを割り当てます。

d. VM <VM_Name> の設定ダイアログボ ッ ク ス （図 8-5） の Hardware 
Acceleration （ハー ド ウ ェ ア加速） ページ、 Single-root I/O 
virtualization （シングルルー ト  I/O 仮想化） の下で、 Enable SR-IOV
（SR-IOV の有効化） チ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ クマーク を入れて OK を ク

リ ッ ク し ます。

メモ

仮想アダプ ター接続を作成し た後、 いつでも （ ト ラ フ ィ ッ クが実行し
ている間でも） SR-IOV 設定を有効または無効にできます。



8–SR-IOV 設定

Windows での SR-IOV の設定

92 BC0154503-04  E

図 8-5. VM の設定：SR-IOV の有効化

13. VM で検知されたアダプ ターに QLogic ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。 ホス ト  
OS 用にベンダーから提供される最新のド ラ イバを使用し て く だ さい （イ ンボ ッ ク

ス ド ラ イバは使用し ないで く だ さい）。

メモ

必ず VM と ホス ト システムで同じ ド ラ イバパッ ケージを使用し て く だ さい。

た と えば、 Windows VM と  Windows Hyper-V ホス ト で同じ  qeVBD およ

び qeND ド ラ イババージ ョ ンを使用し ます。
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ド ラ イバを イ ンス ト ールし た後、 QLogic アダプ ターが VM に表示されます。

図 8-6 はその一例です。

図 8-6. デバイスマネージャ：QLogic アダプターありの VM
14. SR-IOV VF の詳細を表示するには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行

し ます。

PS C:\Users\Administrator> Get-NetadapterSriovVf
図 8-7 は出力の一例です。

図 8-7. Windows PowerShell コマンド：Get-NetadapterSriovVf
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Linux での SR-IOV の設定

Linux で SR-IOV を設定するには次の手順を行います。

1. サーバー BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ にアクセス し て、 System BIOS 
Settings （システム BIOS 設定） を ク リ ッ ク し ます。

2. System BIOS Settings （システム BIOS 設定） ページで、 Integrated Devices
（統合デバイス） を ク リ ッ ク し ます。

3. System Integrated Devices （システム統合デバイス） ページ （88 ページの

図 8-1 参照） で次の手順を行います。

a. SR-IOV Global Enable （SR-IOV グローバル有効化） オプシ ョ ンを 
Enabled （有効） にし ます。

b. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

4. System BIOS Settings （システム BIOS 設定） ページで、 Processor 
Settings （プロセ ッサの設定） を ク リ ッ ク し ます。
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5. Processor Settings （プロセ ッサの設定） ページ （図 8-8） で次の手順を行います。

a. Virtualization Technology （仮想化テ ク ノ ロジ） オプシ ョ ンを Enabled
（有効） にセ ッ ト し ます。

b. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

図 8-8. セットアップユーティリティ：SR-IOV のプロセッサ設定

6. セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ ページで、 Device Settings （デバイスの設定） を

選択し ます。

7. Device Settings （デバイス設定） のページで、 QLogic アダプ ター用に Port 1
（ポー ト  1） を選択し ます。
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8. Device Level Configuration （デバイスレベル設定） ページ （図 8-9） で次の手

順を行います。

a. Virtualization Mode （仮想化モー ド） を SR-IOV にセ ッ ト し ます。

b. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

図 8-9. SR-IOV のセットアップユーティリティ：統合デバイス

9. Main Configuration （メ イ ン設定） ページで Finish （終了） を ク リ ッ ク し て、 設

定を保存し てから システムを再起動し ます。

10. 仮想化を有効化し、 確認するには、 次の手順を実行し ます。

a. grub.conf フ ァ イルを開いて iommu パラ メ ータ を設定し ます （図 8-10 参

照）。 

 Intel ベースシステムの場合は、 intel_iommu=on を追加し ます。

 AMD ベースシステムの場合は、 amd_iommu=on を追加し ます。
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図 8-10. SR-IOV の grub.conf ファイルの編集

b. grub.conf フ ァ イルを保存し て、 システムを再起動し ます。

c. 変更が行われたこ と を確認するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

dmesg | grep  -I  iommu 
成功の入力出力メ モ リ管理ユニ ッ ト （IOMMU） コ マン ドが次の例のよ う な

出力を示し ます。

Intel-IOMMU: enabled
d. VF の詳細 （VF の数や VF の合計数） を表示するには、 find 

/sys/|grep -I sriov コ マン ド を発行し ます。

11. 特定のポー ト で、 VF の数を有効にし ます。

a. 有効にするには次のコ マン ド を発行し ます。 た と えば、 PCI イ ンス タ ンス 
04:00.0 （バス 4、 デバイス 0、 機能 0） での 8 VF は次のよ う にな り ます。

[root@ah-rh68 ~]# echo 8 > 
/sys/devices/pci0000:00/0000:00:02.0/0000:04:00.0/sriov_numvfs
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b. コ マン ド 出力 （図 8-11） を見直し て、 実際の VF がバス 4、 デバイス 2
（0000:00:02.0 パラ メ ータから）、 機能 0 ～ 7 で作成されたこ と を確認し ま

す。 実際のデバイス ID が PF （この例では 8070） と  VF （この例では 
9090） で異なる こ とに注意し て く だ さい。

図 8-11. sriov_numvfs コマンド出力

12. 全ての PF および VF イ ン タ フ ェースのリ ス ト を表示するには、 以下のコ マン ド

を実行し ます。

# ip link show/ifconfig -a
図 8-12 は出力の一例です。

図 8-12. ip link show コマンドのコマンド出力



8–SR-IOV 設定

Linux での SR-IOV の設定

99 BC0154503-04  E

13. MAC ア ド レスを割り当て、 確認し ます。

a. VF に MAC ア ド レスを割り当てるには、 次のコ マン ド を発行し ます。

ip link set <pf device> vf <vf index> mac <mac address>
b. VF イ ン タ フ ェースが割り当てた MAC ア ド レスで動作し ている こ と を確認

し ます。

14. VM の電源を切り  VF を取り付けます。 （一部の OS は VM への VF のホ ッ ト プ ラ

グをサポー ト し ます。）

a. Virtual Machine （仮想マシン） ダイアログボ ッ ク ス （図 8-13） で、 Add 
Hardware （ハー ド ウ ェ アの追加） を ク リ ッ ク し ます。 

図 8-13. RHEL68 仮想マシン

b. Add New Virtual Hardware （新しい仮想ハー ド ウ ェ アの追加） ダイアログ

ボ ッ クスの左ペイ ン （図 8-14） で、 PCI Host Device （PCI ホス ト デバイ

ス） を ク リ ッ ク し ます。 

c. 右ペイ ンで、 ホス ト デバイスを選択し ます。
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d. Finish （終了） を ク リ ッ ク し ます。

図 8-14. 新しい仮想ハードウェアの追加

15. VM の電源を入れ、 次のコ マン ド を発行し ます。

check lspci -vv|grep -I ether 
16. VM で検知されたアダプ ターに ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。 ホス ト  OS 用に

ベンダーから提供される最新のド ラ イバを使用し て く だ さい （イ ンボ ッ クス ド ラ
イバは使用し ないで く だ さい）。 ホス ト と  VM には同じバージ ョ ンのド ラ イバを イ

ンス ト ールする必要があ り ます。

17. 必要に応じ て VM に さ らに VF を追加し ます。

VMware での SR-IOV の設定

VMware で SR-IOV を設定するには次の手順を行います。

1. サーバー BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ にアクセス し て、 System BIOS 
Settings （システム BIOS 設定） を ク リ ッ ク し ます。

2. System BIOS Settings （システム BIOS 設定） ページで、 Integrated Devices
（統合デバイス） を ク リ ッ ク し ます。

3. Integrated Devices （統合デバイス） ページ （88 ページの図 8-1 参照） で次の手

順を行います。

a. SR-IOV Global Enable （SR-IOV グローバル有効化） オプシ ョ ンを 
Enabled （有効） にし ます。

b. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

4. セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ ページで、 Device Settings （デバイスの設定） を

選択し ます。
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5. Device Settings （デバイス設定） のページで 25G QL45212 Adapter 用にポー

ト を選択し ます。

6. Device Level Configuration （デバイスレベル設定） ページ （88 ページの図 8-2
参照） で次の手順を行います。

a. Virtualization Mode （仮想化モー ド） を SR-IOV にセ ッ ト し ます。

b. Back （戻る） を ク リ ッ ク し ます。

7. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 Finish （終了） を ク リ ッ ク

し ます。

8. 設定を保存し て、 システムを再起動し ます。

9. ポー ト あた りの VF の必要数を有効にするには （この例では、 デュアルポー ト ア

ダプ ターのポー ト ご と に 16）、 次のコ マン ド を発行し ます。

"esxcfg-module -s "max_vfs=16,16" qedentv"

10. ホス ト を再起動し ます。

11. モジュールレベルで変更が行われたこ と を確認するには、 次のコ マン ド を発行し
ます。

"esxcfg-module -g qedentv"
[root@localhost: ~] esxcfg-module -g qedentv
qedentv enabled = 1 options = 'max_vfs=16,16'

メモ

QL45212 Adapter のそれぞれのイーサネ ッ ト 機能には、 専用のエン ト リが

必要です。
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12. VF が実際に作成されたかを確認するには、 次のよ う に lspci コ マン ド を発行し

ます。

[root@localhost: ~] lspci | grep -i QLogic | grep -i 'ethernet\|network' | more
0000:05:00.0 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx 10/25 
GbE Ethernet Adapter [vmnic6]
0000:05:00.1 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx 10/25 
GbE Ethernet Adapter [vmnic7]
0000:05:02.0 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.0_VF_0]
0000:05:02.1 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.0_VF_1]
0000:05:02.2 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.0_VF_2]
0000:05:02.3 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL41xQL45xxxxx 
Series 10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.0_VF_3]
.
.
.
0000:05:03.7 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.0_VF_15]
0000:05:0e.0 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.1_VF_0]
0000:05:0e.1 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.1_VF_1]
0000:05:0e.2 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.1_VF_2]
0000:05:0e.3 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.1_VF_3]
.
.
.
0000:05:0f.6 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.1_VF_14]
0000:05:0f.7 Network controller: QLogic Corp. QLogic FastLinQ QL45xxx Series 
10/25 GbE Controller (SR-IOV VF) [PF_0.5.1_VF_15]

13. 各ポー ト の VF を有効にするには、 次のよ う に esxcli  コ マン ド を発行し ます。

[root@localhost: ~] esxcli network sriovnic vf list -n vmnic6
VF ID  Active  PCI Address  Owner World ID
-----  ------  -----------  --------------
    0    true  005:02.0     60591
    1    true  005:02.1     60591
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    2   false  005:02.2      -
    3   false  005:02.3      -
    4   false  005:02.4      -
    5   false  005:02.5      -
    6   false  005:02.6      -
    7   false  005:02.7      -
    8   false  005:03.0      -
    9   false  005:03.1      -
   10   false  005:03.2      -
   11   false  005:03.3      -
   12   false  005:03.4      -
   13   false  005:03.5      -
   14   false  005:03.6      -
   15   false  005:03.7      -

14. 次のよ う に VF を VM に取り付けます。

a. VM の電源を切り  VF を取り付けます。 （一部の OS は VM への VF のホ ッ

ト プ ラグをサポー ト し ます。）

b. ホス ト を VMware vCenter Server Virtual Appliance （vCSA） に追加し

ます。

c. VM の Edit Settings （設定の編集） を ク リ ッ ク し ます。

15. Edit Settings （設定の編集） ダイアログボ ッ クス （図 8-15） で次の手順を行いま

す。

a. New Device （新規デバイス） ボ ッ クスで、 Network （ネ ッ ト ワーク） を

選択し、 Add （追加） を ク リ ッ ク し ます。

b. Adapter Type （アダプ タータ イプ） で SR-IOV Passthrough （SR-IOV 
パススルー） を選択し ます。

c. Physical Function （物理機能） で、 QLogic VF を選択し ます。
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d. 設定の変更内容を保存し、 このダイアログボ ッ ク スを閉じ るには、 OK を ク

リ ッ ク し ます。

図 8-15. VMware ホスト編集設定

16. VM の電源を入れて ifconfig -a コ マン ド を発行し、 追加されたネ ッ ト ワーク

イ ン タ フ ェ ースが表示される こ と を確認し ます。
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17. VM で検知されたアダプ タに QLogic ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。ホス ト  OS 
用にベンダーから提供される最新のド ラ イバを使用し て く だ さい （イ ンボ ッ ク ス
ド ラ イバは使用し ないで く だ さい）。 ホス ト と  VM には同じバージ ョ ンのド ラ イバ

を イ ンス ト ールする必要があ り ます。

18. 必要に応じ て VM に さ らに VF を追加し ます。
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9 Windows Server 2016

本章では、 Windows Server 2016 についての次の情報を提供し ます。

 Hyper-V での RoCE イ ン タ フ ェースの設定

 Switch Embedded Teaming 上での RoCE

 RoCE 向けの QoS の設定

 VMMQ の設定

 VXLAN の設定

 Storage Spaces Direct の設定

 Nano Server の導入および管理

Hyper-V での RoCE インタフェースの設定
Windows Server 2016 の Network Direct Kernel Provider Interface （NDKPI） モー

ド -2 の Hyper-V では 、 ホス ト 仮想ネ ッ ト ワーク アダプ ター （ホス ト 仮想 NIC） が 
RDMA をサポー ト し ています。

本項の RoCE 設定手順には次が含まれます。

 RDMA 仮想 NIC での Hyper-V 仮想スイ ッ チの作成

 ホス ト 仮想 NIC への VLAN ID の追加

 RoCE が有効化されているかど うかの確認

 ホス ト 仮想 NIC （仮想ポー ト ） の追加

 SMB ド ラ イブのマ ッ ピングおよび RoCE ト ラ フ ィ ッ クの実行

メモ

Hyper-V 上での RoCE に DCBX が必要です。 DCBX を設定するには、 次のいず

れかで行います。

 HII を通じ て設定し ます （59 ページの 「アダプ ターの準備」 参照）。 
 QoS を通じ て設定し ます （114 ページの 「RoCE 向けの QoS の設定」 参照）。
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RDMA 仮想 NIC での Hyper-V 仮想スイッチの作成
本項の手順に従って Hyper-V 仮想スイ ッ チを作成し て、 ホス ト  VNIC で RDMA を有効

にし ます。

RDMA 仮想 NIC で Hyper-V 仮想スイッチを作成するには次の手順を行います。

1. Hyper-V Manager を起動し ます。

2. Virtual Switch Manager （仮想スイ ッ チマネージャ） （図 9-1 参照） を ク リ ッ ク

し ます。

図 9-1. ホスト仮想 NIC での RDMA の有効化

3. 仮想スイ ッ チを作成し ます。

4. Allow management operating system to share this network adapter （管

理オペレーテ ィ ングシステムがこのネ ッ ト ワーク アダプ ターを共有するのを許可
する） チ ェ ッ クボ ッ ク スにチ ェ ッ ク マーク を入れます。

Windows Server 2016 では、 新しいパラ メ ータ ネ ッ ト ワークダイ レ ク ト （RDMA） が

ホス ト 仮想 NIC に追加されます。

ホスト仮想 NIC で RDMA を有効化するには、次の手順を行います。

1. Hyper-V Virtual Ethernet Adapter Properties （Hyper-V 仮想イーサネ ッ ト アダ

プ タープロパテ ィ ） ウ ィ ン ド ウを開きます。

2. Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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3. Advanced （詳細設定） ページ （図 9-2） で次の手順を行います。

a. Property （プロパテ ィ ） の下で、 Network Direct (RDMA) （ネ ッ ト ワー

クダイ レ ク ト （RDMA）） を選択し ます。

b. Value （値） の下で、 Enabled （有効） を選択し ます。

c. OK を ク リ ッ ク し ます。

図 9-2. Hyper-V 仮想イーサネットアダプタープロパティ

4. RDMA を有効にするには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Enable-NetAdapterRdma "vEthernet 
(New Virtual Switch)"
PS C:\Users\Administrator>

ホスト仮想 NIC への VLAN ID の追加

ホスト仮想 NIC へ VLAN ID を追加するには、次の手順を行います。

1. ホス ト 仮想 NIC 名を見つけるには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行

し ます。

PS C:\Users\Administrator> Get-VMNetworkAdapter -ManagementOS
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図 9-3 はコ マン ド出力を示し ます。

図 9-3. Windows PowerShell コマンド：Get-VMNetworkAdapter
2. VLAN ID をホス ト 仮想 NIC にセ ッ ト するには、 次の Windows PowerShell コ マ

ン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Set-VMNetworkAdaptervlan 
-VMNetworkAdapterName "New Virtual Switch" -VlanId 5 -Access 
-Management05

RoCE が有効化されているかどうかの確認

RoCE が有効化されているかどうか確認するには、次の手順を行います。

 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

Get-NetAdapterRdma 
コ マン ド 出力は RDMA でサポー ト されるアダプ ターを表示し ます （図 9-4 参

照）。

図 9-4. Windows PowerShell コマンド：Get-NetAdapterRdma

メモ

ホス ト 仮想 NIC への VLAN ID の追加について次のこ とに注意し ます。

 VLAN ID をホス ト 仮想 NIC に割り当てる必要があ り ます。 全てのイ ン

タ フ ェースおよびスイ ッ チに同じ  VLAN ID を割り当てる必要があ り ま

す。

 RoCE 用にホス ト 仮想 NIC を使用する際には、 VLAN ID が物理イ ン タ

フ ェ ースに割り当てられていないこ と を確認し ます。

 ホス ト 仮想 NIC を複数作成する場合は、 それぞれのホス ト 仮想 NIC に
異なる VLAN を割り当てる こ とができます。
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ホスト仮想 NIC（仮想ポート）の追加

ホスト仮想 NIC を追加するには次の作業を行います。

1. ホス ト 仮想 NIC を追加するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

Add-VMNetworkAdapter -SwitchName "New Virtual Switch" -Name 
SMB - ManagementOS

2. ホス ト 仮想 NIC での RDMA を 107 ページの 「ホス ト 仮想 NIC で RDMA を有効

化するには、 次の手順を行います。」 に示すよ う に有効に し ます。

3. 仮想ポー ト に VLAN ID ア ド レスを割り当てるには、 次のコ マン ド を発行し ます。

Set-VMNetworkAdapterVlan -VMNetworkAdapterName SMB -VlanId 5 
-Access -ManagementOS

SMB ドライブのマッピングおよび RoCE トラフィックの実行

SMB ドライブをマップし、RoCE トラフィックを実行するには、次の手順を行います。

1. Performance Monitor （Perfmon） を起動し ます。

2. Add Counters （カウン タの追加） ダイアログボ ッ ク ス （図 9-5） で次の手順を実

行し ます。

a. Available counters （利用可能なカウン タ） の下で RDMA Activity
（RDMA アク テ ィ ビテ ィ ） を選択し ます。

b. Instances of selected object （選択し たオブジ ェ ク ト のイ ンス タ ンス）

の下で、 アダプ ターを選択し ます。
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c. Add （追加） を ク リ ッ ク し ます。

図 9-5. カウンタの追加ダイアログボックス



9–Windows Server 2016
Switch Embedded Teaming 上での RoCE

112 BC0154503-04  E

RoCE ト ラ フ ィ ッ クが動作し ている場合は、 カウン タは 図 9-6 にあるよ う に表示

されます。

図 9-6. パフォーマンスモニタによる RoCE トラフィックの表示

Switch Embedded Teaming 上での RoCE
SET （Switch Embedded Teaming ： スイ ッ チ内搭載チー ミ ング機能） は、 Windows 
Server 2016 テ クニカルプレビ ューでの Hyper-V および Software Defined 
Networking （SDN） ス タ ッ ク を含む環境内で使用できる Microsoft の代替 NIC チーム

化ソ リ ューシ ョ ンです。 SET は、 一定限の NIC チーム化機能を Hyper-V 仮想スイ ッ チ

に一体化し ます。

SET を使用し て、 1 ～ 8 台のイーサネ ッ ト 物理ネ ッ ト ワーク アダプ ターを 1 つまたはそ

れ以上のソ フ ト ウ ェ アベースの仮想ネ ッ ト ワーク アダプ ターにグループ化し ます。 ネ ッ
ト ワーク アダプ ターが故障し た際に、 これらのアダプ ターは迅速なパフ ォーマンス と
フ ォール ト ト レ ラ ンスを提供し ます。 チームに入るには、 SET メ ンバーのネ ッ ト ワーク

アダプ ターは全て同じ物理 Hyper-V ホス ト 内にイ ンス ト ールされている必要があ り ま

す。

本項の SET 上での RoCE 手順には次のものがあ り ます。

 SET および RDMA 仮想 NIC での Hyper-V 仮想スイ ッ チの作成

 SET での RDMA の有効化

 SET での VLAN ID の割り当て

 SET での RDMA ト ラ フ ィ ッ クの実行
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SET および RDMA 仮想 NIC での Hyper-V 仮想スイッチの作成

SET および RDMA 仮想 NIC で Hyper-V 仮想スイッチを作成するには、次の手順を行

います。

 SET を作成するには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> New-VMSwitch -Name SET 
-NetAdapterName "Ethernet 2","Ethernet 3" 
-EnableEmbeddedTeaming $true
図 9-7 はコ マン ド出力を示し ます。

図 9-7. Windows PowerShell コマンド：New-VMSwitch

SET での RDMA の有効化

SET で RDMA を有効化するには、次の手順を行います。

1. アダプ ター上の SET を表示するには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発

行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Get-NetAdapter "vEthernet (SET)"
図 9-8 はコ マン ド出力を示し ます。

図 9-8. Windows PowerShell コマンド：Get-NetAdapter
2. SET で RDMA を有効にするには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行

し ます。

PS C:\Users\Administrator> Enable-NetAdapterRdma "vEthernet 
(SET)"

SET での VLAN ID の割り当て

SET での VLAN ID の割り当て

 SET で VLAN ID を割り当てるには、 次の Windows PowerShell コマン ド を発

行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Set-VMNetworkAdapterVlan 
-VMNetworkAdapterName "SET" -VlanId 5 -Access -ManagementOS
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SET での RDMA トラフィックの実行
SET での RDMA ト ラ フ ィ ッ クの実行については、 以下を参照し て く だ さい。

https: //technet.microsoft.com/en-us/library/mt403349.aspx

RoCE 向けの QoS の設定
サービス品質 （QoS） 設定には次の 2 つの方法があ り ます。

 アダプ ター上で DCBX を無効にする こ とによる QoS の設定 

 アダプ ター上で DCBX を有効にする こ とによる QoS の設定 

アダプター上で DCBX を無効にすることによる QoS の設定
アダプ ター上で DCBX を無効にする こ とによ っ てサービス品質を設定する前に、 使用

中の全てのシステムで全ての設定が完了し ている必要があ り ます。 優先度ベースのフ
ロー制御 （PFC）、 Enhanced Transition Services （ETS）、 および ト ラ フ ィ ッ ク ク ラ

スの設定は、 スイ ッ チ とサーバーで同じ でなければな り ません。

DCBX を無効にすることによって QoS を設定するには、次の手順を行います。

1. アダプ ター上で DCBX を無効にし ます。

2. HII を使用し て、 RoCE Priority （RoCE 優先度） を  0 にセ ッ ト し ます。

3. DCB の役割をホス ト にイ ンス ト ールするには、 次の Windows PowerShell コ マ

ン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrators> Install-WindowsFeature 
Data-Center-Bridging

4. DCBX Willing モー ド を False （誤） にセ ッ ト するには、 次の Windows 
PowerShell コ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrators> set-NetQosDcbxSetting -Willing 0

メモ

ホス ト 仮想 NIC へ VLAN ID を追加する際には、 次のこ とに注意し ます。

 RoCE 用にホス ト 仮想 NIC を使用する際には、 VLAN ID が物理イ ン タ

フ ェ ースに割り当てられていないこ と を確認し ます。

 ホス ト 仮想 NIC を複数作成する場合は、 異なる VLAN を各ホス ト 仮想 NIC 
に割り当てる こ とができます。

https: //technet.microsoft.com/en-us/library/mt403349.aspx
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5. ミ ニポー ト で次のよ う に QoS を有効に し ます。

a. ミ ニポー ト ウ ィ ン ド ウを開いて、 Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク

し ます。

b. アダプ ターの Advanced （詳細設定） プロパテ ィ のページ （図 9-9） の 
Property （プロパテ ィ ） の下で Quality of Service （サービス品質） を選

択し てから値を Enabled （有効） にセ ッ ト し ます。

c. OK を ク リ ッ ク し ます。

図 9-9. 詳細設定プロパティ：QoS の有効化

6. 次のよ う に VLAN ID を イ ン タ フ ェ ースに割り当てます。

a. ミ ニポー ト ウ ィ ン ド ウを開いて、 Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク

し ます。

b. アダプ ターの Advanced （詳細設定） プロパテ ィ のページ （図 9-10） の 
Property （プロパテ ィ ） の下で VLAN ID 選択し てから値をセ ッ ト し ます。

c. OK を ク リ ッ ク し ます。
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図 9-10. 詳細設定プロパティ：VLAN ID の設定

7. RoCE を特定の優先度にするために優先度フ ロー制御を有効にするには、 次のコ

マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrators> Enable-NetQoSFlowControl 
-Priority 4

メモ

上記の手順は、 優先度フ ロー制御 （PFC） に必要な手順です。

メモ

Hyper-V 上で RoCE を設定するには、 物理イ ン タ フ ェースに VLAN ID を
割り当てないで く だ さい。
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8. 他の優先度で優先度フ ロー制御を無効にするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Disable-NetQosFlowControl 0,1,2,3,5,6,7
PS C:\Users\Administrator> Get-NetQosFlowControl
Priority   Enabled    PolicySet        IfIndex IfAlias
--------   -------    ---------        ------- -------
0          False      Global
1          False      Global
2          False      Global
3          False      Global
4          True       Global
5          False      Global
6          False      Global
7          False      Global

9. QoS を設定し て適切な優先度を各タ イプの ト ラ フ ィ ッ クに割り当てるには、 次の

コ マン ド を発行し ます （優先度 4 は RoCE にタグされ、 優先度 0 は TCP にタグ

されます）。

PS C:\Users\Administrators> New-NetQosPolicy "SMB" 
-NetDirectPortMatchCondition 445 -PriorityValue8021Action 4 -PolicyStore 
ActiveStore
PS C:\Users\Administrators> New-NetQosPolicy "TCP" -IPProtocolMatchCondition 
TCP -PriorityValue8021Action 0 -Policystore ActiveStore 
PS C:\Users\Administrator> Get-NetQosPolicy -PolicyStore activestore
Name           : tcp
Owner          : PowerShell / WMI
NetworkProfile : All
Precedence     : 127
JobObject      :
IPProtocol     : TCP
PriorityValue  : 0

Name           : smb
Owner          : PowerShell / WMI
NetworkProfile : All
Precedence     : 127
JobObject      :
NetDirectPort  : 445
PriorityValue  : 4



9–Windows Server 2016
RoCE 向けの QoS の設定

118 BC0154503-04  E

10. 前の手順で定義し た全ての ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスに ETS を設定するには、 次のコ マ

ン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrators> New-NetQosTrafficClass -name "RDMA class" 
-priority 4 -bandwidthPercentage 50 -Algorithm ETS
PS C:\Users\Administrators> New-NetQosTrafficClass -name "TCP class" -priority 
0 -bandwidthPercentage 30 -Algorithm ETS
PS C:\Users\Administrator> Get-NetQosTrafficClass
Name Algorithm Bandwidth(%) Priority PolicySet IfIndex IfAlias
---- --------- ------------ -------- ---------        ------- -------
[Default] ETS       20           2-3,5-7 Global
RDMA class ETS       50           4 Global
TCP class ETS       30           0 Global

11. 上記の設定でネ ッ ト ワークアダプ ターの QoS を表示するには、 次の Windows 
PowerShell コ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Get-NetAdapterQos
Name                       : SLOT 4 Port 1
Enabled                    : True
Capabilities               :                       Hardware     Current
                                                   --------     -------
                             MacSecBypass        : NotSupported NotSupported
                             DcbxSupport         : None         None
                             NumTCs(Max/ETS/PFC) : 4/4/4        4/4/4

OperationalTrafficClasses  : TC TSA    Bandwidth Priorities
                             -- ---    --------- ----------
                              0 ETS    20%       2-3,5-7
                              1 ETS    50%       4
                              2 ETS    30%       0

OperationalFlowControl     : Priority 4 Enabled
OperationalClassifications : Protocol  Port/Type Priority
                             --------  --------- --------
                             Default             0
                             NetDirect 445       4

12. ス ター ト ア ッ プスク リ プ ト を製作し て、 システム再起動でも設定が持続するよ う
にし ます。

13. 57 ページの 「RoCE 設定」 に説明の通り に RDMA ト ラ フ ィ ッ ク を実行し確認し

ます。
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アダプター上で DCBX を有効にすることによる QoS の設定
使用中の全てのシステムで全ての設定を完了する必要があ り ます。 PFC、 ETS、 および

ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスの設定は、 スイ ッ チ とサーバーで同じ でなければな り ません。

DCBX を有効にすることによって QoS を設定するには、次の手順を行います。

1. DCBX （IEEE、 CEE、 または動的） を有効に し ます。

2. HII を使用し て、 RoCE Priority （RoCE 優先度） を  0 にセ ッ ト し ます。 

3. DCB の役割をホス ト にイ ンス ト ールするには、 次の Windows PowerShell コ マ

ン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrators> Install-WindowsFeature 
Data-Center-Bridging

4. DCBX Willing モー ド を True （正） にセ ッ ト するには、 次のコ マン ド を発行し ま

す。

PS C:\Users\Administrators> set-NetQosDcbxSetting -Willing 1

メモ

この設定では DCBX プロトコルを CEE にセ ッ ト し ます。
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5. ミ ニポー ト で次のよ う に QoS を有効に し ます。

a. アダプ ターの Advanced （詳細設定） プロパテ ィ のページ （図 9-11） の 
Property （プロパテ ィ ） の下で Quality of Service （サービス品質） を選

択し てから値を Enabled （有効） にセ ッ ト し ます。

b. OK を ク リ ッ ク し ます。

図 9-11. 詳細設定プロパティ：QoS の有効化

6. 次のよ う に VLAN ID を イ ン タ フ ェ ース （PFC に必要） に割り当てます。

a. ミ ニポー ト ウ ィ ン ド ウを開いて、 Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク

し ます。

b. アダプ ターの Advanced （詳細設定） プロパテ ィ のページ （図 9-12） の 
Property （プロパテ ィ ） の下で VLAN ID 選択し てから値をセ ッ ト し ます。

c. OK を ク リ ッ ク し ます。



9–Windows Server 2016
RoCE 向けの QoS の設定

121 BC0154503-04  E

図 9-12. 詳細設定プロパティ：VLAN ID の設定
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7. スイ ッ チを設定するには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrators> Get-NetAdapterQoS
Name                       : Ethernet 5
Enabled                    : True
Capabilities               :                       Hardware     Current
                                                   --------     -------
                             MacSecBypass        : NotSupported NotSupported
                             DcbxSupport         : CEE          CEE
                             NumTCs(Max/ETS/PFC) : 4/4/4        4/4/4

OperationalTrafficClasses  : TC TSA    Bandwidth Priorities
                             -- ---    --------- ----------
                              0 ETS    5%        0-3,5-7
                              1 ETS    95%       4

OperationalFlowControl     : Priority 4 Enabled
OperationalClassifications : Protocol  Port/Type Priority
                             --------  --------- --------
                             NetDirect 445       4

RemoteTrafficClasses       : TC TSA    Bandwidth Priorities
                             -- ---    --------- ----------
                              0 ETS    5%        0-3,5-7
                              1 ETS    95%       4

RemoteFlowControl          : Priority 4 Enabled
RemoteClassifications      : Protocol  Port/Type Priority
                             --------  --------- --------
                             NetDirect 445       4

メモ

アダプ ターポー ト が Arista 7060X スイ ッ チに接続されている際に上記の例のよ う

にな り ます。 この例では、 スイ ッ チ PFC が Priority （優先度） 4 で有効になって

います。 RoCE App TLV が定義されます。 2 つの ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスが TC0 お
よび TC1 と し て定義されます。 こ こ で TC1 は RoCE 向けに定義されます。

DCBX Protocol モー ドは CEE にセ ッ ト されます。 Arista スイ ッ チの設定につ

いては、 59 ページの 「イーサネ ッ ト スイ ッ チの準備」 を参照し て く だ さい。 アダ

プ ターが Willing （ウ ィ リ ング） モー ド になっ ている際には、 Remote 
Configuration （リ モー ト 設定） を受け入れ、 Operational Parameters （動作パ

ラ メ ータ） と し て表示されます。
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VMMQ の設定
仮想マシンマルチキュー （VMMQ） 設定情報は次のとお り です。

 アダプ ターでの VMMQ の有効化

 VMMQ 最大 QP デフ ォル ト および非デフ ォル ト  VPort の設定

 SR-IOV あ り、 またはな し での仮想マシンスイ ッ チの作成

 仮想マシンスイ ッ チでの VMMQ の有効化

 仮想マシンスイ ッ チ能力の取得

 VM の VMNetworkadapter での VM の作成と  VMMQ の有効化

 デフ ォル ト および最大 VMMQ 仮想 NIC

 管理 NIC での VMMQ の有効化および無効化

 ト ラ フ ィ ッ ク統計の監視

アダプターでの VMMQ の有効化

アダプターで VMMQ を有効にするには、次の手順を行います。

1. ミ ニポー ト ウ ィ ン ド ウを開いて、 Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. Advanced Properties （詳細設定プロパテ ィ ） ページ （図 9-13） の Property
（プロパテ ィ ） の下で Virtual Switch RSS （仮想スイ ッ チ RSS） を選択し てか

ら値を Enabled （有効） にセ ッ ト し ます。
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3. OK を ク リ ッ ク し ます。

図 9-13. 詳細設定プロパティ：仮想スイッチ RSS の有効化

VMMQ 最大 QP デフォルトおよび非デフォルト VPort の設定

VMMQ 最大 QP デフォルトおよび非デフォルト VPort を設定するには、次の手順を行

います。

1. ミ ニポー ト ウ ィ ン ド ウを開いて、 Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. Advanced Properties （詳細設定プロパテ ィ ） ページの Property （プロパテ ィ ）

の下で次のいずれかを選択し ます。

 VMMQ Max QPs Default VPort （VMMQ 最大 QP デフ ォル ト  VPort） 

 VMMQ Max QPs - Non-Default VPort （VMMQ 最大 QP 非デフ ォル ト  
VPort） 

3. 該当する場合は、 選択し たプロパテ ィ で Value （値） を調整し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。
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SR-IOV あり、またはなしでの仮想マシンスイッチの作成

SR-IOV あり、またはなしで仮想マシンスイッチを作成するには、次の手順を実行しま

す。

1. Hyper-V Manager を起動し ます。

2. Virtual Switch Manager （仮想スイ ッ チマネージャ） （図 9-14 参照） を選択し

ます。

3. Name （名前） のボ ッ ク スに仮想スイ ッ チの名前を入力し ます。
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4. Connection type （接続タ イプ） の下で、

a. External network （外部ネ ッ ト ワーク） を ク リ ッ ク し ます。

b. Allow management operating system to share this network 
adapter （管理オペレーテ ィ ングシステムがこのネ ッ ト ワーク アダプ ターを

共有するのを許可する） チ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ クマーク を入れます。

図 9-14. 仮想スイッチマネージャ

5. OK を ク リ ッ ク し ます。
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仮想マシンスイッチでの VMMQ の有効化

仮想マシンスイッチで VMMQ を有効にするには、次の手順を行います。

 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrators> Set-VMSwitch -name q1 
-defaultqueuevmmqenabled $true -defaultqueuevmmqqueuepairs 4

仮想マシンスイッチ能力の取得

仮想マシンスイッチ能力を取得するには、次の手順を行います。

 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Get-VMSwitch -Name ql | fl
図 9-15 は出力の一例です。

図 9-15. Windows PowerShell コマンド：Get-VMSwitch
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VM の VMNetworkadapter での VM の作成と VMMQ の有効化

仮想マシン（VM）の VMNetworkadapter で仮想マシンを作成し VMMQ を有効にす

るには、次の手順を実行します。

1. VM を作成し ます。

2. VMNetworkadapter を VM に追加し ます。

3. VMNetworkadapter に仮想スイ ッ チを割り当てます。

4. VM で VMMQ を有効にするには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し

ます。

PS C:\Users\Administrators> set-vmnetworkadapter -vmname vm1 
-VMNetworkAdapterName "network adapter" -vmmqenabled $true 
-vmmqqueuepairs 4

64 の仮想機能と  16 の VMMQ の出力の例を以下に示し ます。

PS C:\Users\Administrator> get-netadaptervport
Name         ID     MacAddress                VID   ProcMask   FID       State       ITR       QPairs
----         --     ----------                ---   --------   ---       -----       ---       ------
Ethernet 3   0      00-15-5D-36-0A-FB               0:0        PF        Activated   Unknown   4
Ethernet 3   1      00-0E-1E-C4-C0-A4               0:8        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   2                                      0:0        0         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   3                                      0:0        1         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   4                                      0:0        2         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   5                                      0:0        3         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   6                                      0:0        4         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   7                                      0:0        5         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   8                                      0:0        6         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   9                                      0:0        7         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   10                                     0:0        8         Activated   Unknown   1
Ethernet 3   11                                     0:0        9         Activated   Unknown   1
.
.
.
Ethernet 3   64                                     0:0        62        Activated   Unknown   1
Ethernet 3   65                                     0:0        63        Activated   Unknown   1
Ethernet 3   66     00-15-5D-36-0A-04               0:16       PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   67     00-15-5D-36-0A-05               1:0        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   68     00-15-5D-36-0A-06               0:0        PF        Activated   Adaptive  4
Name         ID     MacAddress                VID   ProcMask   FID       State       ITR       QPairs

メモ

SR-IOV 対応の仮想スイ ッ チの場合 ： VM スイ ッ チ とハー ド ウ ェ アアクセラ

レーシ ョ ンが SR-IOV 対応の場合は、 VMMQ を使用するためにそれぞれ 8 
個の仮想 NIC で 10 個の VM を作成する必要があ り ます。 SR-IOV は 
VMMQ に優先するためこのよ う にする必要があ り ます。
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----         --     ----------                ---   --------   ---       -----       ---       ------
Ethernet 3   69     00-15-5D-36-0A-07               0:8        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   70     00-15-5D-36-0A-08               0:16       PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   71     00-15-5D-36-0A-09               1:0        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   72     00-15-5D-36-0A-0A               0:0        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   73     00-15-5D-36-0A-0B               0:8        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   74     00-15-5D-36-0A-F4               0:16       PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   75     00-15-5D-36-0A-F5               1:0        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   76     00-15-5D-36-0A-F6               0:0        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   77     00-15-5D-36-0A-F7               0:8        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   78     00-15-5D-36-0A-F8               0:16       PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   79     00-15-5D-36-0A-F9               1:0        PF        Activated   Adaptive  4
Ethernet 3   80     00-15-5D-36-0A-FA               0:0        PF        Activated   Adaptive  4

PS C:\Users\Administrator> get-netadaptervmq

Name InterfaceDescription Enabled BaseVmqProcessor MaxProcessors NumberOfReceive
Queues

---- -------------------- ------- ---------------- ------------- ---------------
Ethernet 4 QLogic FastLinQ QL45212             False   0:0 16            1

デフォルトおよび最大 VMMQ 仮想 NIC
現在の実装では、各仮想 NIC につき最大 4 つの VMMQ が使用できます。つま り最大で 
16 個の仮想 NIC と な り ます。 

既に Windows PowerShell コ マン ド を使用し て設定されているので、 4 つのデフ ォル

ト キューが利用可能です。 デフ ォル ト のキューの最大数は現在 8 にセ ッ ト する こ とがで

きます。 デフ ォル ト キューの最大数を確認するには、 VMswitch 能力を使用し ます。

管理 NIC での VMMQ の有効化および無効化

管理 NIC で VMMQ を有効および無効にするには、次の手順を実行します。

 管理 NIC で VMMQ を有効にするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Set-VMNetworkAdapter –ManagementOS 
–vmmqEnabled $true
MOS VNIC には 4 つの VMMQ があ り ます。

 管理 NIC で VMMQ を無効にするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Set-VMNetworkAdapter –ManagementOS 
–vmmqEnabled $false
VMMQ も、 Multicast Open Shortest Path First （MOSPF） に使用できます。
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トラフィック統計の監視
仮想マシンで仮想機能 ト ラ フ ィ ッ ク を監視するには、 次の Windows PowerShell コ マ

ン ド を発行し ます。

PS C:\Users\Administrator> Use get-netadapterstatistics | fl

VXLAN の設定
VXLAN の設定情報には次があ り ます。

 アダプ ターでの VXLAN オフ ロー ドの有効化

 Software Defined Network の導入

アダプターでの VXLAN オフロードの有効化

アダプターで VXLAN オフロードを有効にするには、次の手順を行います。

1. ミ ニポー ト ウ ィ ン ド ウを開いて、 Advanced （詳細設定） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. Advanced Properties （詳細設定プロパテ ィ ） ページ （図 9-16） の Property
（プロパテ ィ ） の下で、 VXLAN Encapsulated Task Offload （VXLAN カプセ

ル化された タ スクオフ ロー ド ） を選択し ます。

図 9-16. 詳細設定プロパティ：VXLAN の有効化

3. Value （値） を Enabled （有効） にセ ッ ト し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。
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Software Defined Network の導入
仮想マシンで VXLAN カプセル化タ スクオフ ロー ド を活用するには、 Microsoft 
Network Controller を使用する Software Defined Networking （SDN ： ソ フ ト ウ ェ ア

定義型ネ ッ ト ワーク） ス タ ッ ク を導入する必要があ り ます。 

詳細については、 Software Defined Networking について次の Microsoft TechNet リ
ン ク を参照し て く だ さい。

https: //technet.microsoft.com/en-us/windows-server-docs/networking/sdn/
software-defined-networking--sdn- 

Storage Spaces Direct の設定
Windows Server 2016 では、 Storage Spaces Direct （記憶域スペースダイ レ ク ト ）

が取り入れられています。 これによ り、 ローカルス ト レージで可用性の高いスケーラ ブ
ルなス ト レージシステムを構築する こ とができます。 

詳細については、 次の Microsoft TechnNet リ ン ク を参照し て く だ さい。

https: //technet.microsoft.com/en-us/windows-server-docs/storage/storage-spaces
/storage-spaces-direct-windows-server-2016

ハードウェアの構成
図 9-17 はハー ド ウ ェ ア構成の一例を示し ています。

図 9-17. ハードウェア構成の例

https: //technet.microsoft.com/en-us/windows-server-docs/networking/sdn/software-defined-networking--sdn-
https: //technet.microsoft.com/en-us/windows-server-docs/networking/sdn/software-defined-networking--sdn-
https: //technet.microsoft.com/en-us/windows-server-docs/storage/storage-spaces/storage-spaces-direct-windows-server-2016
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ハイパーコンバージドシステムの導入
本項には、 ハイパーコ ンバージ ド （Hyper-Converged） システムを Windows Server 
2016 を使用し てイ ンス ト ールおよび設定する方法が記載されています。 ハイパーコ ン

バージ ド システムの導入は、 次の 3 つのハイ レベル段階に分ける こ とができます。

 オペレーテ ィ ングシステムの導入

 ネ ッ ト ワークの設定

 Storage Spaces Direct の設定

オペレーティングシステムの導入

オペレーティングシステムを導入するには、次の手順を行います。

1. オペレーテ ィ ングシステムを イ ンス ト ールし ます。

2. Windows サーバーの役割 （Hyper-V） を イ ンス ト ールし ます。

3. 次の機能を イ ンス ト ールし ます。

 フ ェ イルオーバー

 ク ラス タ

 データ セン ターブ リ ッ ジング （DCB）

4. ド メ イ ンに ノ ー ド を接続し、 ド メ イ ンアカウン ト を追加し ます。

ネットワークの設定

Storage Spaces Direct を導入するには、 Hyper-V スイ ッ チを RDMA が有効化された

ホス ト 仮想 NIC と共に導入する必要があ り ます。

各サーバーでネットワークを設定するには、次の手順を行います。

1. 次のよ う に物理ネ ッ ト ワーク スイ ッ チを設定し ます。

a. すべてのアダプ ター NIC をスイ ッ チポー ト に接続し ます。

メモ

この例で使用されているデ ィ スクは 4 × 400G NVMe™ および 12 × 200G SSD 
デ ィ スク です。

メモ

次の手順では、 4 つの RDMA NIC ポー ト がある こ と を前提と し ています。

メモ

テス ト アダプ ターに複数の NIC ポー ト がある場合は、 両方のポー ト

を同じ スイ ッ チに接続する必要があ り ます。



9–Windows Server 2016
Storage Spaces Direct の設定

133 BC0154503-04  E

b. スイ ッ チポー ト を有効にし て、 スイ ッ チポー ト が、 スイ ッ チ独立のチーム化
モー ド をサポー ト し、 複数の VLAN ネ ッ ト ワークの一部である こ と を確認

し ます。

Dell スイ ッ チ設定の例 ：

no ip address
mtu 9416
portmode hybrid 
switchport
dcb-map roce_S2D
protocol lldp 
dcbx version cee 
no shutdown

2. ネットワークサービス品質を有効にし ます。

3. SET および RDMA 仮想 NIC で次のよ う に Hyper-V 仮想スイ ッ チを作成し ます。

a. ネ ッ ト ワークアダプ ターを認識するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

Get-NetAdapter | FT 
Name,InterfaceDescription,Status,LinkSpeed

b. 全ての物理ネ ッ ト ワーク アダプ ターに接続される仮想スイ ッ チを作成し、 ス
イ ッ チ搭載のチーム化を有効にするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

New-VMSwitch -Name SETswitch -NetAdapterName 
"<port1>","<port2>","<port3>","<port4>" – 
EnableEmbeddedTeaming $true

c. ホス ト 仮想 NIC を仮想スイ ッ チに追加するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

Add-VMNetworkAdapter –SwitchName SETswitch –Name SMB_1 – 
managementOS 
Add-VMNetworkAdapter –SwitchName SETswitch –Name SMB_2 – 
managementOS

メモ

ネ ッ ト ワークサービス品質は、 ノ ー ド間で通信するのに十分な帯域幅が 
Software Defined Storage システムに十分にある こ と、 回復力とパフ ォー

マンスがあるよ う にするために使用されます。 アダプ ターで QoS を設定す

るには、 114 ページの 「RoCE 向けの QoS の設定」 を参照し て く だ さい。

メモ

上記のコ マン ド は、 使用する管理オペレーテ ィ ングシステム用に設定
し た仮想スイ ッ チからの仮想 NIC を設定し ます。
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d. ホス ト 仮想 NIC を設定し て VLAN を使用するには、 次のコマン ド を発行し

ます。

Set-VMNetworkAdapterVlan -VMNetworkAdapterName "SMB_1" 
-VlanId 5 -Access -ManagementOS
Set-VMNetworkAdapterVlan -VMNetworkAdapterName "SMB_2" 
-VlanId 5 -Access -ManagementOS

e. VLAN ID がセ ッ ト されたこ と を確認するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

Get-VMNetworkAdapterVlan -ManagementOS
f. VLAN がア ク テ ィ ブになるよ う に各ホス ト 仮想 NIC アダプ ターを有効、 ま

たは無効にするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

Disable-NetAdapter "vEthernet (SMB_1)"
Enable-NetAdapter "vEthernet (SMB_1)"
Disable-NetAdapter "vEthernet (SMB_2)"
Enable-NetAdapter "vEthernet (SMB_2)"

g. ホス ト 仮想 NIC アダプ ターで RDMA を有効にするには、 次のコ マン ド を

発行し ます。

Enable-NetAdapterRdma "SMB1","SMB2"
h. RDMA の能力を確認するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

Get-SmbClientNetworkInterface | where RdmaCapable -EQ 
$true

Storage Spaces Direct の設定

Windows Server 2016 で Storage Spaces Direct を設定するには、 次の手順があ り

ます。

 手順 1. ク ラス タ検証ツールの実行

 手順 2. ク ラス タの作成

 手順 3. ク ラス タ監視の設定

 手順 4. Storage Spaces Direct に使用されるデ ィ スクのク リーニング

 手順 5. Storage Spaces Direct の有効化

 手順 6. 仮想デ ィ スクの作成

 手順 7. 仮想マシンの作成または導入

メモ

これらのコマン ドは同一、 または異なる VLAN 上で行う こ とができ

ます。
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手順 1. クラスタ検証ツールの実行

ク ラス タ検証ツールを実行し て、 Storage Spaces Direct を使用し てク ラス タ を作成す

るのにサーバー ノ ー ド が正し く 設定されている こ と を確認し ます。 

次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し て Storage Spaces Direct ク ラス タ と し

て使用するサーバーのセ ッ ト を検証し ます。

Test-Cluster -Node <MachineName1, MachineName2, MachineName3, 
MachineName4> -Include "Storage Spaces Direct", Inventory, 
Network, "System Configuration"
手順 2. クラスタの作成

ク ラス タ作成のために手順 1. ク ラス タ検証ツールの実行で検証し た 4 つのノ ー ド でク

ラス タ を作成し ます。 

ク ラス タ を作成するには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

New-Cluster -Name <ClusterName> -Node <MachineName1, MachineName2, 
MachineName3, MachineName4> -NoStorage
–NoStorage パラ メ ータが必要です。 パラ メ ータが含まれていない場合は、 デ ィ スクは

自動的にク ラス タに追加されるため、 Storage Spaces Direct を有効にする前にデ ィ ス

ク を削除し なければな り ません。 そ う し ないと、 Storage Spaces Direct のス ト レージ

プールにデ ィ スクは含まれな く な り ます。

手順 3. クラスタ監視の設定

この 4 つのノ ー ド システムが 2 つのノ ー ド が障害を起こ し た り、 オフ ラ イ ンになった場

合に対処できるよ う に、 ク ラス タの監視を設定する必要があ り ます。 これらのシステム
では、 フ ァ イル共有監視またはク ラウ ド監視を設定できます。 

詳細は次へアクセス し て く だ さい。

https: //blogs.msdn.microsoft.com/clustering/2014/03/31/configuring-a-file-share-
witness-on-a-scale-out-file-server/ 

手順 4. Storage Spaces Direct に使用されるディスクのクリーニング

Storage Spaces Direct に使用するデ ィ スクは、 パーテ ィ シ ョ ンやその他のデータの

入っていない空のデ ィ スクでなければな り ません。 デ ィ スクにパーテ ィ シ ョ ンや他の
データがある場合は、 Storage Spaces Direct システムに含まれる こ とはあ り ません。 

次の Windows PowerShell コ マン ド を Windows PowerShell スク リ プ ト （.PS1）

フ ァ イルに配置し、 管理者権限を使っ てオープン Windows PowerShell （または 
Windows PowerShell ISE） コ ン ソールで管理システムから実行する こ とができます。 

メモ

このスク リ プ ト の実行は、 Storage Spaces Direct に使用できる各ノ ー ド上の

デ ィ スク を認識し、 それらのデ ィ スクから全てのデータおよびパーテ ィ シ ョ ンを
削除するのに役立ちます。

https: //blogs.msdn.microsoft.com/clustering/2014/03/31/configuring-a-file-share-witness-on-a-scale-out-file-server/
https: //blogs.msdn.microsoft.com/clustering/2014/03/31/configuring-a-file-share-witness-on-a-scale-out-file-server/
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icm (Get-Cluster -Name HCNanoUSClu3 | Get-ClusterNode) { 
Update-StorageProviderCache 

Get-StoragePool |? IsPrimordial -eq $false | Set-StoragePool 
-IsReadOnly: $false -ErrorAction SilentlyContinue 

Get-StoragePool |? IsPrimordial -eq $false | Get-VirtualDisk | 
Remove-VirtualDisk -Confirm: $false -ErrorAction SilentlyContinue 

Get-StoragePool |? IsPrimordial -eq $false | Remove-StoragePool 
-Confirm: $false -ErrorAction SilentlyContinue 

Get-PhysicalDisk | Reset-PhysicalDisk -ErrorAction 
SilentlyContinue 

Get-Disk |? Number -ne $null |? IsBoot -ne $true |? IsSystem -ne 
$true |? PartitionStyle -ne RAW |% { 
$_ | Set-Disk -isoffline:$false 
$_ | Set-Disk -isreadonly:$false 
$_ | Clear-Disk -RemoveData -RemoveOEM -Confirm:$false 
$_ | Set-Disk -isreadonly:$true 
$_ | Set-Disk -isoffline:$true 
}
Get-Disk |? Number -ne $null |? IsBoot -ne $true |? IsSystem -ne 
$true |? PartitionStyle -eq RAW | Group -NoElement -Property 
FriendlyName 

} | Sort -Property PsComputerName,Count

手順 5. Storage Spaces Direct の有効化

ク ラス タの作成後、 Enable-ClusterStorageSpacesDirect Windows 
PowerShell cmdlet を発行し ます。 cmdlet はス ト レージシステムを Storage Spaces 
Direct モー ド にセ ッ ト し、 自動的に次のこ と を行います。

 ク ラス タ  1 に S2D などの名前を持つ単一の大きなプールを作成する。

 Storage Spaces Direct キャ ッ シュ を設定する。 Storage Spaces Direct で使用

するのに複数のメ デ ィ ア タ イプがある場合は、 最も効率の良いタ イプをキャ ッ
シュデバイス （たいていの場合読み取り および書き込み） と し て設定し ます。

 Capacity （容量） と  Performance （パフ ォーマンス） — の 2 つの階層をデフ ォ

ル ト 階層と し て作成する。 cmdlet はデバイスを分析し て、 各階層をデバイス タ イ

プ と回復力の混合で設定し ます。

手順 6. 仮想ディスクの作成

Storage Spaces Direct が有効になっ ていた場合は、 全てのデ ィ スク を使用し て単一の

プールを作成し ます。 また、 名前で指定し たク ラス タの名前を使ってプールに名前を付
けます （例 ： ク ラス タ  1 の S2D）。
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次の Windows PowerShell コ マン ドは、 ス ト レージプール上に ミ ラーとパリ テ ィ の両

方の回復力で仮想デ ィ スク を作成し ます。

New-Volume -StoragePoolFriendlyName "S2D*" -FriendlyName 
<VirtualDiskName> -FileSystem CSVFS_ReFS -StorageTierfriendlyNames 
Capacity,Performance -StorageTierSizes <Size of capacity tier in 
size units, example: 800GB>, <Size of Performance tier in size 
units, example: 80GB> -CimSession <ClusterName>

手順 7. 仮想マシンの作成または導入

仮想マシンをハイパーコ ンバージ ド  S2D ク ラス タのノ ー ド にプロビジ ョ ニングできま

す。 仮想マシンのフ ァ イルを、 フ ェ イルオーバーク ラス タ上のク ラス タ化された仮想マシ
ン と同様に、 システムの CSV ネームスペース （例 ： c:\ClusterStorage\Volume1）

に保管し ます。

Nano Server の導入および管理
Windows Server 2016 は新しいイ ンス ト ールオプシ ョ ン と し て Nano Server を提供

し ます。 Nano Server とは、 プ ラ イベー ト ク ラウ ド およびデータ セン ター向けに最適化

された、 リ モー ト で管理されるサーバーオペレーテ ィ ングシステムです。 Server Core 
モー ドの Windows Server に似ていますが、 著し く 小さ く 、 ローカルログオンの能力は

あ り ません。 また、 64 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ン、 ツール、 およびエージ ェ ン ト のみを

サポー ト し ます。 Nano Server が取るデ ィ スク スペースは小さ く 、 迅速なセ ッ ト ア ッ プ

が可能で、 Windows Server ほどア ッ プデー ト や再起動を必要と し ません。 再起動する

際には、 も っ と早 く 再起動し ます。

役割および機能
表 9-1 は本リ リースの Nano Server で利用可能な役割と機能、 パッ ケージを イ ンス

ト ールする Windows PowerShell オプシ ョ ンを示し ます。 一部のパッ ケージは、 直接

それ自身の Windows PowerShell オプシ ョ ン （-Compute など） でイ ンス ト ールされ

ます。 その他は  -Packages オプシ ョ ンの拡張と し てイ ンス ト ールされます。 それは

コ ンマで区切られた リ ス ト でま とめる こ とができます。

表 9-1. Nano Server の役割と機能

役割および機能 オプション

Hyper-V の役割 -Compute
フ ェ イルオーバーク ラス タ化 -Clustering
仮想マシン と し て Nano Server をホス ト するための 
Hyper-V ゲス ト ド ラ イバ

-GuestDrivers
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様々なネ ッ ト ワークアダプ ターおよびス ト レージコ ン
ト ローラの基本ド ラ イバこれは Windows Server 
2016 テ クニカルプレ ビ ューの Server Core イ ンス

ト ールに含まれる ド ラ イバのセ ッ ト と同じ です。

-OEMDrivers

フ ァ イルサーバーの役割およびその他のス ト レージコ
ンポーネン ト

-Storage

デフ ォル ト のシグニチャ フ ァ イルを含む Windows 
Defender Antimalware

-Defender

アプ リ ケーシ ョ ン互換性のためのリバースフ ォワーダ、
例えば、 Ruby、 Node.js などの共通アプ リ ケーシ ョ ン

フ レームワークです。

-ReverseForwarders

DNS サーバー役割 -Packages Microsoft-NanoServer-DNS-
Package

Desired State Configuration （DSC） -Packages Microsoft-NanoServer-DSC-
Package

Internet Information Server （IIS） -Packages Microsoft-NanoServer-IIS-
Package

Windows Containers のホス ト サポー ト -Containers
System Center Virtual Machine Manager Agent -Packages Microsoft-Windows-Server-

SCVMM-Package
-Packages Microsoft-Windows-Server-
SCVMM-Compute-Package
メ モ ： Hyper-V を監視する場合にのこのパッ ケージを

使用し て く だ さい。 このパッ ケージを イ ンス ト ールす
る場合は、 Hyper-V の役割に -Compute オプシ ョ ン

を使用し ないで く だ さい。 代わり に -Packages オプ

シ ョ ンを使用し て -Packages 
Microsoft-NanoServer-Compute-Package、

Microsoft-Windows-Server-SCVMM-
Compute-Package を イ ンス ト ールし ます。

Network Performance Diagnostics Service
（NPDS）

-Packages Microsoft-NanoServer-NPDS-
Package

データ  セン ター ブ リ ッ ジング -Packages Microsoft-NanoServer-DCB-
Package

表 9-1. Nano Server の役割と機能（続き）

役割および機能 オプション
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次の項では、 Nano Server イ メ ージを必要なパッ ケージで設定する方法、 QLogic デバ

イス固有のデバイス ド ラ イバの追加方法を説明し ます。 また、 Nano Server Recovery 
Console の使い方、 リ モー ト での Nano Server の管理方法、Nano Server から  Ntttcp 
ト ラ フ ィ ッ ク を実行する方法も説明し ます。

物理サーバーでの Nano Server の導入
次の手順に従い事前にイ ンス ト ール済みのデバイス ド ラ イバを使って物理サーバーで動
作する Nano Server 仮想ハー ド デ ィ スク （VHD） を作成し ます。

Nano Server を導入するには、次の手順を行います。

1. Windows Server 2016 OS イ メ ージをダウンロー ド し ます。

2. ISO をマウン ト し ます。

3. 次のフ ァ イルを NanoServer フ ォルダからお使いのハー ド ド ラ イブのフ ォルダ

にコ ピーし ます。

 NanoServerImageGenerator.psm1
 Convert-WindowsImage.ps1

4. Windows PowerShell を管理者と し て開始し ます。

5. 手順 3 で貼り付けたフ ァ イルのフ ォルダへデ ィ レ ク ト リ を変更し ます。

6. 次のコ マン ド を発行し て、 NanoServerImageGenerator スク リ プ ト を イ ンポー

ト し ます。

Import-Module .\NanoServerImageGenerator.psm1 -Verbose
7. コ ンピ ュータ名を設定し、 OEM ド ラ イバと  Hyper-V を含む VHD を作成するに

は、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

New-NanoServerImage –DeploymentType Host –Edition 
<Standard/Datacenter> -MediaPath <path to root of media> 
-BasePath
.\Base -TargetPath .\NanoServerPhysical\NanoServer.vhd 
-ComputerName
<computer name> –Compute -Storage -Cluster -OEMDrivers 
–Compute
-DriversPath “<Path to Qlogic Driver sets>”
例 ：

New-NanoServerImage –DeploymentType Host –Edition Datacenter 
-MediaPath C:\tmp\TP4_iso\Bld_10586_iso

メモ

このコ マン ド では、 新しい VHD の管理者パスワー ドのプロンプ ト が表示さ

れます。
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-BasePath ".\Base" -TargetPath
"C:\Nano\PhysicalSystem\Nano_phy_vhd.vhd" -ComputerName
"Nano-server1" –Compute -Storage -Cluster -OEMDrivers 
-DriversPath
"C:\Nano\Drivers"
上記の例では、 C:\Nano\Drivers は、 QLogic ド ラ イバのパスです。 このコ マ

ン ド では VHD フ ァ イルを作成するのに 10 ～ 15 分かかり ます。 このコ マン ドの

サンプル出力を こ こに示し ます。

Windows(R) Image to Virtual Hard Disk Converter for Windows(R) 10
Copyright (C) Microsoft Corporation.  All rights reserved.
Version 10.0.14300.1000.amd64fre.rs1_release_svc.160324-1723
INFO   : Looking for the requested Windows image in the WIM file
INFO   : Image 1 selected (ServerDatacenterNano)...
INFO   : Creating sparse disk...
INFO   : Mounting VHD...
INFO   : Initializing disk...
INFO   : Creating single partition...
INFO   : Formatting windows volume...
INFO   : Windows path (I: ) has been assigned.
INFO   : System volume location: I:
INFO   : Applying image to VHD.This could take a while...
INFO   : Image was applied successfully.
INFO   : Making image bootable...
INFO   : Fixing the Device ID in the BCD store on VHD...
INFO   : Drive is bootable.  Cleaning up...
INFO   : Dismounting VHD...
INFO   : Closing Windows image...
INFO   : Done.
Done.The log is at: 
C:\Users\ADMINI~1\AppData\Local\Temp\2\NanoServerImageGenerator.log
8. Nano Server VHD を実行する物理サーバー上で管理者と し てログイ ン し ます。

9. VHD を物理サーバーにコ ピーし て新しい VHD から ブー ト するよ う に設定するに

は、 次の手順を行います。

a. Computer Management > Storage > Disk Management （コ ンピ ュー

タ管理 > ス ト レージ > デ ィ スク管理） の順にアクセス し ます。

b. Disk Management （デ ィ スク管理） を右ク リ ッ ク し て、 Attach VHD
（VHD を付ける） を選択し ます。

c. VHD のフ ァ イルパスを入力し ます。
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d. OK を ク リ ッ ク し ます。

e. bcdboot d:\Windows を実行し ます。

f. Disk Management （デ ィ スク管理） を右ク リ ッ ク し て、 Detach VHD
（VHD を外す） を選択し ます。

10. 物理サーバーを Nano Server VHD へブー ト し ます。

11. 手順 7 でスク リ プ ト 実行中に入力し た管理者パスワー ド を使用し て Recovery 
Console （リ カバリ コ ン ソール） へログイ ン し ます。

12. Nano Server コ ンピ ューターの IP ア ド レスを取得し ます。

13. Windows PowerShell Remoting （またはその他のリ モー ト 管理） ツールを使用

し てサーバーに接続し て リ モー ト で管理し ます。

仮想マシンでの Nano Server の導入

仮想マシンで動作するように Nano Server 仮想ハードドライブ（VHD）を作成するに

は、次の手順を行います。

1. Windows Server 2016 OS イ メ ージをダウンロー ド し ます。

2. 手順 1 でダウンロー ド し たフ ァ イルの NanoServer フ ォルダにア クセス し ます。

3. 次のフ ァ イルを NanoServer フ ォルダからお使いのハー ド ド ラ イブのフ ォルダ

にコ ピーし ます。

 NanoServerImageGenerator.psm1
 Convert-WindowsImage.ps1

4. Start Windows PowerShell を管理者と し て開始し ます。

5. 手順 3 で貼り付けたフ ァ イルのフ ォルダへデ ィ レ ク ト リ を変更し ます。

6. 次のコ マン ド を発行し て、 NanoServerImageGenerator スク リ プ ト を イ ンポー

ト し ます。

Import-Module .\NanoServerImageGenerator.psm1 -Verbose
7. 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し て コ ンピ ューター名を設定し  

Hyper-V ゲス ト ド ラ イバを含む VHD を作成し ます。

メモ

この例では VHD は  D:\ のも とに付いています。

メモ

次のコ マン ド では、 新しい VHD の管理者パスワー ドのプロンプ ト が表示さ

れます。
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New-NanoServerImage –DeploymentType Guest –Edition 
<Standard/Datacenter> -MediaPath <path to root of media> 
-BasePath
.\Base -TargetPath .\NanoServerPhysical\NanoServer.vhd 
-ComputerName
<computer name> –GuestDrivers
例 ：

New-NanoServerImage –DeploymentType Guest –Edition Datacenter 
-MediaPath C:\tmp\TP4_iso\Bld_10586_iso
-BasePath .\Base -TargetPath .\Nano1\VM_NanoServer.vhd 
-ComputerName
Nano-VM1 –GuestDrivers
上記のコ マン ド では VHD フ ァ イルを作成するのに 10 ～ 15 分かかり ます。 この

コ マン ド のサンプル出力を こ こに示し ます。

PS C:\Nano> New-NanoServerImage –DeploymentType Guest –Edition 
Datacenter -MediaPath
C:\tmp\TP4_iso\Bld_10586_iso -BasePath .\Base -TargetPath
.\Nano1\VM_NanoServer.vhd -ComputerName Nano-VM1 –GuestDrivers
cmdlet New-NanoServerImage at command pipeline position 1
Supply values for the following parameters:
Windows(R) Image to Virtual Hard Disk Converter for Windows(R) 10
Copyright (C) Microsoft Corporation.  All rights reserved.
Version 10.0.14300.1000.amd64fre.rs1_release_svc.160324-1723
INFO   : Looking for the requested Windows image in the WIM file
INFO   : Image 1 selected (ServerTuva)...
INFO   : Creating sparse disk...
INFO   : Attaching VHD...
INFO   : Initializing disk...
INFO   : Creating single partition...
INFO   : Formatting windows volume...
INFO   : Windows path (G: ) has been assigned.
INFO   : System volume location: G:
INFO   : Applying image to VHD.This could take a while...
INFO   : Image was applied successfully.
INFO   : Making image bootable...
INFO   : Fixing the Device ID in the BCD store on VHD...
INFO   : Drive is bootable.  Cleaning up...
INFO   : Closing VHD...
INFO   : Deleting pre-existing VHD : Base.vhd...
INFO   : Closing Windows image...
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INFO   : Done.
Done.The log is at: 
C:\Users\ADMINI~1\AppData\Local\Temp\2\NanoServerImageGenerator.log
8. 新しい仮想マシンを Hyper-V マネージャに作成し、 手順 7 で作成し た VHD を使

用し ます。

9. 仮想マシンをブー ト し ます。

10. Hyper-V マネージャ で仮想マシンに接続し ます。

11. 手順 7 でスク リ プ ト 実行中に入力し た管理者パスワー ド を使用し て Recovery 
Console （リ カバリ コ ン ソール） へログイ ン し ます。

12. Nano Server コ ンピ ューターの IP ア ド レスを取得し ます。

13. Windows PowerShell Remoting （またはその他のリ モー ト 管理） ツールを使用

し てサーバーに接続し て リ モー ト で管理し ます。

リモートでの Nano Server の管理
Nano Server を リ モー ト で管理するオプシ ョ ンには Windows PowerShell、Windows 
Management Instrumentation （WMI）、 Windows Remote Management、 および 
Emergency Management Services （EMS） があ り ます。 本項では Windows 
PowerShell Remoting を使用し て Nano Server にア クセスする方法を説明し ます。

Windows PowerShell Remoting による Nano Server の管理

Windows PowerShell Remoting で Nano Server を管理するには、次の手順を実

行します。

1. Nano Server の IP ア ド レスをお使いの管理コ ンピ ュータの信頼されるホス ト の

リ ス ト に追加し ます。

2. 使用し ているアカウン ト を Nano Servers の管理者に追加し ます。

3. （オプシ ョ ン） 該当する場合は CredSSP を有効に し ます。 

信頼されるホストのリストへの Nano Server の追加

Windows PowerShell のプロンプ ト で、 次のコ マン ド を発行し て、 信頼されるホス ト の

リ ス ト へ Nano Server を追加し ます。

Set-Item WSMan: \localhost\Client\TrustedHosts "<IP address of 
Nano Server>"

メモ

リ カバリ コ ン ソールを使用し てサーバーの IP ア ド レスを見つけます。
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例：

Set-Item WSMan: \localhost\Client\TrustedHosts "172.28.41.152"
Set-Item WSMan: \localhost\Client\TrustedHosts "*"

リモート Windows PowerShell セッションの開始

ローカル Windows PowerShell セ ッ シ ョ ンで、 次のコ マン ド を発行し て リ モー ト  
Windows PowerShell セ ッ シ ョ ンを開始し ます。

$ip = "<IP address of Nano Server>"
$user = "$ip\Administrator"
Enter-PSSession -ComputerName $ip -Credential $user
これで通常通り  Windows PowerShell コ マン ド を Nano Server 上で実行できます。 し

かし本リ リースの Nano Server ですべての Windows PowerShell コ マン ドが利用でき

るわけではあ り ません。 どのコマン ドが利用できるか表示するには、 Get-Command 
-CommandType Cmdlet のコ マン ド を発行し ます。 リ モー ト セ ッ シ ョ ンを停止するに

は、 Exit-PSSession のコ マン ド を発行し ます。

Nano Server の詳細については、 次にアクセス し て く だ さい。

https: //technet.microsoft.com/en-us/library/mt126167.aspx

Windows Nano Server 上での QLogic アダプターの管理
QLogic アダプ ターを Nano Server 環境で管理するには、 Windows 
QConvergeConsole GUI と  Windows QLogic Control Suite CLI 管理ツール、 または

関連するマニュアルを参照し て く だ さい。 これらは次の Downloads and 
Documentation （ダウンロー ド およびマニュアル） ページで入手できます。

driverdownloads.qlogic.com

RoCE 設定

Windows PowerShell Remoting で Nano Server を管理するには、次の手順を実

行します。 

1. 別のマシンから  Nano Server へ Windows PowerShell Remoting を介し て接続

し ます。 例 ： 
PS C:\Windows\system32> $1p="172.28.41.152"
PS C:\Windows\system32> $user="172.28.41.152\Administrator"
PS C:\Windows\system32> Enter-PSSession -ComputerName $ip 
-Credential $user

メモ

上記のコ マン ド は全てのホス ト サーバーを信頼されるホス ト と し て設定し ます。

https: //technet.microsoft.com/en-us/library/mt126167.aspx
http: //driverdownloads.qlogic.com
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Nano Server が正し く 接続される と、 次が返されます。

[172.28.41.152]: PS C:\Users\Administrator\Documents>
2. ド ラ イバがイ ンス ト ールされ、 リ ン クが動作し ている こ と を確認するには、 次の 

Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

[172.28.41.152]: PS C:\Users\Administrator\Documents> 
Get-NetAdapter
図 9-18 は出力の一例です。

図 9-18. Windows PowerShell コマンド：Get-NetAdapter
3. アダプ ター上で RDMA が有効になっ ているかど う かを確認するには、 次の 

Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

[172.28.41.152]: PS C:\Users\Administrator\Documents> 
Get-NetAdapterRdma
図 9-19 は出力の一例です。

図 9-19. Windows PowerShell コマンド：Get-NetAdapterRdma
4. IP ア ド レス と  VLAN ID をアダプ ターの全てのイ ン タ フ ェ ースに割り当てるには、

次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

[172.28.41.152]: PS C:\> Set-NetAdapterAdvancedProperty 
-InterfaceAlias "slot 1 port 1" -RegistryKeyword vlanid 
-RegistryValue 5
[172.28.41.152]: PS C:\> netsh interface ip set address 
name="SLOT 1 Port 1" static 192.168.10.10 255.255.255.0

メモ

上記の例では、 Nano Server の IP ア ド レスは 172.28.41.152 、 ユー

ザー名は Administrator です。
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5. Nano Server 上に SMBShare を作成するには、 次の Windows PowerShell コ
マン ド を発行し ます。

[172.28.41.152]: PS C:\Users\Administrator\Documents> 
New-Item -Path c:\ -Type Directory -Name smbshare -Verbose
図 9-20 は出力の一例です。

図 9-20. Windows PowerShell コマンド：New-Item
[172.28.41.152]: PS C:\> New-SMBShare -Name "smbshare" -Path 
c:\smbshare -FullAccess Everyone
図 9-21 は出力の一例です。

図 9-21. Windows PowerShell コマンド：New-SMBShare
6. ク ラ イアン ト マシン内に SMBShare をネ ッ ト ワーク ド ラ イブ と し てマ ッ プするに

は、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

PS C:\Windows\system32> net use z: \\192.168.10.10\smbshare
This command completed successfully.

7. SMBShare で読み取り  / 書き取り を行い、 Nano Server 上の RDMA 統計を

チ ェ ッ クするには、 次の Windows PowerShell コ マン ド を発行し ます。

[172.28.41.152]: PS C:\> 
(Get-NetAdapterStatistics).RdmaStatistics

メモ

Nano Server 上のイ ン タ フ ェ ースの IP ア ド レスは、 192.168.10.10 です。
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図 9-22 はコ マン ド出力を示し ます。

図 9-22. Windows PowerShell コマンド：Get-NetAdapterStatistics
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10 トラブルシューティング

本章は、 次の ト ラ ブルシューテ ィ ングに関する情報を提供し ます。

 ト ラ ブルシューテ ィ ングチ ェ ッ ク リ ス ト

 最新ド ラ イバがロー ド されている こ との検証

 ネ ッ ト ワーク接続性のテス ト

 Hyper-V を使用し た Microsoft Virtualization

 Linux 固有の問題

 その他の問題

 デバッ グデータの収集

トラブルシューティングチェックリスト

次のチ ェ ッ ク リ ス ト には、 QL45212 Adapter の取り付け作業中、 またはお使いのシス

テム上でのアダプ ターの動作中に発生する こ とがある問題を解決するための推奨処置が
記載されています。

 ケーブルと接続をすべて点検し ます。 ネ ッ ト ワーク アダプ ターと スイ ッ チのケー

ブル接続が正し く 接続されている こ と を確認し ます。

 7 ページの 「アダプ ターの取り付け」 を見直し て、 アダプ ターの取り付けを確認し

ます。 アダプ ターがスロ ッ ト に正し く 装着されている こ と を確認し ます。 基板コ
ンポーネン ト 、 または PCI エ ッ ジ コネク タ などにある明らかな損傷など、 特定の

ハー ド ウ ェ ア問題をチ ェ ッ ク し ます。 

 設定を確認し、 別のデバイス と競合し ている場合はそれら を変更し ます。 

 サーバーで使用し ている BIOS が最新である こ と を確認し ます。 

 アダプ ターを別のスロ ッ ト に挿入し てみます。 新しいスロ ッ ト でアダプ ターが動

作する場合は、 システム内の元のスロ ッ ト に欠陥がある可能性があ り ます。 

注意

サーバーキャ ビネ ッ ト を開けてアダプ ターの取り付けまたは取り外し を行 う前に、
6 ページの 「安全上の注意」 をお読み く だ さい。
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 不良アダプ ターを、 正し く 動作する こ とが確認されているアダプ ターと交換し ま

す。 最初のアダプ ターが動作し なかったスロ ッ ト で交換し たアダプ ターが動作す
れば、 最初のアダプ ターに欠陥がある と考えられます。 

 機能し ている別のシステムにそのアダプ ターを取り付け、 再度テス ト を実行し ま

す。 アダプ ターが新しいシステム内でテス ト に合格する場合は、 元のシステムに
欠陥がある可能性があ り ます。 

 システムから他のアダプ ターをすべて取り外し、 も う一度テス ト を実行し ます。

アダプ ターがテス ト に合格し た場合は、 他のアダプ ターが競合を起こ し ている可
能性があ り ます。 

最新ドライバがロードされていることの検証
お使いの Windows、 Linux、 VMware システムで最新のド ラ イバがロー ド されている

こ と を確認し ます。

Windows のドライバの検証
アダプ ター、 リ ン クステータ ス、 およびネ ッ ト ワーク接続性に関する重要な情報を表示
するには、 デバイスマネージ ャ を参照し て く だ さい。

Linux のドライバの検証
qed.ko ド ラ イバが正し く ロー ド されている こ と を確認するには、 次のコ マン ド を発行し

ます。

# lsmod | grep -i <module name> 
ド ラ イバがロー ド されている場合は、 このコ マン ドの出力にバイ ト 単位でのド ラ イバの
サイズが表示されます。 次の例は、 qed モジュール用のド ラ イバがロー ド されている こ

と を示し ています。

# lsmod | grep -i qed
qed                  199238  1
qede                1417947  0
新しい ド ラ イバをロー ド し た後で再起動し た場合は、 次のコ マン ド を発行し て現在ロー
ド されている ド ラ イバが正しいバージ ョ ンである こ と を確認する こ とができます。

modinfo qede
または、 次のコ マン ド を発行する こ と もできます。

[root@test1]# ethtool -i eth2
driver: qede
version: 8.4.7.0
firmware-version: mfw 8.4.7.0 storm 8.4.7.0
bus-info: 0000:04:00.2
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新しい ド ラ イバをロー ド し てから まだ再起動し ていない場合、 modinfo  コ マン ド では

ア ッ プデー ト された ド ラ イバ情報が表示されません。 そのかわり に、 次の  dmesg  コ
マン ド を発行し てログを表示し ます。 この例では、 最後のエン ト リが起動時にアク テ ィ
ブ化される ド ラ イバを特定し ます。

# dmesg | grep -i "QLogic" | grep -i "qede"
[   10.097526] QLogic FastLinQ 4xxxx Ethernet Driver qede x.x.x.x
[   23.093526] QLogic FastLinQ 4xxxx Ethernet Driver qede x.x.x.x
[   34.975396] QLogic FastLinQ 4xxxx Ethernet Driver qede x.x.x.x
[   34.975896] QLogic FastLinQ 4xxxx Ethernet Driver qede x.x.x.x
[ 3334.975896] QLogic FastLinQ 4xxxx Ethernet Driver qede x.x.x.x

VMware のドライバの検証
VMware ESXi ド ラ イバが正し く ロー ド されている こ と を確認するには、 次のコ マン ド

を発行し ます。

# esxcli software vib list

ネットワーク接続性のテスト
本項では Windows および Linux 環境でのネ ッ ト ワーク接続性をテス ト するための手順

を説明し ます。

Windows のネットワーク接続性テスト
ping コマン ド を使用し てネ ッ ト ワークの接続性をテス ト し ます。

ネットワーク接続が機能しているかどうかを判断するには次の操作を行います。

1. スタート を ク リ ッ ク し、 次に ファイル名を指定して実行 を ク リ ッ ク し ます。 

2. 名前 ボ ッ クスに cmd と入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

3. テス ト するネ ッ ト ワーク接続を表示するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

ipconfig /all
4. 次のコ マン ド を発行し て ENTER を押し ます。 

ping <ip_address>
表示される ping 統計は、 ネ ッ ト ワーク接続が機能し ているかど うかを示し ます。

メモ

リ ン ク速度を強制し た と きは、 アダプ ターと スイ ッ チの両方が同じ速度に強制さ
れている こ と を確認し て く だ さい。
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Linux のネットワーク接続性テスト

イーサネットインタフェースが正常に動作していることを確認するには次の手順を行い
ます。

1. イーサネ ッ ト イ ン タ フ ェ ースのステータ スをチ ェ ッ クするには、 ifconfig  コ マ

ン ド を発行し ます。 

2. イーサネ ッ ト イ ン タ フ ェ ースの統計をチ ェ ッ クするには、 netstat -i  コ マン ド

を発行し ます。

接続が確立されたかを確認するためには次の手順を行います。

1. ネ ッ ト ワーク上で IP ホス ト を ping し ます。 コ マン ド ラ イ ンで次のコ マン ド を発

行し ます。

ping <ip_address>
2. ENTER を押し ます。

表示される ping 統計は、 ネ ッ ト ワーク接続が機能し ているかど うかを示し ます。

アダプ ターリ ン ク速度は、 オペレーテ ィ ングシステムの GUI ツールか、 ethtool コ マン

ド  ethtool -s ethX speed SSSS のいずれかを使用し て、 10 Gbps または 
25 Gbps に強制する こ とができます。 QL45212 Adapter の両方のポー ト を、 どち ら も  
10 Gbps か、 どち ら も  25 Gbps の同じ速度に設定し ます。

Hyper-V を使用した Microsoft Virtualization
Microsoft Virtualization は、 Windows Server 2012 R2 向けのハイパーバイザー仮想

化システムです。 Hyper-V の詳細については、 次のア ド レスにアクセス し て く だ さい。

https: //technet.microsoft.com/en-us/library/Dn282278.aspx

Linux 固有の問題
トラブル： ド ラ イバソースコー ド のコ ンパイル時にエ ラーが表示される。

ソリューション：Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンの一部のイ ンス ト ールでは、 開発ツー

ルおよびカーネルソースがデフ ォル ト でイ ンス ト ールされません。 ド
ラ イバのソースコー ド を コ ンパイルする前に、 使用する Linux デ ィ ス

ト リ ビ ューシ ョ ン用の開発ツールがイ ンス ト ールされている こ と を確
認し ます。
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その他の問題
トラブル： QL45212 Adapter がシ ャ ッ ト ダウン し、 アダプ ターのフ ァ ンが故障

し たこ と を示すエラー メ ッ セージが表示される。

ソリューション：QL45212 Adapter は、 恒久的な損傷を防ぐために故意にシ ャ ッ ト ダ

ウンする こ とがあ り ます。 QLogic テ クニカルサポー ト に問い合わせ

てサポー ト を受けて く だ さい。

デバッグデータの収集
表 10-1 のコ マン ド を使用し てデバッ グデータ を収集し ます。

表 10-1. デバッグデータの収集コマンド

デバッグデータ 説明

demesg-T カーネルログ

ethtool-d レジス タ ダンプ

sys_info.sh システム情報。 ド ラ イババン ドルで利用できます
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A アダプター LED

表 A-1 はアダプ ターポー ト リ ン クの状態およびアク テ ィ ビテ ィ を示す LED イ ンジケー

タ を表し ています。

表 A-1. アダプターポートリンクおよびアクティビティ LED

ポート LED LED 表示 ネットワーク状態

リ ン ク  LED 消灯 リ ン クな し （ケーブルが接続され
ていない）

点灯 リ ン ク

アクテ ィ ビテ ィ  
LED

消灯 ポー ト アク テ ィ ビテ ィ な し

点滅 ポー ト アク テ ィ ビテ ィ あり
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B ケーブルおよびオプティカル
モジュール

この付録は、 サポー ト されるケーブルおよびオプテ ィ カルモジュールについての次の情
報を提供し ます。

 サポー ト される規格

 テス ト 済みのケーブルおよびオプテ ィ カルモジュール

サポートされる規格
QL45212 Adapters は、 SFF8024 準拠のさ まざまなケーブルおよびオプテ ィ カルモ

ジュールをサポー ト し ます。 特定のフ ォームフ ァ ク ター準拠は次の通り です。

 SFP ：

 SFF8472 （メ モ リ マ ッ プ用）

 SFF8419 または SFF8431 （低速の信号および電力）

 ク ア ッ ド スモールフ ォームフ ァ ク タープ ラガブル （QSFP） ：

 SFF8636 （メ モ リ マ ッ プ用）

 SFF8679 または SFF8436 （低速の信号および電力）

 オプテ ィ カルモジュールの電力入力 / 出力、 アク テ ィ ブカ ッパーケーブル

（ACC）、 およびア ク テ ィ ブオプテ ィ カルケーブル （AOC） ：

 10G—SFF8431 リ ミ テ ィ ングイ ン タ フ ェ ース

 25G—IEEE802.3by Annex 109B （25GAUI）
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テスト済みのケーブルおよびオプティカルモジュール
QLogic は、 準拠の要件を満たすケーブルまたはオプテ ィ カルモジュールのすべてが 
QL45212 Adapters で動作する こ と を保証し ていません。 QL45212 アダプ ターは、

3m DAC および 30m AOC をサポー ト し ますが、 25G SR 光学仕様はサポー ト し ませ

ん。 QLogic は、 表 B-1 に示されたケーブルとの相互接続性について QL45212 アダプ

ターをテス ト し てきま し た。

表 B-1. テスト済みのケーブルおよびオプティカルモジュール

速度 / フォー
ムファクター

メーカー
部品番号 タイプ

ケーブル
長 a ゲージ

ケーブル

10G DAC b Dell

407-BBBK SFP+10G と  SFP+10G 1 30

407-BBBI SFP+10G と  SFP+10G 3 26

407-BBBP SFP+10G と  SFP+10G 5 26

25G DAC Amphenol®

NDCCGF0001 SFP28-25G と  SFP28-25G 1 30

NDCCGF0003 SFP28-25G と  SFP28-25G 3 30

NDCCGJ0003 SFP28-25G と  SFP28-25G 3 26

40G DAC ス
プ リ ッ タ
（4 × 10G）

Dell

470-AAVO QSFP+40G と  4xSFP+10G 1 26

470-AAXG QSFP+40G と  4xSFP+10G 3 26

470-AAXH QSFP+40G と  4xSFP+10G 5 26

100G DAC 
スプ リ ッ タ
（4 × 25G）

Amphenol

NDAQGJ-0001 QSFP28-100G と
4xSFP28-25G

1 26

NDAQGF-0002 QSFP28-100G と
4xSFP28-25G

2 30

NDAQGF-0003 QSFP28-100G と
4xSFP28-25G

3 30

Dell

026FN3 Rev A00 QSFP28-100G と
4XSFP28-25G

1 26

0YFNDD Rev A00 QSFP28-100G と
4XSFP28-25G

2 26

07R9N9 Rev A00 QSFP28-100G と
4XSFP28-25G

3 26
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オプテ ィ カルソ リ ューシ ョ ン

10G 光 ト ラ ン

シーバ

Avago
AFBR-703SMZ SFP+ SR な し な し

AFBR-701SDZ SFP+ LR な し な し

Finisar

FTLX8571D3BCL-
QL

SFP+ SR な し な し

FTLX1471D3BCL-
QL

SFP+ LR な し な し

10G AOC c Dell

470-ABLV SFP+ AOC 2 な し

470-ABLZ SFP+ AOC 3 な し

470-ABLT SFP+ AOC 5 な し

470-ABML SFP+ AOC 7 な し

470-ABLU SFP+ AOC 10 な し

470-ABMD SFP+ AOC 15 な し

470-ABMJ SFP+ AOC 15 な し

25G AOC InnoLight
TF-PY003-N00 SFP28 AOC 3 な し

TF-PY020-N00 SFP28 AOC 20 な し

a  ケーブル長はメ ー ト ル法で示されます。

b  DAC はダイ レ ク ト ア タ ッ チケーブルです。

c  AOC は、 ア ク テ ィ ブなオプテ ィ カルケーブルです。

表 B-1. テスト済みのケーブルおよびオプティカルモジュール（続き）

速度 / フォー
ムファクター

メーカー
部品番号 タイプ

ケーブル
長 a ゲージ



B– ケーブルおよびオプテ ィ カルモジュール

テス ト 済みスイ ッ チ

157 BC0154503-04  E

テスト済みスイッチ
表 B-2 に、 QL45212 Adapters との相互接続性がテス ト されているスイ ッ チを示し ま

す。 このリ ス ト は、 製品のリ リース時点で利用可能なスイ ッ チを基にし てお り、 新しい
スイ ッ チが市場に投入された り、 スイ ッ チが製造中止になる こ と で時間の経過と と もに
リ ス ト の内容が変化する可能性があ り ます。

表 B-2. 相互接続性がテストされたスイッチ

メーカー イーサネットスイッチモデル

Arista 7060X

Cisco 

Nexus 3132

Nexus 5548 および 5596T

Nexus 6000

Dell EMC Z9100

HPE FlexFabric 5950

Mellanox SN2700
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C Dell Z9100 スイッチ設定

QL45212 Adapters は Dell Z9100 イーサネ ッ ト スイ ッ チ との接続をサポー ト し ていま

す。 ただ し、 自動ネゴシエーシ ョ ンプロセスが標準化されるまでは、 25 Gbps でアダプ

ターに接続されるよ う にスイ ッ チを明確に設定する必要があ り ます。

Dell Z9100 スイッチポートを 25 Gbps で QL45212 Adapter に接続するには、次の

手順を実行します。

1. お使いの管理ワークステーシ ョ ン と スイ ッ チ間におけるシ リ アルポー ト 接続を確
立し ます。

2. コ マン ド ラ イ ンセ ッ シ ョ ンを開き、 次のよ う にスイ ッ チにログイ ン し ます。

Login: admin
Password: admin

3. スイ ッ チポー ト の設定を有効化し ます。

Dell> enable
Password: xxxxxx
Dell# config

4. 設定するモジュールとポー ト を特定し ます。 以下の例ではモジュール 1、 ポー ト  5 
を使用し ます。

Dell(conf)#stack-unit 1 port 5 ?
portmode                Set portmode for a module
Dell(conf)#stack-unit 1 port 5 portmode ?
dual                    Enable dual mode
quad                    Enable quad mode
single                  Enable single mode
Dell(conf)#stack-unit 1 port 5 portmode quad ?
speed                   Each port speed in quad mode
Dell(conf)#stack-unit 1 port 5 portmode quad speed ?
10G                     Quad port mode with 10G speed
25G                     Quad port mode with 25G speed
Dell(conf)#stack-unit 1 port 5 portmode quad speed 25G
アダプ ターリ ン ク速度の変更方法については、 150 ページの 「ネ ッ ト ワーク接続

性のテス ト 」 を参照し て く だ さい。
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5. ポー ト が 25Gbps で動作し ている こ と を確認し ます。

Dell# Dell#show running-config | grep "port 5"
stack-unit 1 port 5 portmode quad speed 25G

6. スイ ッ チポー ト  5 での自動ネゴシエーシ ョ ンを無効にするには、 次の手順を実行

し ます。

a. スイ ッ チポー ト イ ン タ フ ェース （モジュール 1、 ポー ト  5、 イ ン タ フ ェ ース 
1） を特定し、 自動ネゴシエーシ ョ ンステータ スを確認し ます。

Dell(conf)#interface tw 1/5/1
Dell(conf-if-tf-1/5/1)#intf-type cr4 ?
autoneg                 Enable autoneg

b. 自動ネゴシエーシ ョ ンを無効化し ます。

Dell(conf-if-tf-1/5/1)#no intf-type cr4 autoneg
c. 自動ネゴシエーシ ョ ンが無効化されたこ と を確認し ます。

Dell(conf-if-tf-1/5/1)#do show run interface tw 1/5/1
!
interface twentyFiveGigE 1/5/1
no ip address
mtu 9416
switchport
flowcontrol rx on tx on
no shutdown
no intf-type cr4 autoneg

Dell Z9100 スイ ッ チの設定の詳細に関し ては、 次のデルサポー ト ウ ェ ブサイ ト で 『Dell 
Z9100 Switch Configuration Guide』 （Dell Z9100 スイ ッ チ設定ガイ ド） を参照し て

く だ さい。

support.dell.com

support.dell.com
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用語集

ACPI
Advanced Configuration and Power 
Interface （ACPI） 規格は、 統一されたオペ

レーテ ィ ングシステム中心のデバイス設定と
電源管理のための公開基準を提供し ます。
ACPI は、 ハー ド ウ ェ ア検出、 構成、 電源管

理、 監視向けにプ ラ ッ ト フ ォームに依存し な
いイ ン タ フ ェースを定義し ます。 規格はオペ
レーテ ィ ングシステム向け設定および電力管
理 （OSPM ： operating system-directed 
configuration and Power Management） の

中心と な り ます。 OSPM とは、 ACPI を実装

するシステムを表す用語で、 これによ り レガ
シーフ ァームウ ェ アイ ン タ フ ェ ースをデバイ
ス管理の役割から解放し ます。

アダプター

ホス ト システムと ターゲ ッ ト デバイス間のイ
ン タ フ ェ ース と なる基板。 アダプ ターは、 ホ
ス ト バスアダプ ター、 ホス ト アダプ ター、 お
よび基板と同義です。

アダプターポート

アダプ ター基板上のポー ト 。

Advanced Configuration and Power 
Interface

ACPI を参照し て く だ さい。

Alternative Routing-ID Interpretation 
ARI を参照し て く だ さい。

ARI
Alternative Routing-ID Interpretation。

PCI-SIG ARI は、 単一の PCIe デバイスで最

大 256 個の物理機能 （PF） をサポー ト する

ためのメ カニズムを提供し ます。 現在の OS 
では、 システム BIOS で ARI が有効になって

いる場合、 最大 16 個の PF （デバイスあた

り） を使用できます。 ARI が無効になってい

る場合は、 最大 8 個の PF （デバイスあた り）

を使用できます。

帯域幅

特定の転送レー ト で転送できるデータ容量を
表し ます。 1Gbps または 2Gbps フ ァ イバ

チャネルポー ト は、 接続されるデバイスに
よ っ て、 1 Gbps または 2 Gbps の名目速度

でデータ を送受信できます。 実際の帯域幅の
値では、 それぞれ 106MB および 212MB に
相当し ます。

BAR
ベースア ド レスレジス タ。 デバイスによ っ て
使用される メ モ リ ア ド レスまたはポー ト ア ド
レスのオフセ ッ ト を保持するために使用され
ます。通常メ モ リ ア ド レス BAR は物理 RAM 
に存在し なければなら ないのに対し て、 I/O 
スペース BAR はどんな メ モ リ ア ド レス （物

理メ モ リ以外でも） にも存在する こ とができ
ます。

ベースアドレスレジスタ（BAR）

BAR を参照し て く だ さい。

基本入出力システム（BIOS）

BIOS を参照し て く だ さい。 
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ユーザーズガイ ド — イ ンテ リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ター

QL45212

BIOS
基本入出力システム。通常フ ラ ッ シュ  PROM 
内で、 ハー ド ウ ェ ア と オペレーテ ィ ングシス
テム間のイ ン タ フ ェース と し て機能するプロ
グラム （またはユーテ ィ リ テ ィ ）。 ス ター ト
ア ッ プ時においてアダプ ターからの起動を可
能に し ます。

データセンターブリッジング（DCB）

DCB を参照し て く だ さい。

データセンターブリッジング交換（DCBX）

DCBX を参照し て く だ さい。

DCB
データ セン ターブ リ ッ ジング。 既存の 802.1 
ブ リ ッ ジ仕様に対し、 データ セン ター内での
プロ ト コルと アプ リ ケーシ ョ ンの要件を満た
すための拡張を提供し ます。 通常、 既存のハ
イパフ ォーマンスのデータ セン ターには、 さ
まざまな リ ン ク レ イヤテ ク ノ ロジ上で動作す
る複数の用途別ネ ッ ト ワーク （ス ト レージに
は Fibre Channel、ネ ッ ト ワーク管理と  LAN 
接続にはイーサネ ッ ト ） が含まれますが、
DCB を使用する と、 すべてのアプ リ ケーシ ョ

ンが単一の物理イ ン フ ラス ト ラ クチャ上で動
作できる統合ネ ッ ト ワーク を 802.1 ブ リ ッ ジ

で導入する こ とが可能にな り ます。

DCBX
データ セン ターブ リ ッ ジング交換。 DCB デバ

イスが、 直接接続されたピア と設定情報を交
換するために使用するプロ ト コル。 このプロ
ト コルは、 設定 ミ スの検知やピアの設定にも
使用される こ とがあ り ます。

デバイス

ターゲ ッ ト 、 通常はデ ィ スク ド ラ イブ。 シス
テム内部に取り付けられているか、 システム
に接続されているデ ィ スク ド ラ イブ、 テープ
ド ラ イブ、 プ リ ン タ、 キーボー ド などのハー
ド ウ ェ アです。 フ ァ イバチャネルでは、 ター
ゲ ッ ト デバイスです。

DHCP
動的ホス ト 設定プロ ト コル。 IP ネ ッ ト ワーク

上のコ ンピ ュータが、 要求された場合にのみ
コ ンピ ュータについての情報を持つサーバー
から設定を抽出できるよ う にし ます。

ドライバ

フ ァ イルシステムと物理的なデータ ス ト レー
ジまたはネ ッ ト ワーク メ デ ィ ア間における イ
ン タ フ ェースを提供する ソ フ ト ウ ェ ア。

動的ホスト設定プロトコル（DHCP）

DHCP を参照し て く だ さい。

eCore
OS、 ハー ド ウ ェ ア、 フ ァームウ ェ ア間のレ イ

ヤ。 デバイス固有で OS には依存し ません。

eCore コー ド は、 （た と えばメ モ リ割り当て

や PCI コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン空間アクセス

などに） OS サービスを必要とする場合、 OS 
固有のレ イヤーに実装される抽象的な OS 機
能を呼び出し ます。 eCore フ ローは、 ハー ド

ウ ェ アによ って操作される こ と も （た と えば、
割り込みによ っ て）、 ド ラ イバの OS 固有の部

分によ っ て （ロー ド およびアンロー ドのロー
ド およびアンロー ド） 操作される こ と もあ り
ます。

EEE
Energy Efficient Ethernet データ ア ク テ ィ ビ

テ ィ が低いと きに電力消費を低 く 抑えられる
よ う にする、 ツ イス ト ペアおよびバッ ク プ
レーン イーサネ ッ ト シ リーズのコ ンピ ュータ
ネ ッ ト ワーキング標準に対する一連の拡張で
す。 その目的は、 既存の装置との完全な互換
性を保持し ながら、 電力消費を 50 パーセン

ト 以上低減する こ と です。 Institute of 
Electrical and Electronics Engineers
（IEEE） が IEEE 802.3az タ スク フ ォースを

通じ て、 この標準を作成し ま し た。
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EFI
Extensible Firmware Interface。 オペレー

テ ィ ングシステムと プ ラ ッ ト フ ォームフ ァー
ムウ ェ アの間のソ フ ト ウ ェ アイ ン タ フ ェース
を規定し ている仕様。 EFI は、 すべての IBM 
PC 互換パーソナルコ ンピ ュータに存在し た

旧型の BIOS フ ァームウ ェ アイ ン タ フ ェ ース

を置き換える ものです。

Energy Efficient Ethernet
EEE を参照し て く だ さい。

拡張伝送選択（ETS）

ETS を参照し て く だ さい。

イーサネット

最も広 く で使用されている LAN テ ク ノ ロジー

で、 通常 1 千万および 1 億 / 秒 （Mbps） の

速度で コ ンピ ュータ間の情報を送信し ます。

ETS
拡張伝送選択。 ト ラ フ ィ ッ ク ク ラス間での帯
域幅の割り当てをサポー ト するために、 伝送
選択の向上を指定する基準。 ある ト ラ フ ィ ッ
ク ク ラスの供給負荷でそのク ラスの割り当て
帯域幅が使用されない場合、 拡張伝送選択に
よ り、 他の ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスが空いている
帯域幅を使用できます。 帯域幅割り当ての優
先度は、 厳格な優先度と共存し ます。 ETS に
は、 帯域幅割り当てをサポー ト する管理対象
オブジ ェ ク ト が含まれます。 詳細に関し ては、
次を参照し て く だ さい。

http: //ieee802.org/1/pages/802.1az.html

extensible firmware interface（EFI）
EFI を参照し て く だ さい。

FCoE
Fibre Channel Over Ethernet。 T11 標準化

団体によ り定義される新しい技術。 フ ァ イバ
チャネルフ レームをレ イヤ 2 イーサネ ッ ト フ

レーム内にカプセル化する こ と で、 従来の
フ ァ イバチャネルス ト レージネ ッ ト ワーク ト
ラ フ ィ ッ クがイーサネ ッ ト リ ン ク上で移動す
るのを可能にし ます。 詳細については、
www.fcoe.com にア クセス し て く だ さい。

Fibre Channel Over Ethernet（FCoE） 
FCoE を参照し て く だ さい。

ファイル転送プロトコル（FTP）

FTP を参照し て く だ さい。

FTP
フ ァ イル転送プロ ト コル。 フ ァ イルを イ ン
ターネ ッ ト などの TCP ベースのネ ッ ト ワー

ク を介し て、 一つのホス ト から別のホス ト に
転送するために使用される標準ネ ッ ト ワーク
プロ ト コル。 FTP は、 帯域内フ ァームウ ェ ア

でのア ッ プロー ド よ り も早 く 完了する、 帯域
外フ ァームウ ェ アでのア ッ プロー ド に必要で
す。

ヒューマンインタフェースインフラストラクチャ

HII を参照し て く だ さい。

HII
ヒ ューマン イ ン タ フ ェースイ ン フ ラス ト ラ ク
チャ。 ユーザー入力、 ローカ ラ イズされた文
字列、 フ ォ ン ト 、 およびフ ォームを管理する
ための仕様 （UEFI 2.1 の一部）。 この仕様に

よ り、 OEM 企業が起動前設定用のグラ フ ィ

カルイ ン タ フ ェースを開発できます。

IEEE
Institute of Electrical and Electronics 
Engineers。 電気関連テ ク ノ ロジの発展を推

進するための国際的な非営利組織。

インターネットプロトコル（IP）

IP を参照し て く だ さい。

インターネットスモールコンピュータシステムイ
ンタフェース（iSCSI）

iSCSI を参照し て く だ さい。

IP
イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル。 イ ン ターネ ッ ト
上である コ ンピ ュータから別のコ ンピ ュータ
へデータが送信される方法。 IP は、 データグ

ラムと呼ばれるパケ ッ ト のフ ォーマ ッ ト およ
びア ド レススキームを指定し ます。

http: //ieee802.org/1/pages/802.1az.html
www.fcoe.com
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IQN
iSCSI 修飾名。 イニシエータのメ ーカーおよ

び固有のデバイス名セク シ ョ ンに基づいた 
iSCSI のノ ー ド名です。

iSCSI
イ ン ターネ ッ ト スモールコ ンピ ュータ システ
ムイ ン タ フ ェース。 イーサネ ッ ト 接続上で送
信するためにデータ を IP パケ ッ ト にカプセル

化するプロ ト コルです。

iSCSI 修飾名（IQN）

IQN を参照し て く だ さい。

ジャンボフレーム

長距離でのパフ ォーマンスを向上するために
ハイパフ ォーマンスネ ッ ト ワーク使用される
大型の IP フ レーム。 ジャ ンボフ レームとは、

Gigabit イーサネ ッ ト  では通常 9,000 バイ ト

を意味し ますが、 IP MTU 以上のものを全て

指すこ と もあ り ます。 イーサネ ッ ト では 
1,500 バイ ト です。

大量送信オフロード（LSO）

LSO を参照し て く だ さい。

レイヤ 2
マルチレ イヤ通信モデル、 Open Systems 
Interconnection （OSI） のデータ リ ン ク レ イ

ヤを指し ます。 データ リ ン ク レ イヤの役割は、
ネ ッ ト ワーク内の物理リ ン ク上でデータ を動
かすこ と です。 そこ では、 スイ ッ チがメ ッ
セージの送信先を判断するのに宛先 MAC ア
ド レスを使用し て、 データ メ ッ セージをレ イ
ヤ 2 レベルで再ダイ レ ク ト し ます。

Link Layer Discovery Protocol
LLDP を参照し て く だ さい。

LLDP
ネ ッ ト ワークデバイスがローカルネ ッ ト ワー
ク でその ID と機能をア ドバタ イズでき るよ う

にする、 ベンダーに依存し ないレ イヤー 2 プ
ロ ト コルです。 このプロ ト コルは、 Cisco 
Discovery Protocol、 Extreme Discovery 
Protocol、 Nortel Discovery Protocol
（SONMP と も呼ばれます） などの独自のプ

ロ ト コルに代わっ て使用されます。

LLDP で収集された情報は、 デバイス内に格

納され、 SNMP を使用し てク エ リ できます。

LLDP 対応のネ ッ ト ワークの ト ポロジーは、

ホス ト を巡回し、 このデータベースを ク エ リ
する こ とによ っ て検出できます。

LSO
大量送信オフ ロー ド。 TCP\IP ネ ッ ト ワーク

ス タ ッ クがアダプ ターへの送信前に大量の
（最大 64KB） TCP メ ッ セージを構築するの

を可能にする LSO イーサネ ッ ト アダプ ター

機能です。 アダプ ターハー ド ウ ェ アが、 ワイ
ヤ上で送信できるよ う に メ ッ セージを小さ な
データパケ ッ ト （フ レーム） にセグ メ ン ト 化
し ます （標準イーサネ ッ ト フ レームでは最大 
1,500 バイ ト 、 ジ ャ ンボイーサネ ッ ト フ レー

ムでは最大 9,000 バイ ト ）。 セグ メ ン ト 化の

プロセスは、 サポー ト される フ レームサイズ
内にフ ィ ッ ト するよ う に巨大な TCP メ ッ

セージを小さ なパケ ッ ト にセグ メ ン ト 化する
作業からサーバー CPU を解放し ます。

最大転送単位（MTU）

MTU を参照し て く だ さい。

メッセージシグナル割り込み（MSI）
MSI、 MSI-X を参照し て く だ さい。
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MSI、MSI-X
メ ッ セージシグナル割り込み。 PCI 2.2 以降

および PCI Express において Message 
Signaled Interrupts （MSI） をサポー ト する

ための 2 つの PCI 定義の拡張子の 1 つ。MSI 
は、 ピンのアサーシ ョ ンまたはデアサーシ ョ
ンのエ ミ ュ レーシ ョ ンを可能にする、 特別な
メ ッ セージを介し た割込み生成の代替手段で
す。

MSI-X （PCI 3.0 で定義） は、 デバイスが 
1 ～ 2,048 の間でいかなる数の割り込みを割

り当てるのを可能にし ます。 また、 各割り込
みに別々のデータおよびア ド レスレジス タ を
付与し ます。 MSI でのオプシ ョ ンの機能

（64 ビ ッ ト ア ド レスおよび割り込みマスク）

は、 MSI-X では必須です。

MTU
最大転送単位。 通信プロ ト コルの特定された
レ イヤで転送可能な最大パケ ッ ト （IP データ

グラム） のサイズ （バイ ト 単位） を示し ます。

ネットワークインタフェースカード（NIC）

NIC を参照し て く だ さい。

NIC
ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ースカー ド 。 専用の
ネ ッ ト ワーク接続を有効するために取り付け
られたコ ンピ ュータ カー ド。

NIC パーティション化（NPAR）

NPAR を参照し て く だ さい。

不揮発性 RAM（NVRAM）

NVRAM を参照し て く だ さい。

NPAR
NIC パーテ ィ シ ョ ン化。 1 つの NIC ポー ト を

複数の物理機能またはパーテ ィ シ ョ ンに分割
する こ と。 それぞれがユーザーが設定可能な
帯域幅とパーソナ リ テ ィ （イ ン タ フ ェ ース タ
イプ） を持ちます。 パーソナ リ テ ィ には、
NIC、 FCoE、 および iSCSI があ り ます。

NVRAM
不揮発性 RAM。 電源がオフになってもデータ

（設定） を保持する タ イプのメ モ リ。 手動で 
NVRAM を設定する こ と も できますし、 フ ァ

イルから復元する こ と も できます。

OFED™
OpenFabrics Enterprise Distribution です。

RDMA およびカーネルバイパスアプ リ ケー

シ ョ ン用のオープン ソースソ フ ト ウ ェ アです。

PCI™
Peripheral Component Interface。 Intel® が

開発し た 32 ビ ッ ト のローカルバス規格です。

PCI Express（PCIe）
旧型の Peripheral Component Interconnect
（PCI） および PCI Extended （PCI-X） デス

ク ト ッ プおよびサーバースロ ッ ト を越える、
拡張イーサネ ッ ト パフ ォーマンスを可能にす
る第三世代 I/O 規格。

QoS
サービス品質。 仮想ポー ト 上でのデータ送信
時に、 ボ ト ルネ ッ クの発生を防ぎ、 事業の継
続性を保証するために使用される方法です。
優先度を設定し、 帯域幅を割り当てます。

サービス品質（QoS）

QoS を参照し て く だ さい。

PF
物理機能。

RDMA
リ モー ト ダイ レ ク ト メ モ リ アクセス。 ある
ノ ー ドから別のノ ー ド のメ モ リ に （ア ド レス
とサイズのセマンテ ィ ク スを使用し て） ネ ッ
ト ワーク経由で直接書き込むこ とができ る機
能。 この機能は、 VI ネ ッ ト ワークの重要な機

能です。

短縮命令セットコンピュータ（RISC）

RISC を参照し て く だ さい。
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リモートダイレクトメモリアクセス（RDMA）

RDMA を参照し て く だ さい。

RISC
短縮命令セ ッ ト コ ンピ ュータ。 実行する コ ン
ピ ュータ命令のタ イプが少ないため、 よ り速
く 動作する コ ンピ ュータ マイ ク ロプロセ ッサ。

RDMA over Converged Ethernet（RoCE）

RoCE を参照し て く だ さい。

RoCE
RDMA over Converged Ethernet。 統合ま

たは非統合イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク経由で
のリ モー ト ダイ レ ク ト メ モ リ ア クセス
（RDMA） を可能にするネ ッ ト ワーク プロ ト

コル。 RoCE は、 同じ イーサネ ッ ト ブロー ド

キャス ト ド メ イ ン内にある任意の 2 台のホス

ト 間の通信を可能にする リ ン ク レ イヤプロ ト
コルです。

SCSI
スモールコ ンピ ュータ システムイ ン タ フ ェ ー
ス。 ハー ド ド ラ イブ、 CD ド ラ イブ、 プ リ ン

タ、 スキャナなどのデバイスを コ ンピ ュータ
に接続するのに使用する高速のイ ン タ フ ェ ー
ス。 SCSI は 1 つのコ ン ト ローラで多 く のデ

バイスを接続できます。 各デバイスは、 SCSI 
コ ン ト ローラバスの個別の ID 番号によ っ てア

クセス されます。

SerDes
シ リ アラ イザ / デシ リ アラ イザ。 制限された

入力 / 出力を補う ために、 高速通信で一般的

に使用される機能ブロ ッ ク一対。 これらのブ
ロ ッ クは、 各方向でシ リ アルデータ とパラ レ
ルイ ン タ フ ェース間のデータ を変換し ます。

シリアライザ / デシリアライザ（SerDes）
SerDes を参照し て く だ さい。

シングルルート入力 / 出力仮想化（SR-IOV）

SR-IOV を参照し て く だ さい。

スモールコンピュータシステムインタフェース
（SCSI）

SCSI を参照し て く だ さい。

SR-IOV
シングルルー ト 入力 / 出力仮想化。 単一の 
PCIe デバイスを複数の個別の物理 PCIe デ
バイス と し て表示されるよ う にする PCI SIG 
による規格。 SR-IOV は、 パフ ォーマンス、

相互運用性、 管理容易性のために PCIe リ
ソースの孤立化を可能にし ます。

ターゲット

SCSI セ ッ シ ョ ンのス ト レージデバイスエン

ド ポイ ン ト 。 イニシエータがターゲ ッ ト から
データ を要求し ます。 ターゲ ッ ト は通常デ ィ
スク ド ラ イブ、 テープ ド ラ イブ、 またはその
他のメ デ ィ アデバイスです。 通常 SCSI の周

辺デバイスがターゲ ッ ト にな り ますが、 一部
でアダプ ターがターゲ ッ ト になる こ と もあ り
ます。 ターゲ ッ ト は多数の LUN を持つこ と

ができます。

ターゲ ッ ト は、 イニシエータ （ホス ト システ
ム） による要求に応えるデバイスです。 周辺
機器はターゲ ッ ト ですが、 一部のコ マン ド
（例 ： SCSI COPY コ マン ド） では、 周辺機

器はイニシエータの役割を果たすこ とがあ り
ます。

TCP
伝送制御プロ ト コル。 イ ン ターネ ッ ト プロ ト
コル上でパケ ッ ト でデータ を送信するための
一連の規則。

TCP/IP
伝送制御プロ ト コル / イ ン ターネ ッ ト プロ ト

コル。 イ ン ターネ ッ ト の基本通信言語です。

TLV
Type-Length-Value。 プロ ト コルの内部に要

素と し てエン コー ド される こ とがあるオプ
シ ョ ン情報。 タ イプ （type） および長さ

（length） のフ ィ ールドは、 サイズが固定され

てお り （通常 1 ～ 4 バイ ト ）、 値 （value）

フ ィ ールドのサイズは変化し ます。 これらの
フ ィ ールドは次のよ う に使用されます。
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 タ イプ （Type） — メ ッ セージのこの部分

が示すフ ィ ールドの種類を表す数字の
コー ド。

 長さ （Length） — 値フ ィ ールドのサイズ

（通常はバイ ト 単位）。

 値 （Value） — この部分のメ ッ セージの

データ を含む様々なサイズの一連のバイ
ト 。

伝送制御プロトコル（TCP）

TCP を参照し て く だ さい。

伝送制御プロトコル / インターネットプロトコル

（TCP/IP）

TCP/IP を参照し て く だ さい。

type-length-value（TLV）

TLV を参照し て く だ さい。

UDP
ユーザーデータグラムプロ ト コルパケ ッ ト の
順序や送達を保証し ないコネク シ ョ ンレス型
の ト ラ ンスポー ト プロ ト コル。 IP 上で直接機

能し ます。

UEFI
Unified Extensible Firmware Interface。 起

動前環境 （つま り、 システムの電源を入れて
からオペレーテ ィ ングシステムが起動するま
での間） のシステムの制御をオペレーテ ィ ン
グシステム （Windows や Linux など） に引

き渡すのに役立つイ ン タ フ ェ ースを扱ってい
る仕様。 UEFI は、 起動時のオペレーテ ィ ン

グシステムと プ ラ ッ ト フ ォームフ ァームウ ェ
アの間にきれいなイ ン タ フ ェ ースを提供し、
ア ド イ ン カー ド を初期化するための、 アーキ
テ クチャに依存し ない メ カニズムをサポー ト
し ます。

unified extensible firmware interface
（UEFI）

UEFI を参照し て く だ さい。

ユーザーデータグラムプロトコル（UDP）

UDP を参照し て く だ さい。

VF
仮想機能。

VI
仮想イ ン タ フ ェース。 Fibre Channel と その

他の通信プロ ト コルを介し た リ モー ト ダイ レ
ク ト メ モ リ アクセス用のイニシアチブ。 ク ラ
ス タ リ ングと メ ッ セージングで使用されます。

仮想インタフェース（VI）
VI を参照し て く だ さい。

仮想ストレージエリアネットワーキング（VLAN）

VLAN を参照し て く だ さい。

仮想マシン（VM）

VM を参照し て く だ さい。

VLAN
仮想倫理エ リ アネ ッ ト ワーク （LAN）。 一連の

共通の要件を持ったホス ト のグループ。 その
物理的な位置に関係な く 、 複数のホス ト が、
同じワイヤに接続されているかのよ う に通信
し ます。 VLAN は物理 LAN と同じ属性を有

し ていますが、 エン ド ステーシ ョ ンが同じ  
LAN セグ メ ン ト に位置し ていない場合でも、

VLAN ではそれらのエン ド ステーシ ョ ンをグ

ループにま とめる こ とができます。 VLAN で
は、 物理的にデバイスの位置を動かすのでは
な く 、 ソ フ ト ウ ェ アによ ってネ ッ ト ワークの
再構築が可能にな り ます。

VM
仮想マシン。 マシン （コ ンピ ュータ） に実装
される ソ フ ト ウ ェ ア。 このソ フ ト ウ ェ アは、
まるで実際のマシンのよ う にプログラムを実
行し ます。

wake on LAN（WoL）
WoL を参照し て く だ さい。
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WoL
Wake on LAN。 イーサネ ッ ト のコ ンピ ュー

ターネ ッ ト ワーク標準。 ネ ッ ト ワーク上の別
のコ ンピ ュータ で実行されるシンプルなプロ
グラムが送信するネ ッ ト ワーク メ ッ セージに
よ り リ モー ト で別のコ ンピ ュータの電源をオ
ンに し た り、 ウ ェ イ ク （起きる） させる こ と
ができます。
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